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最寄り駅からのアクセス 

地下鉄丸ノ内線 本郷三丁目駅より徒歩８分 

地下鉄大江戸線 本郷三丁目駅より徒歩６分 

地下鉄千代田線 湯島駅又は根津駅より徒歩８分 

地下鉄南北線  東大前駅より徒歩１分 

地下鉄三田線  春日駅より徒歩１０分  

東京 R2.2.8（土） 
 
東京大学 安田講堂 
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１ プログラム 

 

第 1 部（対象者：干潟部会及び海の安全確保部会出席者）  

全体講習、干潟部会、海の安全確保部会 

9：00 受付 ホール（Ａ＋Ｂ） 

9：30～10：30 全体講習 事業概要、運営、サポート専門家派遣制度等 ホール（Ａ＋Ｂ）

10：30～12：30 干潟部会 

 

ホール（Ａ＋Ｂ） 

海の安全確保部会 

 

４０１会議室 

テーマ：食害等の対策について 

コーディネーター 

吉田司氏 

事例紹介組織 

鏡町あさり活動組織 

（熊本県八代市）  

 

意見交換 

コーディネーター 

益原寛文氏 

事例紹介組織 

勝本地区活動組織（長崎県壱岐市）

 

 

意見交換 

12：30～13：30 個別相談 

 

第２部（対象者：藻場部会、内水面部会及びサンゴ礁部会出席者）  

全体講習、藻場部会、内水面部会、サンゴ礁部会 

13：00 受付 ホール（Ａ＋Ｂ） 

13：30～14：30 全体講習 事業概要、運営、サポート専門家派遣制度 ホール（Ａ＋Ｂ）

14：30～16：30 藻場部会 

 

ホール（Ａ＋Ｂ） 

内水面部会 

 

４０１会議室 

サンゴ礁部会 

 

ホール（Ｃ） 

テーマ：魚類を中心と

した食害対策について

コーディネーター 

南里海児氏 

事例紹介組織 

外海地区活動組織 

（長崎県長崎市） 

 

意見交換 

コーディネーター 

稲田善和氏 

事例紹介組織 

上桂川を守る会 

（京都府京都市） 

 

 

 

意見交換 

コーディネーター 

岩瀬文人氏 

事例紹介組織 

伊豆 FNY 活動組織 

（静岡県南伊豆町） 

 

 

 

意見交換 

16：30～17：30 個別相談 

会場の変更について 

干潟部会は「ホールＣ」から「ホールＡ＋Ｂ」に、内水面部会は「ホールＣ」から「４０１

会議室」にサンゴ礁部会は「４０１会議室」から「ホールＣ」に変更となっております。 
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交流の場の形成

環　境　保　全

地域社会の形成･維持

水産物の
安定供給

国民の生命･財産の保全

多面的機能本来的機能

水産業

漁 村

新鮮で安全な食料を安定的
に供給することが、水産業や

漁村が持つ本来の役割

本来の役割以外にも多くの役割を果たし、国民生活に貢献

1

水産業・漁村が持つ多面的機能とは・・・

水産多面的機能発揮対策について

令和元年１０月２９日

令和元年度 水産多面的機能発揮対策講習会
【福岡会場】

２　全体講習
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3

漁港後背集落の人口推移と高齢化率

２ 干潟による水質浄化
２,１５７億円

２ 海岸・漁港の清掃
１,６０２億円

２ 魚付き林の造成
８４７億円

２ 藻場による水質浄化
５,５２７億円

１ 監視ネットワーク、油濁の除去
２,０２３億円

３保養・交流・教育
１兆３,８４６億円

数値は(株)三菱総合研究所による試算（2004）より抜粋

２ 漁獲による物質循環の促進
２兆２,６７５億円

２ 濾過食性動物による水質浄化
６兆０,８９８億円

凡例
１．国民生命・財産の保全
２．自然環境を保全する役割
３．居住や交流の場の提供

水産業・漁村が持つ多面的機能の評価（試算：約11兆円）

※平成１６年：日本学術会議の答申にも記載 2
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漁業法（抄）（平成30年秋の国会において改正）

第九章 雑則

（運用上の配慮）

第百七十四条 国及び都道府県は、この法律の運用に当たつては、漁業及び漁村が、海面及び内水
面における環境の保全、海上における不審な行動の抑止その他の多面にわたる機能を有していること
に鑑み、当該機能が将来にわたって適切かつ十分に発揮されるよう、漁業者及び漁業協同組合その他
漁業者団体の漁業に関する活動が健全に行われ、並びに漁村が活性化するよう十分配慮するものと
する。

水産基本計画（抄）（平成29年4月28日閣議決定）

第二 水産に関し総合的かつ計画的に講ずべき施策

Ⅰ 浜プランを軸とした漁業・漁村の活性化

６ 多面的機能の発揮の促進（抄）

自然環境の保全、国境監視、海難救助による国民の生命・財産の保全、保健休養・交流・教育の場の
提供などの、水産業・漁村の持つ水産物の供給以外の多面的な機能が将来にわたって発揮されるよう、
一層の国民の理解の増進を図りつつ効率的・効果的な取組を促進する。

特に国境監視の機能については、全国に存在する漁村と漁業者による巨大な海の監視ネットワーク
が形成されていることから、国民の理解を得つつ、漁業者と国や地方公共団体の取締部局との協力関
係の構築を含め、その機能を高めるための具体的な方策について関係府省が連携して検討し、成案を
得る。

多面的機能に関する漁業法等の関係条文

5 4

漁業就業者数の推移

資料：農林水産省「漁業センサス」（平成 （ ）年、平成 （ ）年及び平成 （ ）年）及び「漁業就業動向調査」（平成

（ ）～ （ ）年）
注： 「漁業就業者」とは、満 歳以上で過去１年間に漁業の海上作業に 日以上従事した者。

平成 （ ）年以降は、雇い主である漁業経営体の側から調査を行ったため、これまでは含まれなかった非沿海市町
村に居住している者を含んでおり、平成 （ ）年とは連続しない。
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＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
１ ⽔産多⾯的機能発揮対策
○ 漁業者等により構成された活動組織等が⾏う、⽔産業・漁村の多⾯的機能の発
揮に資する以下の取り組みを⽀援します。
① 環境・⽣態系保全
ア ⽔域の保全

藻場、サンゴ礁の保全、種苗放流等の活動を⽀援します。
イ ⽔辺の保全
⼲潟、ヨシ帯の保全、内⽔⾯の⽣態系の維持・保全、漂流漂着物の回収・
処理等の活動を⽀援します。

② 海の安全確保
国境・⽔域の監視、海の監視ネットワーク強化、海難救助等を⽀援します。

※ 上記の①及び②に併せて実施する多⾯的機能の理解・増進を図る取組
を⽀援します。

⽔産多⾯的機能発揮対策 【令和元年度予算額 2,855（2,800）百万円】

［お問い合わせ先］ ⽔産庁計画課（03-3501-3082）

＜対策のポイント＞
環境・⽣態系の維持・回復や安⼼して活動できる海域の確保など、漁業者等が⾏う⽔産業・漁村の多⾯的機能の発揮に資する地域の活動を⽀援します。
＜政策⽬標＞
○環境・⽣態系の維持・回復（対象⽔域での⽣物量を５年間で20％増加［平成32年度まで］）
○安⼼して活動できる海域の維持（環境異変等への早期対応件数の割合を５年間で20％増加［平成32年度まで］）

＜事業の流れ＞

国 地域協議会
（県・市・漁協等）

活動組織定額 定額

① 定額（1/2相当）
② 定額（ただし、資機材の整備は1/2以内）

・ 交付率︓
国境・⽔域の監視

漂流漂着物の回収・処理⼲潟の保全（⼲潟の耕うん）

藻場の保全（ウニの駆除）

7

漁業者

漁協

地域
住民

自治会

学校
PTA

漁業者

漁協

地域
住民

都市
住民

NPO企
業等

自治会

学校
PTA

A
活
動
組
織

B
活
動
組
織

C
活
動
組
織

活動組織のイメージ

漁業者のみ

6

6



活動中の安全確保

9

平成３１年度「海の安全確保」の運用（案）

活動項目 国境･水域監視 海の監視ネットワーク強化

対象海域 全国 瀬戸内海､伊勢湾(三河湾含む)､東京湾を除く全国

活動内容 操業活動と連動しない監視・情報収集活動 操業活動に付加して行う監視･情報収集活動

面積単価 経費積み上げ
現状 交付単価 上限12万円 ? 海上2,000円 隻 日/ / /（教育･学習無しの場合5 6を乗じる）/

＠22,400円 隻 陸上1,700円 回 日/ / /
活動項目上限600万円、活動組織上限2,000万円 活動組織上限2,000万円

海上での取組者 漁業者等 漁業者

・活動計画の策定･各種調整
陸上作業の内容 ・日報取りまとめ

・関係部署への連絡 等

〇活動項目の国費上限額を引き上げ(※1) 〇１回の取組の考え方を明確化
（600万円→800万円） ・日報数10隻 日ごとに1名追加を計上可(※3）/

・1回10隻を想定〇海上

・10隻以下を処理する場合は1,700円平成31年度の運用 漁協の活動を対象にできることを明確化（※2）
・1名で10隻を超える数を処理する場合は3,400円〇陸上
・地域協議会は監視報告書により日報数及び取り活動に要する経費の上限10％を事務経費として

まとめ要員数を確認し必要額を支出計上できることを明確化（※2）

措置の方法 ※1 実施要領の運用（別表2）を改正 ※3 に明記Q&A
※2 に明記Q&A

（注）海の安全確保の取組のうち海難救助訓練及び資機材等の整備に係る運用は従来どおり

令和元年度 「海の安全確保」の運用

8

令和元年度の運用

7



水産多面的機能発揮対策事業の実施状況（協議会数、活動項目ごとの活動組織数）

注１ 組織数は交付決定ベース （平成３１年３月末作成）
注２ 複数の項目を実施する活動組織があるため、各項目の合計値と全体の活動組織数は一致しない。

平成２８年度

４８地域協議会（４０道府県）

６６９活動組織

分類 主な活動項目
活動組織数

H25 H26 H27 H28 H29 H30

１ 海の安
全確保

国境・水域の監視
国境の監視 2 2 2

78 107 107
水域の監視 24 75 75

海の監視ネットワーク強化（H３０年度から） － － － － － 20

海難救助、災害を防ぎ救援する機能 42 51 53 49 97 99

２ 環境・
生態系保
全

藻場の保全 275 291 300 274 286 301

干潟等の保全 194 217 221 187 185 191

ヨシ帯の保全 46 52 53 38 37 36

サンゴ礁の保全 18 20 20 18 19 19

種苗放流 58 65 60 37 42 47

内水面生態系の維持・保全・改善 109 128 131 83 89 92

環境にやさしい漁具への転換 1 0 － － － －

海洋汚染への対応体制整備 7 5 － － － －

漂流・漂着物、堆積物処理 177 186 187 100 107 109

活動で生じた廃棄物の利活用（Ｈ２７年度から） － － 6 9 6 6

３ 多面的
機能の理
解・増進

教育と啓発の場の提供（Ｈ２６年度まで） 160 219 － － － －

漁村文化・食文化等の伝承機会の提供（Ｈ２６年度まで） 123 148 － － － －

漁村文化の継承に資する教育・学習（Ｈ２７年度） － － 159 － － －

多面的機能の理解・増進を
図る取組（H２８年度から）

海の安全確保の活動に
併せて実施

－ － － ８ 49 50

環境・生態系保全の活動に
併せて実施

－ － － 144 164 178

４ その他 活動で生じた廃棄物の利活用（Ｈ２６年度まで） 3 2 － － － －

平成２９年度

４８地域協議会（４１道府県）

７０５活動組織

平成25年度

５６地域協議会（４４道府県）

８１０活動組織

平成２６年度

５８地域協議会（４５道府県）

９１０活動組織

平成２７年度

５６地域協議会（４４道府県）

８４８活動組織

平成３０年度

４９地域協議会（４２道府県）

７４３活動組織

11

○支援メニュー【H27年度（秋レビュー後）】 ○支援メニュー【H28年度】

２ 国民の生命・財産の保全
①国境の警備
②水域の監視
③海難救助 等

１及び２に関連する漁村文化の継承（教育・学習）

１ 地球環境保全
①藻場の保全
②干潟等の保全
③ヨシ帯の保全
④サンゴ礁の保全
⑤種苗放流
⑥内水面の生態系の維持・保全
⑦漂流・漂着物・堆積物処理 等

２ 海の安全確保
①国境・水域の監視、②海難救助 等

１ 環境・生態系保全
①水域の保全（藻場の保全、サンゴ礁の保全、種苗放流 等）
②水辺の保全（干潟の保全、ヨシ帯の保全、内水面の生態系の

維持・保全、漂流漂着物処理 等）

多面的機能の理解・増進を図る取組（教育・学習）
・漁村文化については、１、２の活動にあわせて実施する場合に支援

水産多面的機能発揮対策の重要性を踏まえた上で、行政事業レビューによる見直し指摘への対応
① 支援メニューを施策目的に即して、体系的に整理

② 漁村文化については、１、２の活動にあわせて実施する多面的機能の理解・増進を図る取組（教
育・学習）を行う場合に支援

③ 地方負担については、裨益の度合い、事業の継続性等に配慮しつつ導入

• 基本的に取組人数に基づく単価設定
• 地方負担の規定なし

• 事業効果の可視化を図るため、活動面積単価を導入
• 裨益の度合い、事業の継続性等に配慮しつつ地方負担の導入

１ 環境・生態系保全：定額（１／２相当）
（地方負担は、国と地方の合計額の原則3割）

２ 海の安全確保：定額（ただし、資機材については、１／２） 10

水産多面的機能発揮対策の見直し（平成26年度～）

8



水産多面的機能発揮対策が、国民の理解を得つつ、
効率的･効果的な取組となるよう、皆さまのご協力をお願いします。

ご静聴ありがとうございました。

水産庁HPで全国の取組を紹介 公開のシンポジウムを開催

国民の理解の増進に向けて

12

平成31年2月23日（土）、於：東京大学安田講堂
「里海保全の最前線」

9
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鏡
町

の
漁

業
概

要

鏡
町
漁
協
の
年
齢
別
組
合
員
数

年
齢

組
合

員
数

ア
サ

リ
生

産
部

会
員

数
合

計
正

組
合

員
準

組
合

員
正

組
合

員
準

組
合

員

3
0
未
満

5
0

3
0
7

3
0
～
3
9

2
2

4
0
～
4
9

8
1

9

5
0
～
5
9

1
0

2
1
2

6
0
～
6
9

1
4

1
1
5

7
0
～
7
9

5
5

1
0

8
0
以
上

合
計

5
0

3
0
7

3
9

9
4
8

＊
平
成

2
9
年

4
月

1
日
現
在

3

地
域

の
概

要
（
干

潟
と
干

拓
地

）

2

熊
本
県
八
代
市
の
概
要

●
平
成
17

年
に
1市

2町
3村

で
合
併

●
人
口
は
約
12

万
7千

人
(R
1.
6)

●
多
様
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
市

●
農
林
水
産
業
、
工
業
が
盛
ん

●
最
近
、
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
も
寄
港

八
代

市
鏡

町
地

先

八
代

海

有
明

海

地
域

の
概

要

1

被
覆
網
に
よ
る
ア
サ
リ
保
護

熊
本

県
八

代
市

鏡
町

ア
サ

リ
活

動
組

織

徳
田

司

～
令
和
元
年
度
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
講
習
会
～

「
食
害
等
の
対
策
に
つ
い
て
」
事
例
紹
介

３　干潟部会

①事例紹介　鏡町あさり活動組織
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8

そ
れ

ま
で

主
要

３
地

区
で

、
個

別
に

活
動

し
て

い
た

。

八
代

市
鏡

町
地

先

有
明

海

活
動

グ
ル

ー
プ
の

地
区

港
区

地
区

鏡
地

区

横
江

地
区

7

●
鏡

町
ア

サ
リ

活
動

組
織

●
発

足
：

平
成

２
５

年
６

月
２

５
日

●
発

足
時

部
会

員
：

９
８

名

●
目

的
：

八
代

市
鏡

町
地

先
に

存
す

る
干

潟
等

の
地

域
資

源
の

維

持
・

回
復

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

活
動

グ
ル

ー
プ
の

組
織

化

6

ア
サ

リ
資

源
の

激
減

！

●
20
11
(H
23
)年

度
の

大
雨

の
後

に
大

量
へ

い
死

が
発

生
！

●
資

源
が

回
復

し
て

い
な

い
状

態
が

続
く

・
・

・

八
代

海
の

ア
サ

リ
水

揚
量

の
推

移

0

20
0

40
0

60
0

80
0

1,
00
0

1,
20
0

1,
40
0

1,
60
0

1998
1999
2000
2001
2002
2003
2004
2005
2006
2007
2008
2009
2010
2011
2012
2013
2014
2015
2016
2017
2018

漁獲量（ｔ）

年

20
11

年
の
大
雨
被
害

そ
の
他
漁
協

鏡
町
漁
協

5

鏡
町

の
漁

業
概

要

鏡
町
漁
協
で
営
ま
れ
て
い
る
主
な
漁
業

漁
業
種
類

経
営
体
数

漁
期

漁
獲
物

つ
ぼ
網

3
通
期

ヒ
ラ
メ
・
ス
ズ
キ
・
コ
ノ
シ
ロ
・
シ
ラ
ス

羽
瀬

1
6

通
期

ヒ
ラ
メ
・
ス
ズ
キ
・
コ
ノ
シ
ロ
・
シ
ラ
ス

延
縄

2
6

通
期

チ
ヌ
・
ウ
ナ
ギ

各
種
許
可
漁
業

5
8

通
期

ウ
ナ
ギ
・
タ
コ
・
イ
カ
・
カ
ニ
・
エ
ビ

合
計

1
0
3

＊
平
成

2
9
年

4
月

1
日
現
在
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12

食
害

対
策

（
食

害
の

状
況

）

ア
サ
リ
漁
場
は
一
面
に
大
き
な
穴
で
、
ボ
コ
ボ
コ
に
！

エ
イ
の
食
害
の
後
？

11

●
鏡

町
漁

業
協

同
組

合
ア

サ
リ

生
産

部
会

●
発

足
：

平
成
29

年
8月

23
日

●
発

足
時

部
会

員
：
84

名

●
初

代
会

長
：

宮
崎

孝
人

●
目

的
：

八
代

市
鏡

町
地

先
に

存
す

る
干

潟
の

維
持

・
回

復
及

び

ア
サ

リ
・

ハ
マ

グ
リ

等
の

保
護

・
育

成
を

図
る

ア
サ

リ
生

産
部

会
の

組
織

化

10

取
り
組

み
状

況

鏡
地
区
で
の
多
面
的
事
業
で
の
取
組
み
概
要

年
度

耕
耘

稚
貝
放
流

駆
除

網
袋

被
覆
網

平
成
２
５
年

○
○

○

平
成
２
６
年

○
○

○
○

平
成
２
７
年

○
○

○
○

平
成
２
８
年

○
○

○

9

Ｎ
ｏ
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積
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①
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00

②
1,
40

0
③

1,
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0
④

1,
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2,
00
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40

活
動

グ
ル

ー
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の

漁
場

20
19

年
7月

現
在
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設
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況

被
覆
網

ア
サ
リ
漁
場
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刺
網

活
動

状
況

・
・
・
ナ
ル

ト
ビ
エ
イ
の

捕
獲

そ
の

他
の

エ
イ
類

の
胃

内
容

物

ア
カ
エ
イ
の

胃
内

容
物

ナ
ル

ト
ビ
エ
イ
の

胃
内

容
物

二
枚

貝
・
巻

貝
の

み
魚

・
カ
ニ
・
イ
カ
類

等

ナ
ル

ト
ビ
エ
イ
は

、
ア
サ

リ
を
食

害
。

ア
カ
エ
イ
は

、
砂

に
潜

っ
た
ア
サ

リ
を
掘

り
起

し
漁

場
を
荒

ら
す
？

食
害

痕
の

検
討

（
胃

内
容

物
）

長
径
:3
0～

43
㎝
(平

均
37
.3
㎝
)

短
径
:2
8～

39
㎝
(平

均
32
.7
㎝
)

長
径
:2
3～

52
㎝
(平

均
34
.6
㎝
)

短
径
:1
3～

16
㎝
(平

均
13
.6
㎝
)

体
盤

幅
:9
1㎝

体
盤

幅
:3
8㎝

ナ
ル

ト
ビ
エ
イ
の

食
痕

お
よ
び
ア
カ
エ
イ
の

潜
砂

痕
の

相
対

的
な
ス
ケ
ー
ル

（
イ
メ
ー
ジ
）

ナ
ル

ト
ビ
エ
イ
食

痕
ア
カ
エ
イ
潜

砂
痕

食
害

痕
の

検
討

ナ
ル

ト
ビ
エ
イ
(体

盤
幅
91

㎝
)

に
よ
る
食

痕
（
幅
15

㎝
×

長
さ
30

㎝
）

ア
カ
エ
イ
(体

盤
幅
38

㎝
)

に
よ
る
潜

砂
痕

（
直

径
約
40

㎝
）

ア
カ
エ
イ
の

潜
砂

痕

捕
食

状
況

の
確

認

口
を
砂

に
突

っ
込

ん
で
ア
サ

リ
を
捕

食
す
る
。

ナ
ル

ト
ビ
エ
イ
の

食
痕

体
全

体
で
砂

に
潜

り
、
身

を
潜

め
る
。

食
害

痕
の

検
討
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⑨

⑤
④ ③ ② ①

⑫

⑪

⑩⑧
⑦

⑥
⑭

⑮

⑯

⑬

⑱

⑰

⑲
21

⑳

27

22

26

23

28

24
25

30
29

※
調
査
個
所
は
３
０
か
所
。
状
況
に
応
じ
て
調
査
個
所
を
設
置
。

調
査

個
所

各
種
取
組
み

自
ら
（
漁

業
者

主
体

）
の

ア
サ

リ
調

査

基
本

の
情

報

ア
サ

リ
の

情
報

（
稚

貝
・

成
貝

）

害
敵

の
情

報
（

エ
イ

・
ツ

メ
タ

等
）

干
潟

の
情

報

ア
サ

リ
調

査
野

帳

活
動

状
況

（
目

標
設

定
）

豊
富
な
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

二
枚
貝
の
餌

赤
潮

プ
ラ

ン
ク

ト
ン

の
異

常
な

増
殖

生
態

系
バ

ラ
ン

ス
の

崩
壊

漁
業

生
産

の
減

少

ア
サ

リ
を

増
や

す
こ

と
で

、
海

域
を

浄
化

し
、

か
つ

て
の

八
代

海
を

取
り

戻
す

こ
と

が
出

来
る

の
で

は
！

赤
潮

の
減

少
生

態
系

バ
ラ

ン
ス

の
再

生
漁

業
生

産
の

回
復

鏡
地
先
に
大
規
模
な
ア
サ
リ
母
貝
場
を
造
ろ
う
‼

１
過
去
の
報
告
と
同
様
の
「
⽳
掘
り
採
⾷
⾏
動
」
が
撮
影
さ
れ
た
。

２
採
⾷
し
た
ア
サ
リ
は
、
殻
ご
と
噛
み
砕
い
て
⾷
べ
て
い
た
。

ク
ロ
ダ
イ
に
よ
る
ア
サ
リ
の
⾷
害
試
験

（
熊
本
県
⽔
産
研
究
セ
ン
タ
ー
）

ク
ロ
ダ
イ
に
よ
る
食

害
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3.
6m

3.
6m

活
動

状
況

・
・
・
被

覆
網

の
試

験
的

設
置

・
3.
6m
×
3.
6m
の
被
覆
網
で
、
直
貼
り
区
、
浮
か
せ
区
を
設
定

・
試
験
時
期
（
20
15
年
冬
期
）

・
被
覆
網
を
す
る
こ
と
で
、
よ
り
効
率
的
な
逸
散
・
食
害
の
防
止
？

○
長
所

•
ア
サ
リ
稚
貝
の
発
生
が
少
な
い
場
所
で
も
、
設
置
す
る
こ
と
で
ア

サ
リ
を
捕
集
し
、
保
護
す
る
こ
と
が
可
能
。

•
ア
サ
リ
の
生
長
が
速
く
、
大
型
貝
の
生
産
に
向
い
て
い
る
。

×
短

所
•

多
く
の
ア
サ
リ
を
保
護
す
る
た
め
に
は
設
置
個
数
を
大
規
模
化
す

る
必
要
が
あ
り
、
管
理
や
ア
サ
リ
の
間
引
き
に
手
間
が
か
か
る
。

•
生
長
し
た
ア
サ
リ
の
殻
が
変
形

す
る
場
合
が
あ
る
。

•
カ
ラ
ス
に
よ
る
網
の
破
損

事
例
が
多
数
み
ら
れ
る
。

活
動

状
況

・
・
・
網

袋
の

設
置

（
結

果
と
検

討
）

よ
り
広
い
面
積
の
網
を
被
せ
る
こ
と
で
、
網
袋
と
同
様
の
効
果

が
期
待
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
？

22

・
基

質
と

し
て

砕
石

や
貝

殻
等

を
投

入
。

・
稚

貝
の

収
集

・
ナ

ル
ト

ビ
エ

イ
等

の
食

害
防

止
が

目
的

。
・
20

13
年

～
20
15

年
で

計
30
00

袋
以

上
を

設
置

・
角

目
４

㎜
の

ラ
ッ

セ
ル

網
地

・
60

ｃ
ｍ

×
30

㎝
の

袋
状

活
動

状
況

・
・
・
網

袋
の

設
置
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④ ③ ② ①
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⑳
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臨
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網
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②
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21

調
査

結
果

か
ら
の

活
動

方
針

の
検

討

稚
貝
は
少
し
は
お
る
。

ば
っ
て
ん
、
大
き
な
サ
イ
ズ
は
少
な
い
。

エ
イ
や
チ
ン
に
食
わ
れ
よ
る
？

ど
ぎ
ゃ
ん
か
せ
ん
と
い
か
ん
‼
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サ
リ
漁
場

27

活
動

状
況

・
・
・
被

覆
網

の
大

規
模

展
開

20
16
年
、
2m
×
50
m×

10
0枚

=1
万
平
方
メ
ー
ト
ル
設
置

局
所
的
に
稚
貝
が
発
生
し
や
す
い
場
所
に
設
置
。

将
来
的
に
大
規
模
な
母
貝
場
と
な
れ
ば
、
八
代
海
全
体
の

ア
サ
リ
稚
貝
の
供
給
地
と
な
る
こ
と
を
期
待
!!

26

活
動

状
況

鏡
地
区
で
の
多
面
的
事
業
で
の
取
組
み
概
要

年
度

耕
耘

稚
貝
放
流

駆
除

網
袋

被
覆
網

平
成
２
５
年

○
○

○

平
成
２
６
年

○
○

○
○

平
成
２
７
年

○
○

○
○

平
成
２
８
年

○
○

○

平
成
２
９
年

○
○

○

平
成
３
０
年

○
○

○

令
和
元
年

○
○

○

○
長

所
•

ア
サ
リ
稚
貝
の
発
生
が
多
い
場
所
で
は
、
設
置
す
る
こ
と
で
広
範

囲
に
大
量
の
ア
サ
リ
を
保
護

す
る
こ
と
が
可
能
。

•
単
位
面
積
当
た
り
の
コ
ス
ト
が
比
較
的
安
価
で
あ
る
。

×
短

所
•

規
模
を
大
き
く
す
る
と
管
理
に
人
数
が
必
要

。
•

網
の
張
り
っ
ぱ
な
し
は
加
入
阻
害
、
底
質
悪
化
の
懸
念
あ
り
。

•
稚
貝
が
発
生
し
て
い
な
い
所
で
は
被
覆
網
設
置
の
効
果
薄

。
•

浮
か
せ
区
で
は
、
鳥
に
よ
る
食
害
が
発
生

活
動

状
況

・
・
・
被

覆
網

の
試

験
的

設
置

直
貼
り
に
よ
る
規
模
の
拡
大
に
よ
っ
て
さ
ら
に
効
果
を
あ
げ
る

こ
と
が
可
能
！

17



32

1分
貝

7%

2分
貝

13
%

3分
貝

37
%

4分
貝

34
%

5分
貝

9%

1分
貝

80
%

2分
貝

0%3分
貝

0%
4分

貝
20

%

5分
貝

0%

被
覆

網
効

果
の

確
認

（
ア
サ

リ
の

サ
イ
ズ
）

網
の

下
の

ア
サ

リ
の

サ
イ

ズ
組

成
網

の
無

い
箇

所
の

サ
イ

ズ
組

成

被
覆
網
の
下
で
は
、
親
サ
イ
ズ
も
生
息
。
網
の
無
い
箇
所
で
は
、
ほ
と
ん

ど
が
稚
貝
サ
イ
ズ
。

被
覆

網
の

ア
サ

リ
保

護
効

果
は

非
常

に
優

れ
て

い
る

！

被
覆

網
の

下
…

平
均

9
7
2
個

／
ｍ

²

一
分

貝
以

上
の

ア
サ

リ
(
2
0
1
9
年

4
月

調
査

)

網
無

の
箇

所
…

平
均

5
個

／
ｍ

²

被
覆

網
効

果
の

確
認

（
ア
サ

リ
生

息
数

）

30

活
動

状
況

・
・
・
被

覆
網

の
大

規
模

展
開

（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）

29

環
境
改
善
を
目
的
と
し
た
被
覆
網
の
設
置
面
積
と
し
て
は

国
内
の
干
潟
で
は
か
つ
て
な
い
規
模
！

港
区

地
先

（
現

在
の

張
り

込
み

面
積

は
約
2万

平
方

メ
ー

ト
ル

）

18



36

ご
清

聴
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

最
後

に
・
・
・
・

こ
の

取
り

組
み

を
進

め
る

に
あ

た
り

、

水
産

庁
様

、
熊

本
県

様
、

八
代

市
様

熊
本

県
水

産
多

面
的

機
能

発
揮

対
策

協
議

会
様

、
熊

本
県

漁
連

様

に
、

多
大

な
る

ご
支

援
、

ご
指

導
を

頂
き

ま
し

た
。

厚
く

御
礼

申
し

上
げ

ま
す

。

35

波
及

効
果

34

一
般

開
放

33

活
動

状
況

・
・
・
ハ

マ
グ
リ
母

貝
保

護

19



MEMO
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地
域

の
干

潟

船
橋

市
漁

協
活

動
グ

ル
ー

プ
千

葉
県

4
鏡

町
ア

サ
リ

活
動

組
織

熊
本

県

前
潟

干
潟

研
究

会
広

島
県

干
潟

の
種

類

3

河
川

河
口

干
潟

前
浜

干
潟

潟
湖

干
潟

砂
嘴

（さ
し
）

塩
性

湿
地

砂
浜

海
岸

海
浜

植
物

群
落

海
草

藻
場

令
和

元
年

度
講

習
会

内
容

•
干
潟
の
種
類

•
干
潟
の
は
た
ら
き

•
ア
サ
リ
の
漁
獲
量
と
生
息
場
（
干
潟
）
の
減
少

•
二
枚
貝
の
減
少
要
因
と
増
殖
に
必
要
な
こ
と

•
事
例
報
告
と
過
年
度
か
ら
の
ま
と
め

•
教
育
・
学
習
へ
の
取
り
組
み
「
紙
芝
居
」
案

•
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

•
あ
さ
り
メ
ジ
ャ
ー
の
紹
介

2


食
害
等
の
対
策

鏡
町
ア
サ
リ
活
動
組
織


底
質
の
改
善

船
橋
市
漁
協
活
動
グ
ル
ー
プ


稚
貝
の
確
保

前
潟
干
潟
研
究
会

令
和

元
年

度
水

産
多

面
的

機
能

発
揮

対
策

支
援

事
業

干
潟

部
会

底
質

の
改

善
・

稚
貝

の
確

保
・

食
害

等
の

対
策

1
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

吉
田

司

②食害等の対策について

21



8

瀬
戸

内
海

に
お
け
る
干

潟
面

積
（h

a
）の

推
移

高
位
水
準
期

19
60

‐1
98

5
13

万
ト
ン

低
位
安
定
期

19
95

‐2
01

0
4万

ト
ン

主
要

産
地

に
お

け
る

ア
サ

リ
漁

獲
量

と
輸

入

農
林
水
産
省
統
計
情
報
部
お
よ
び
財
務
省
貿
易
統
計
資
料

7

埋
め
立
て
、
乱
獲
、
貧
酸
素

食
害
、
病
害
、
高
温
化

第
Ⅰ
期
減
少
期

第
Ⅱ
期
減
少
期

6

干
潟

の
は
た
ら
き

干
潟

や
前

面
の
ア
マ
モ
場

は
幼

稚
魚

の
生

育
場

5

干
潟

の
は
た
ら
き

ア
サ

リ
が

海
水

中
の

有
機

物
・

濁
り

を
ろ

過

22



12

み
ん

な
つ

な
が

っ
て

い
る

ア
サ
リ
増

殖
の
た
め
に
必

要
な
こ
と

11

ア
サ
リ
資
源
全
国
協
議
会

ア
サ
リ
の
生
活
史
と

各
ス
テ
ー
ジ
で
の
対
策

10

二
枚

貝
類

の
資

源
を

減
少

さ
せ

る
自

然
現

象

カ
イ
ヤ
ド
リ
ウ
ミ
グ
モ 青
潮

・
貧

酸
素

水
塊

ナ
ル
ト
ビ
エ
イ

カ
モ
類

ク
ロ
ダ
イ

ヒ
ト
デ
類

ア
オ
サ

類

ツ
メ
タ
ガ
イ

9

東
京

湾
に
お
け
る
干

潟
の
減

少

9,
45

0 
ha

1,
73

4 
ha

（
18

％
）

23



16

ナ
ル
ト
ビ
エ
イ
の
顎
歯

ナ
ル
ト
ビ
エ
イ

Ae
to
ba

tu
sf
la
ge

llu
m

ナ
ル
ト
ビ
エ
イ
の
食
害
跡

ナ
ル
ト
ビ
エ
イ

15

ゴ
マ
フ
ダ
マ

P
ar
at
ec
to
na
ti
ca

ti
gr
in
a

環
境
省
カ
テ
ゴ
リ
ー
；
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

鏡
町

ア
サ

リ
活

動
組

織
熊

本
県

14


稚
貝
の
発
生
が
み
ら
れ
る
地
区
を
重
点
に

被
覆
網
を
設
置


被
覆
網
内
で
は
、
1,
40

0個
体

/㎡


被
覆
網
外
で
は

13
0個

/㎡


平
成

24
年
以
降
漁
獲
で
き
な
か
っ
た
ア
サ
リ
は

平
成

30
年
に
は

34
ト
ン
ま
で
回
復


ツ
メ
タ
ガ
イ
、
ゴ
マ
フ
ダ
マ
の
増
殖
を
抑
制

食
害

等
の

対
策

13

24



生
物

の
除

去
（

ヒ
ト

デ
類

）
火

散
布

沼
（

ヒ
チ

リ
ッ

プ
）

干
潟

を
保

全
す

る
会

（
北

海
道

）

20

生
物

の
除

去
（

腹
足

類
）

船
橋

地
区

（
6月

下
～

）
船

橋
・
木

更
津

地
区

（
6下

～
12

月
）

浦
島

地
区

（
8,
10

月
）

川
口

地
区

（
7～

9月
）

湾
中

徒
手
等

船
橋

大
撒
き
等

木
更
津

徒
手
等

浦
島

徒
手
等

川
口

徒
手
・
ヨ
イ
シ
ョ

ツ
メ
タ
ガ
イ
成

貝
・
卵

塊

ツ
メ
タ
ガ
イ
成

貝
・
卵

塊
及

び
キ
セ
ワ
タ
ガ
イ

ツ
メ
タ
ガ
イ
成

貝
・
卵

塊

ツ
メ
タ
ガ
イ
成

貝
・
卵

塊
・
ア
カ
ニ
シ

食
用

で
な
い
つ
ぶ

貝
類

19

生
物

の
除

去
（

ク
ロ

ダ
イ

）

・
網
袋
が
破
ら
れ
る
問
題
が
発
生
、
鹿
児
島
大
学
水
産
学
部
の
江
幡
先
生
に
相
談

・
イ
ン
タ
ー
バ
ル
カ
メ
ラ
を
用
い
た
観
察
結
果
か
ら
、
ク
ロ
ダ
イ
や
キ
チ
ヌ
が
ア
サ
リ

を
食
べ
る
た
め
に
、
網
袋
を
破
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明

・
網
袋
上
に
被
覆
網
を
張
り
、
保
護
す
る
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
、
対
策
を
図
る
こ

と
に
し
た
。

あ
い
ら
藻
場
・
干
潟
再
生
協
議
会

18

生
物

の
除

去
（

ナ
ル

ト
ビ

エ
イ

）

17

囲
い
網
の
設
置

あ
い
ら
藻
場
・
干
潟
再
生
協
議
会

25



参
加

活
動

組
織

別
課

題

24

活
動

組
織

課
題

博
多

湾
環

境
保

全
伊

崎
作

業
部

会
湾

の
環

境
改

善
と
水

揚
げ
の

向
上

を
目

標
に
、
死

殻
除

去
、
ア

サ
リ
の

移
植

、
耕

う
ん
、
浮

遊
堆

積
物

の
除

去

津
水

湾
環

境
保

全
エ
イ
に
よ
る
食

害
防

止
、
桁

に
よ
る
耕

う
ん
の

強
化

、
浮

遊
堆

積
物

、
生

活
ゴ
ミ
の

除
去

、
ハ

マ
グ
リ
、
ア
カ
ガ
イ
稚

貝
の

確
認

鴨
居

瀬
地

区
藻

場
保

全
組

織
食

害
生

物
の

除
去

伊
勢

干
潟

保
全

会
ク
ロ
ダ
イ
に
よ
る
食

害
防

止
、
浮

遊
堆

積
物

の
除

去
、
耕

う
ん
の

頻
度

、
網

袋
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
水

産
教

室
の

開
催

日
時

の
調

整

23

生
物

の
除

去

食
害
種
を
食
す

ク
ロ
ダ
イ

22
梶
原

直
人

瀬
戸
内
海
水
産
研
究
所
，
資
料
よ
り

食
害
種
を
食
す

ツ
メ
タ
ガ
イ
、
ア
カ
エ
イ
、
ナ
ル
ト
ビ
エ
イ

生
物

の
除

去
生

物
の

除
去

（
ヒ

ト
デ

類
の

行
動

生
態

）
京

都
府

発
信

機
を

装
着

し
た

マ
ヒ

ト
デ

マ
ヒ
ト
デ
の
行
動
軌
跡

1日
に
平
均

30
 m

を
移
動
す
る

昼
間
は

17
 m

夜
間
は

53
 m

21

京
都
府
⽴
海
洋
セ
ン
タ
ー

研
究
報
告

26



底
質

の
改

善

28
27

大
分
合
同
新
聞

2
0
1
7
/
7
/
1
4

カ
キ
、
ア
サ
リ
養

殖
に
支

障
沿

岸
部

に
大

量
の

泥
、
流

木
中

津
市

26

大
分

県
中

津
市

な
ど
の
取

り
組

み
（マ

ガ
キ
）

25

大
分

県
中

津
市

の
取

り
組

み

ボ
タ
ン

テ
レ
ビ
で
紹

介
さ
れ
ま
し
た
！

ア
サ
リ
を
減

少
さ
せ
る
原

因
と
増

や
す
方

法

27



平
成

2
9
年

ア
サ

リ
１

年
貝

分
布

密
度

（
個

/
㎡

）

過
去

に
客

土
実

施

客
土

し
た

場
所

は
、

稚
貝

発
生

良
好

！
！

客
土

効
果

の
事

例
火

散
布

沼
（

ヒ
チ
リ
ッ
プ
）
干

潟
を

保
全

す
る

会
（

北
海

道
）

32

砕
石
区
は
砕
石
区
外
を
引
い
た
場
合
と
比
較
し
て

ア
サ
リ
の
密
度
が
８
倍
以
上
高
く
な
っ
て
い
る
。

漁
場
の
砕
石
実
施
場
所
の
様
子
。
警
戒
船
を
配
置
。

船
橋

市
漁

協
活

動
グ

ル
ー

プ
千

葉
県

29


産
官
学
連
携
に
よ
る
取
り
組
み


砕
石
覆
砂
（
中
央
粒
径

3 
m
m
）


効
果
調
査


ま
と
め


先
進
事
例
視
察

•
地
形
調
査

•
ア
サ
リ
分
布
調
査

•
環
境
調
査

28



耕
う

ん
の

効
果

課
題
の
整
理

小
川

原
湖

地
区

漁
場

保
全

の
会

科
学
的
指
標

科
学
的
指
標

7月
中
旬
か
ら
8月

下
旬
に
か
け
て

2週
間
に
一
度
の
頻
度
で
耕
う
ん

対
策

対
策

成
果

成
果

36

参
加

活
動

組
織

別
課

題
の

解
決

策

35

活
動

組
織

課
題

歯
舞
地
区

ヒ
ト
デ
、
ツ
メ
タ
ガ
イ
類
の
効
率
的
な
除
去
法

小
川
原
湖
地
区

シ
ジ
ミ
の
越
冬
後
の
減
少
、
水
草
の
除
去
法

明
石
地
区

底
曳
き
網
に
よ
る
ヒ
ト
デ
、
ツ
メ
タ
ガ
イ
の
除
去

を
行
っ
て
い
る
が
、
近
年
、
長
期
的
、
複
合
的

な
取
り
組
み
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る

能
古
地
区

ア
オ
サ
の
増
殖
、
マ
ヒ
ト
デ
の
大
増
殖
と
食
害

客
土

の
事

例
湾

中
地

区
干

潟
保

全
協

議
会

（
北

海
道

）

砂
泥
の
移
動
防
止
（
土
嚢
設
置
）

客
土
（
満
潮

時
）

耕
う
ん

34

0
5
年 8
月

0
6
年 3
月

0
6
年 9
月

0
6
年 1
月

海
底

33
客

土
（

覆
砂

）
層

の
事

例
有
明
海
大
牟
田
沖

20
05

29



40

稚
貝

の
沈

着
促

進

稚
貝
沈
着
促
進

漁
場
と
稚
貝
の
保
護
網
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以
上
を
漁
獲

広
島

県
前

潟
干

潟
研

究
会

干
潟
の
全
景

前
潟

干
潟

研
究

会
広

島
県
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
大
野
方
式
に
よ
る
稚
貝
の
確
保


中
期
目
標
；
年
間
稚
貝

40
0万

個


網
袋

1万
袋
の
設
置


新
た
な
稚
貝
集
積
場
の
発
見
（
2ヶ

所
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）


平
成

29
年
度
以
降

3年
間
に
亘
り
、
20

0万
個
の
実
績

稚
貝

の
確

保
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前
潟

干
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研
究

会

底
質

の
改

善
策

干
潟

面
や

浅
場

の
耕

う
ん

干
潟
面

浅
場
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44

ま
と
め


減
少
要
因
が
取
り
除
か
れ
れ
ば
、
ア
サ
リ
資
源
は
回
復
す
る


回
復
傾
向
が
み
ら
れ
る
地
域
も
あ
る


し
か
し
、
全
体
的
に
ア
サ
リ
は
減
り
続
け
て
い
る


つ
ま
り
、
減
少
を
も
た
ら
す
要
因
が
働
き
続
け
て
い
る


あ
る
い
は
、
複
数
の
要
因
が
重
複
し
て
働
い
て
い
る
可
能
性
も
あ
る

ア
サ
リ
の
保
護
・
育
成
技
術
も
集
積
さ
れ
て
い
る

た
と
え
ば
、
被
覆
網
、
囲
い
網
等
に
よ
る
食
害
防
止
、

袋
網
に
よ
る
天
然
採
苗
、

耕
う
ん
、
砕
石
等
の
客
土
に
よ
る
底
質
改
善
と
保
護
育
成
、

垂
下
養
殖
法
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
用
い
た
養
殖
法
・
・
・
・
・


以
上
の
よ
う
に
、
多
く
の
技
術
が
開
発
さ
れ
て
い
る


こ
れ
ら
の
技
術
を
地
域
や
漁
業
者
の
事
情
に
合
わ
せ
て


選
択
し
て
、
適
用
さ
せ
る


そ
の
た
め
に
は
、
次
世
代
の
教
育
・
学
習
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も
重
要
と
な
る
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県
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部
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県
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・
福

山
市
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網

袋
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よ
び
省

力
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進
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マ
モ
・
干
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被
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ゴ
ミ
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積
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広

島
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中
津

干
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）

後
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の
効

率
的

な
除

去
法

31




必
要
項
目

;ア
サ
リ
の
サ
イ
ズ
計
測
と
生
息
数


密
度
管
理

; 密
度
分
布
の
把
握


移
植
放
流

; 稚
貝
の
多
い
と
こ
ろ
か
ら
少
な
い
と
こ
と
へ


ク
ロ
ダ
イ
等
の
食
害
対
策
と
効
果


人
海
戦
術
で
の
浮
遊
堆
積
物
の
除
去伊
勢

干
潟

保
全

会
（
三

重
県

伊
勢

市
）
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密
度
管
理

移
植
放
流

計
測


モ
ニ
タ
リ
ン
グ

教
育

・学
習

「紙
芝

居
」案

○
○

(地
名

)の
干

潟
は
み
ん
な
の

た
か
ら
も
の
！

○
年
○
月
○
日

○
○
小
学
校

干
潟
の
学
習
会

○
○
地
区
○
○
活
動
組
織
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国
民
の
理
解
の
増
進
に
向
け
て


教
育
・
学
習

45

赤
須

賀
漁

業
協

同
組

合
青

壮
年

部
研

究
会

干
潟
観
察
会

出
前
授
業
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あ
さ
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長
測
定
ソ
フ
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「
あ
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り

メ
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ー
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に

つ
い

て

株
式
会
社

水
土
舎

三
河

湾
豊

川
河

口
の

稚
貝

採
捕
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③紙芝居案

1

①日本は海に囲まれた島国です。海と陸の境目、海岸を思い浮かべてみてくださ
い。
どんな風景がありますか？（なんでもいいので生徒に答えてもらう。答えられる
人がいなければ待たずに進める）
②＜アニメーション：画像の表示＞
・観光地の絶景ポイントのようなごつごつした岩場？
・海水浴場のような砂や小さな貝殻のさらさらとした砂場？
・砂と泥が混ざっていてどろどろとした潮干狩りをしたりする干潟？
・コンクリートなどの人工物の壁でできた岸壁？

③＜アニメーション：干潟を強調＞
こういったいろいろな海岸の中から、今日は干潟についてお話します。

2

①日本は海に囲まれた島国です。海と陸の境目、海岸を思い浮かべてみてください。

どんな風景がありますか？（なんでもいいので生徒に答えてもらう。答えられる人がいなけ

れば待たずに進める）

②＜アニメーション：画像の表示＞

　・観光地の絶景ポイントのようなごつごつした岩場？

　・海水浴場のような砂や小さな貝殻のさらさらとした砂場？

　・砂と泥が混ざっていてどろどろとした潮干狩りをしたりする干潟？

　・コンクリートなどの人工物の壁でできた岸壁？

③＜アニメーション：干潟を強調＞

こういったいろいろな海岸の中から、今日は干潟についてお話します。
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①干潟とは月の引力の影響で水の満ち引きが起こる、砂と泥でできた平らな場所
のことです。
水面が一番高い時を満潮、一番低い時を干潮といいます。
②干潟には先ほど紹介したようなたくさんの生き物が暮らしていて、生き物が生
きていくために必要な日光や水、栄養なども豊富です。

3①干潟にもいろいろな種類があります。
・河口干潟…川から海に繋がる場所にできる
・前浜干潟…砂浜の前にできる
・潟湖干潟…砂嘴という、流されてきた砂によってできる地形の中に囲まれるよ
うにしてできる
②干潟の周辺には、たとえば河口にはじめじめした塩性湿地があったり、砂浜に
は海浜植物群落と呼ばれる植物の集まりがあったり、海には海草（海藻）が集
まって生えている海草藻場があるなど、様々な環境がみられます。

4

①干潟とは月の引力の影響で水の満ち引きが起こる、砂と泥でできた平らな場所のことです。

水面が一番高い時を満潮、一番低い時を干潮といいます。

②干潟には先ほど紹介したようなたくさんの生き物が暮らしていて、生き物が生きていくた

めに必要な日光や水、栄養なども豊富です。

①干潟にもいろいろな種類があります。

　・河口干潟…川から海に繋がる場所にできる

　・前浜干潟…砂浜の前にできる

　・潟湖干潟…砂嘴という、流されてきた砂によってできる地形の中に囲まれるようにしてできる

②干潟の周辺には、たとえば河口にはじめじめした塩性湿地があったり、砂浜には海浜植物群落と

呼ばれる植物の集まりがあったり、海には海草（海藻）が集まって生えている海草藻場があるなど、

様々な環境がみられます。
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①これは愛知県の小鈴谷という地域にある前浜干潟を空から撮った写真です。
②写真の右側の陸地から、左側の海に向かって少しずつ青色が濃くなっています。
空から撮った写真では、海が深いほど青色が濃く写ります。海の浅いところは海
水が透けて見えるので、海底の様子によって白っぽい青や緑っぽい青など、色々
違った青色に見えます。
③この写真の海は薄い青色部分が多いので、浅く平たい海底が沖の方に続いてい
ることがわかります。

5

①ではそんな干潟にはどのような生き物がいたでしょうか。行ったことがある人
はどんな生き物がいたか覚えてますか？
（意見を聞く、黒板・ホワイトボードが使えるならそこにメモ）
②まず水の中の生き物の分け方について簡単に説明します。
・ネクトン…水の流れに逆らって自分で自由に泳ぐことができる生き物
・プランクトン…水の流れに逆らえず漂っている生き物
・ベントス…水の底に住んでいる生き物
③では先ほど挙がった生き物はどれに当てはまるでしょうか？（いくつかクイズ
にしてこれだと思うものに手を挙げてもらう）
→もし①で意見がひとつも出ていなかったら③を省略
④例えばこんな風に分けられます。
・ネクトン…ほとんどの魚、イカ、タコ、ウミガメなど
・プランクトン…珪藻、クラゲ、小さな魚の赤ちゃんなど
・ベントス…カニ、ウニ、ゴカイ、貝、イソギンチャク、海草

6

①これは愛知県の小鈴谷という地域にある前浜干潟を空から撮った写真です。
②写真の右側の陸地から、左側の海に向かって少しずつ青色が濃くなっています。
空から撮った写真では、海が深いほど青色が濃く写ります。海の浅いところは海水が透けて見えるの
で、海底の様子によって白っぽい青や緑っぽい青など、色々違った青色に見えます。
③この写真の海は薄い青色部分が多いので、浅く平たい海底が沖の方に続いていることがわかります。

①ではそんな干潟にはどのような生き物がいたでしょうか。行ったことがある人はどんな生き物がい
たか覚えてますか？　　　　　　　　　（意見を聞く、黒板・ホワイトボードが使えるならそこにメモ）
②まず水の中の生き物の分け方について簡単に説明します。
　・ネクトン…水の流れに逆らって自分で自由に泳ぐことができる生き物
　・プランクトン…水の流れに逆らえず漂っている生き物
　・ベントス…水の底に住んでいる生き物
③では先ほど挙がった生き物はどれに当てはまるでしょうか？（いくつかクイズにしてこれだと思う
ものに手を挙げてもらう）　　　　　　　　　　→もし①で意見がひとつも出ていなかったら③を省略
④例えばこんな風に分けられます。
　・ネクトン…ほとんどの魚、イカ、タコ、ウミガメなど
　・プランクトン…珪藻、クラゲ、小さな魚の赤ちゃんなど
　・ベントス…カニ、ウニ、ゴカイ、貝、イソギンチャク、海草
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①ほんの一部ですが、これらが干潟にみられる生き物です。
・海藻（アオサ）
・二枚貝（アサリ）
・巻貝
・カニ
・魚類（ムツゴロウ、ワラスボ←日本では有明海のみ）
・鳥（ソリハシシギ、ヘラサギ）
ここにはいませんが、目に見えないほど小さなバクテリアやプランクトンなどの
生き物も存在します。
②今回の主人公は二枚貝のアサリです。

＜※リンク：三浦半島江奈湾干潟生きもの図鑑＞

7

①このような原因でアサリが減ってしまうと、私たちがアサリを食べられなく
なってしまうだけではなく、海全体で困ったことが起きます。
②アサリのような二枚貝は海の水をきれいにする力を持っています。この画像に
写っているのはカキですが、アサリも同じように濁った水をきれいにしてくれま
す。
③二枚貝は水を吸い込んで、その中にあるプランクトンや有機物を食べると、き
れいになった水を吐き出します。このようなエサの食べ方を「ろ過摂食」と呼ん
でいます。
④こうした役割を持つアサリは海にとって必要不可欠な存在です。

8

①ほんの一部ですが、これらが干潟にみられる生き物です。
　・海藻（アオサ）
　・二枚貝（アサリ）
　・巻貝
　・カニ
　・魚類（ムツゴロウ、ワラスボ←日本では有明海のみ）
　・鳥（ソリハシシギ、ヘラサギ）
ここにはいませんが、目に見えないほど小さなバクテリアやプランクトンなどの生き物も存在します。
②今回の主人公は二枚貝のアサリです。

＜※リンク：三浦半島江奈湾干潟生きもの図鑑＞

①このような原因でアサリが減ってしまうと、私たちがアサリを食べられなくなってしまうだけではな
く、海全体で困ったことが起きます。
②アサリのような二枚貝は海の水をきれいにする力を持っています。この画像に写っているのはカキで
すが、アサリも同じように濁った水をきれいにしてくれます。
③二枚貝は水を吸い込んで、その中にあるプランクトンや有機物を食べると、きれいになった水を吐き
出します。このようなエサの食べ方を「ろ過摂食」と呼んでいます。
④こうした役割を持つアサリは海にとって必要不可欠な存在です。
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①また、干潟や干潟の沖の少しだけ深いところにある藻場とよばれる海草の茂っ
た海の中の森は、生き物の赤ちゃんや卵が育つ大切な場所です。
②ハゼやカレイのような魚は干潟で卵を産み、生まれた子どもたちは近くの浅い
海で成長します。
③藻場は陸の植物と同じように日の光に当たって酸素をつくりだす光合成という
はたらきをします。＜アニメ①＞そのため酸素が豊富で魚が過ごしやすく、しか
も大きな魚に狙われやすい子どもたちは藻場の陰に隠れて身を守ることができま
す。海草には小さな生き物がくっついていて、餌も豊富です。
④＜アニメ②＞また、イカなどの生き物が海藻に卵を産み付けることもあります。
⑤こうして干潟や藻場でたくさんの生き物が育つことで海が豊かになっていきま
す。
⑤このように干潟には海全体にかかわる大切なはたらきがあります。
海をきれいにしてくれるアサリや、魚の子どもたちのためにも、干潟を大事にし
て、みんなで守っていかなければいけません。

9
①みなさんもよく食べているアサリですが、実はどんどん数が減ってきています。
その原因をいくつか説明します。
②まずはアサリがたくさん暮らしていた干潟そのものが減ってしまったことです。
たとえば東京湾では、今からおよそ80年前には左の赤い部分に広がっていた干潟
が、今では埋立といった開発が進み右側の赤い部分しか残っていません。
浦安市にあるディズニーランドのある場所も元は干潟でした。
（余談：浦安の埋立は工場の排水による公害で海が汚れ、漁業ができなくなった
結果埋立が行われた）

10

①また、干潟や干潟の沖の少しだけ深いところにある藻場とよばれる海草の茂った海の中の森は、生
き物の赤ちゃんや卵が育つ大切な場所です。
②ハゼやカレイのような魚は干潟で卵を産み、生まれた子どもたちは近くの浅い海で成長します。
③藻場は陸の植物と同じように日の光に当たって酸素をつくりだす光合成というはたらきをします。
＜アニメ①＞そのため酸素が豊富で魚が過ごしやすく、しかも大きな魚に狙われやすい子どもたちは
藻場の陰に隠れて身を守ることができます。海草には小さな生き物がくっついていて、餌も豊富です。
④＜アニメ②＞また、イカなどの生き物が海藻に卵を産み付けることもあります。
⑤こうして干潟や藻場でたくさんの生き物が育つことで海が豊かになっていきます。
⑤このように干潟には海全体にかかわる大切なはたらきがあります。
海をきれいにしてくれるアサリや、魚の子どもたちのためにも、干潟を大事にして、みんなで守って
いかなければいけません。

①みなさんもよく食べているアサリですが、実はどんどん数が減ってきています。
その原因をいくつか説明します。
②まずはアサリがたくさん暮らしていた干潟そのものが減ってしまったことです。
たとえば東京湾では、今からおよそ80年前には左の赤い部分に広がっていた干潟が、今では埋立といっ
た開発が進み右側の赤い部分しか残っていません。
浦安市にあるディズニーランドのある場所も元は干潟でした。

（余談：浦安の埋立は工場の排水による公害で海が汚れ、漁業ができなくなった結果埋立が行われた）
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①三つ目は青潮と貧酸素水塊の発生です。少し難しい話になりますが、青潮とい
う言葉を聞いたことがある人はいますか？（手を挙げてもらう）
①青潮は、工場や家から流れてきた排水によって、＜アニメ①＞その中に含まれ
る窒素やリンなどの養分を好むプランクトンが大量発生することで起こります。
②＜アニメ②＞大量発生したプランクトンが死んで海の底に沈み、＜アニメ③＞
その体が小さなバクテリア（細菌）によって分解されるときに毒のある硫化水素
が発生します。
そして分解にはたくさんの酸素がつかわれてしまい、＜アニメ④＞海の底に酸素
が少ない「貧酸素水塊」ができます。
③＜アニメ⑤＞この水が風などの影響で水面に湧き上がると化学反応によって、
海が青白くなります。この現象を青潮と呼びます。＜アニメ⑥＞魚や貝のような
海の生き物も人間と同じで酸素がないと息ができません。青潮が起こるとたくさ
んの海の生き物が酸欠で死んでしまいます。日本では東京湾で多く起こります。

11

＜※リンク：ＴＢＳ青潮紹介動画＞

12
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リア（細菌）によって分解されるときに毒のある硫化水素が発生します。
そして分解にはたくさんの酸素がつかわれてしまい、＜アニメ④＞海の底に酸素が少ない「貧酸素水塊」
ができます。
③＜アニメ⑤＞この水が風などの影響で水面に湧き上がると化学反応によって、海が青白くなります。
この現象を青潮と呼びます。＜アニメ⑥＞魚や貝のような海の生き物も人間と同じで酸素がないと息が
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＜※リンク：ＴＢＳ青潮紹介動画＞
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①干潟が減っただけではなく、アサリを減少させる自然現象は他にも多く存在し
ます。
その中からいくつか紹介します。

13①二つ目は④ツメタガイによる食害です。
②ツメタガイはアサリと同じ貝ですが、アサリのような二枚貝とは違って、ぐる
ぐると渦巻のようになっている貝殻を持つ巻貝です。
③ツメタガイはアサリを捕まえると、殻に穴をあけて中身を食べてしまいます。
④上の写真のように小さな穴が開いているアサリは、ツメタガイによって食べら
れてしまったアサリです。
④右下のひっくり返したお茶碗のような形をしたものは、実はツメタガイの卵
の塊です。ここから大量のツメタガイが生まれます。
②ナルトビエイやツメタガイ等の他の生き物に食べられてしまうこともそのひ
とつです。

アサリがたくさんいてたくさん育つ環境であれば食べられてしまってもその分ア
サリは増えますが、あらゆる原因でアサリが減っている中で食べられてしまうと
どんどん数が減ってしまいます。
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①干潟が減っただけではなく、アサリを減少させる自然現象は他にも多く存在します。
その中からいくつか紹介します。
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②ツメタガイはアサリと同じ貝ですが、アサリのような二枚貝とは違って、ぐるぐると渦巻のようになっ
ている貝殻を持つ巻貝です。
③ツメタガイはアサリを捕まえると、殻に穴をあけて中身を食べてしまいます。
④上の写真のように小さな穴が開いているアサリは、ツメタガイによって食べられてしまったアサリで
す。
④右下のひっくり返したお茶碗のような形をしたものは、実はツメタガイの卵の塊です。ここから大量
のツメタガイが生まれます。
②ナルトビエイやツメタガイ等の他の生き物に食べられてしまうこともそのひとつです。
アサリがたくさんいてたくさん育つ環境であれば食べられてしまってもその分アサリは増えますが、あ
らゆる原因でアサリが減っている中で食べられてしまうとどんどん数が減ってしまいます。
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①一つ目はナルトビエイによる食害です。食害とは食べられることで被害が起こ
ることを言います。
②ナルトビエイとは左上の写真にあるような大型のエイで、アサリなどの二枚貝
を好んで食べます。ナルトビエイは強い歯でアサリの貝殻を割って中身を食べて
しまいます。
③下の画像はナルトビエイが貝を食べてしまった海底の様子です。だ円形の跡が
たくさん残っているのがわかります。

15

16

①一つ目はナルトビエイによる食害です。食害とは食べられることで被害が起こることを言います。

②ナルトビエイとは左上の写真にあるような大型のエイで、アサリなどの二枚貝を好んで食べます。ナ

ルトビエイは強い歯でアサリの貝殻を割って中身を食べてしまいます。

③下の画像はナルトビエイが貝を食べてしまった海底の様子です。だ円形の跡がたくさん残っているの

がわかります。
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①干潟を守るために、今、全国でいろんな対策をしています。
②干潟の環境の改善、アサリを減少させる原因を減らす、アサリの数を増やす、
干潟のことをもっとたくさんの人に知ってもらう。
今回は４つのことを紹介します。

17

①まずは干潟の環境を改善することです。
②一番上の段にあるように、干潟の泥を掘り起こして、泥の中にも酸素が行き渡
るようにします。また、流れ着いたゴミを取り除いたり、他の場所から生き物の
住みやすい土を持ってくることで、干潟の環境を整えています。

18

①干潟を守るために、今、全国でいろんな対策をしています。

②干潟の環境の改善、アサリを減少させる原因を減らす、アサリの数を増やす、干潟のことをもっとた

くさんの人に知ってもらう。

今回は４つのことを紹介します。

①まずは干潟の環境を改善することです。

②一番上の段にあるように、干潟の泥を掘り起こして、泥の中にも酸素が行き渡るようにします。また、

流れ着いたゴミを取り除いたり、他の場所から生き物の住みやすい土を持ってくることで、干潟の環境

を整えています。
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①アサリを減少させる原因のひとつであるツメタガイに対しても、増えすぎない
ように除去をします。
②普通のスーパーに売っていることはほとんどありませんが、実は調理をすれば
食べることもできます。ただ除去するだけで終わらせず、可能であれば除去した
ものの有効利用を考えることも必要です。

＜※リンク：ツメタガイのレシピ＞

19
①みっつめはアサリの数を増やすことです。アサリを増やすためにもたく
さんの工夫をしています。
②アサリの赤ちゃんである稚貝を集めるために、干潟に砂利などを入れた
網袋を並べます。これをしばらく置いておくと、この中にアサリの稚貝が
潜り込み、網の中で大きくなっていきます。
③ある程度育った稚貝を干潟に撒き、さらに上からネットをかぶせること
でアサリを守り、その場所での潮干狩りも禁止することでアサリはさらに
大きくなっていきます。
④そして漁獲するときは大きく育ったアサリのみを選び、小さなアサリは
干潟に残し成長を見守っています。
⑤こうして自然環境に人間が力を貸して、干潟のアサリを育てています。
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①アサリを減少させる原因のひとつであるツメタガイに対しても、増えすぎないように除去をします。
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らく置いておくと、この中にアサリの稚貝が潜り込み、網の中で大きくなっていきます。
③ある程度育った稚貝を干潟に撒き、さらに上からネットをかぶせることでアサリを守り、その場所で
の潮干狩りも禁止することでアサリはさらに大きくなっていきます。
④そして漁獲するときは大きく育ったアサリのみを選び、小さなアサリは干潟に残し成長を見守ってい
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⑤こうして自然環境に人間が力を貸して、干潟のアサリを育てています。
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①よっつめは、干潟のことをもっとたくさんの人に知ってもらうことです。
②干潟が身近にある環境では、干潟についてよく知るための観察会や出前
授業が行われています。
③干潟を守るためには干潟を知ることが大切で、実際に干潟へ行って触れ
てみることはとても大きな一歩です。

21

①ところでみなさん貝合わせという平安時代の遊びを知っていますか？（知って
いる人に手を挙げてもらう）
まず内側にそれぞれ同じ絵を書いた貝殻を半分にわけて、片方を桶に、片方を伏
せて並べます。
桶からひとつ貝を取り出しみんなの前に伏せて置き、模様や形の特徴から同じ貝
を探す遊びです。ひっくり返して、合わせてみて答え合わせをします。たくさん
集めた人が勝ちです。
②このゲームには普通アサリより大きいハマグリを使いますが、同じ二枚貝のア
サリでも遊ぶことができます。みなさんも貝合わせについて調べて、作って遊ん
でみましょう。
③同じハマグリやアサリでも、それぞれ個性があって面白いです。ごはんのメ
ニューに出てきたときにも、ぜひ見比べてみてください。
④一見干潟を守ることとは関係ないように思えますが、こうして干潟に住む生き
物に親しみや興味を持つことも大切なことです。
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①よっつめは、干潟のことをもっとたくさんの人に知ってもらうことです。
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②このゲームには普通アサリより大きいハマグリを使いますが、同じ二枚貝のアサリでも遊ぶことがで
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つことも大切なことです。
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①ここまでのお話で、干潟にはいろんな生きものがいて、いろんな環境があるこ
とが少しわかったと思います。でも実は干潟は干潟だけで完結しているわけでは
なく、山、川、空、私たちの住んでいる町から広い海まですべて繋がっています。
②干潟へ行ったときは、ぜひその繋がりを意識してたくさんのものを観察してみ
てください。
③自分自身で感じたり考えたりしたことは、人から話を聞くだけでは得られない
ものばかりです。身近にあるおもしろい干潟という環境にぜひ行ってみてくださ
い。

23

①最後に、干潟へ行くときはくれぐれも安全に気を付けてください。
②今日説明したように、干潟には潮が満ちて海になってしまう時間帯があ
ります。行く前にきちんと時間を調べて備えておきましょう。
③また、干潟にはいろんな生き物が生息しており、その中には危険な生き
物も存在します。エイやクラゲなど危険と思われる生き物には不用意に近
づかないようにしましょう。
④干潟は晴れの日はとても暑く、雨の日はとても寒い場所で、天候を予想
して準備することが重要です。
⑤干潟を歩いていると、足が埋まってしまうことがあります。一度埋まる
と1人では抜けられなくなってしまうこともあるので、決して1人では行動
せず、気を付けて歩きましょう。
⑥潮干狩りをするときは、許可されている時期に、許可されている場所で
行ってください。
⑦観察を楽しむために虫眼鏡や双眼鏡、カメラなどを持っていくとよりた
くさんの発見があるかもしれません。
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①ここまでのお話で、干潟にはいろんな生きものがいて、いろんな環境があることが少しわかったと思
います。でも実は干潟は干潟だけで完結しているわけではなく、山、川、空、私たちの住んでいる町か
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③自分自身で感じたり考えたりしたことは、人から話を聞くだけでは得られないものばかりです。身近
にあるおもしろい干潟という環境にぜひ行ってみてください。

①最後に、干潟へ行くときはくれぐれも安全に気を付けてください。
②今日説明したように、干潟には潮が満ちて海になってしまう時間帯があります。行く前にきちんと時間を調べ
て備えておきましょう。
③また、干潟にはいろんな生き物が生息しており、その中には危険な生き物も存在します。エイやクラゲなど危
険と思われる生き物には不用意に近づかないようにしましょう。
④干潟は晴れの日はとても暑く、雨の日はとても寒い場所で、天候を予想して準備することが重要です。
⑤干潟を歩いていると、足が埋まってしまうことがあります。一度埋まると1人では抜けられなくなってしまう
こともあるので、決して1人では行動せず、気を付けて歩きましょう。
⑥潮干狩りをするときは、許可されている時期に、許可されている場所で行ってください。
⑦観察を楽しむために虫眼鏡や双眼鏡、カメラなどを持っていくとよりたくさんの発見があるかもしれません。
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①準備ができたら大人と一緒に干潟をしらべて、たくさんのことを知って、干潟
を好きになった、みんなで干潟を大切にしてくださいね！

25

①準備ができたら大人と一緒に干潟をしらべて、たくさんのことを知って、
干潟を好きになった、みんなで干潟を大切にしてくださいね！
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１）伊勢干潟保全会（三重県 伊勢市） 
 

【H28 年度からの活動における課題】 

稚貝等を増殖はできるようになったが、そこから採捕サイズにすることができない。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度： 2 枚貝の増殖・干潟の保全 

平成 29 年度： 2 枚貝の増殖・干潟の保全 

平成 30 年度： 2 枚貝の増殖・干潟の保全 

令和元年度：  2 枚貝の増殖・干潟の保全 

 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

干潟等の保全 稚貝等の密度管理 ２枚貝の生育漁場の

管理 

食害等で絶滅する。 

干潟等の保全 機能発揮のための生物移植 稚貝発生漁場より移

植するも成長しな

い。 

食害等で絶滅する。 

干潟等の保全 浮遊・堆積物の除去 年２回、海岸清掃を

する。 

一度、大雨等がある

と大量の流木等が海

岸に押し寄せる。 

 

④参加活動組織活動実績資料 
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【活動状況の写真】 

 
説明： 集合写真 説明：稚貝漁場へ 説明：稚貝を採取 

 
説明： 鋤簾に網をつける 説明：保護区域へ放流 説明： 密度管理 

 
説明：河川上流からの流木 説明：清掃 説明： ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 

 

説明：台風による流木 説明：ｸﾛﾀﾞｲによる食害 説明： ｸﾛﾀﾞｲによる食害 
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【H25 年度からの活動における課題】 

異常気象等によるゲリラ豪雨等が増える中、河川上流での大量のゴミ等により 2枚貝の斃

死を招いている。 

 

【活動の目標】 

平成 25 年度： 2 枚貝の増殖・干潟の保全 

平成 26 年度： 2 枚貝の増殖・干潟の保全 

平成 27 年度： 2 枚貝の増殖・干潟の保全 

 

 

【第Ⅰ期平成 25～27 年度の活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

干潟等の保全 耕うん ５月から１０月の間に月

２～３回程度の海底耕う

んを行った。 

頻繁に行わないとす

ぐに底質が締まって

しまう。 

干潟等の保全 保護区域の設定 ２枚貝の保護区を設定し

同時に対象区も設定し

た。 

育成は確認できたが、

密漁者が採捕してし

まう。 

干潟等の保全 稚貝等の沈着促進 ケアシェルを漁場に設置

し、稚貝の沈着は確認で

きた。 

メンテナンスが必要。

ケアシェルの設置場

所の底質が悪化して

しまう。 

干潟等の保全 浮遊・堆積物の除去 年２回、海岸清掃をする。 一度、大雨等があると

大量の流木等が海岸

に押し寄せる。 

漁村文化の

継承に資す

る教育・学習 

伊勢市が行う水産教室

に協力した。 

申し込みのあった小学校

を受け入れた。 

申し込みが多数の場

合、全部を受け入れる

ことができない。 
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【活動状況の写真】 

  

説明：海底耕うん用桁  説明：海底耕うん 説明：海底耕うん 

 
説明： ｹｱｼｪﾙのﾒﾝﾃﾅﾝｽ 説明：ｹｱｼｪﾙを設置 説明： 保護区の設定 

 

説明：清掃 説明：採泥器によるﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 説明： ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 
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２）博多湾環境保全伊崎作業部会（福岡県 福岡市） 
 

【H28 年度からの活動における課題】 

 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度： 博多湾の環境改善保守，水揚向上 

平成 29 年度：       〃 

平成 30 年度：       〃 

令和元年度：       〃 

 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

干潟等の保全 死殻の除去 23ha 

除去量 2，920Kg 

 

 機能発揮の為の生物移植 17.756ha 

移植量 3,600Kg 

 

 耕うん 23ha 

ゴミ回収量 

   8,121Kg 

 

 

 

海洋汚染の原

因 と な る 漂

流，漂着， 

堆積物処理 

漁業者が行う砂浜，海底，

沖等の廃棄物等の処理 

133ha 

回収量 11,350Kg 
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【活動状況の写真】 

 
説明：干潟の保全（海底耕耘

道具整備）  

説明：海底耕耘中 説明：地行浜耕うん 

 
説明：機能発揮の為の私物移

植（アサリ）使用じょれん  

説明：室見川でアサリ採取） 説明： 鵜来島周辺へ移植 

 
説明：干潟の保全（死殻の除

去作業中） 

説明：死殻の除去作業中 説明： 死殻の除去作業中 

 
説明：漂流、漂着物、堆積物

処理海底清掃作業中 

説明：海底清掃ごみ荷揚げ中 説明： 海底ゴミ回収 
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【H25 年度からの活動における課題】 

 

 

【活動の目標】 

平成 25 年度：博多湾の環境改善保守、水揚向上 

平成 26 年度：     〃 

平成 27 年度：     〃 

 

 

【第Ⅰ期平成 25～27 年度の活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

干潟等の保全 死殻の除去 25ｈａ 

除去量 3.858ｋｇ 

 

 

 浮遊・堆積物の除去 25ｈａ 

除去量 2.992ｋｇ 

 

 耕うん 25ｈａ 1 回  

海洋汚染等の

原因となる漂

流、漂着物、堆

積物処理 

漂流・漂着物の処理 237ｈａ 

回収量 1.850ｋｇ 
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【活動状況の写真】 

 
説明： 海底清掃作業中 説明：海底清掃作業中 説明：海底ゴミ回収 

 
説明： 干潟の保全（死殻の除

去） 

説明：死殻の荷揚げ 説明： 死殻回収 

 
説明：浮遊・堆積物回収作業

中 

説明：浮遊・堆積物回収中 説明： 浮遊・堆積物荷揚げ 

 
説明：干潟の保全（死殻の除

去作業中） 

説明：死殻除去作業中 説明： 死殻荷揚げ 
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３）津水湾環境保全（長崎県 諫早市） 
 

【H28 年度からの活動における課題】 

 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：耕うん、客土、稚貝沈着促進、アマ藻の移植及び播種、浮遊堆積物の除去
を主活動として、水質、底質改善と藻場の拡大    

平成 29 年度：鳥小屋下、桁引き耕運範囲 2000 ㎡から 6000 ㎡に拡大   
ハマグリ、サルボ貝の増殖、竹笹の設置とエイ対策ネット張り 

      ホンダワラ.スジモの除去作業、浮遊堆積物の除去   
平成 30 年度：アマ藻の移植及び播種    

客土、耕うん     
ホンダワラ・スジモの除去作業、浮遊堆積物の除去  

令和元年度 ：アマモ種苗を筏に吊るし自然放流、直播漂流場所の変更 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場の保全 

6 月に横畑周辺より採種、一時筏
吊るし管理選別洗浄約3kg採種。
11 月鳥小屋下、東園駅下・線路
下に直播きした。 

アマ藻被度につい
ては、昨年度より減
少 

継続して実施し、アマ
藻場の維持・拡大を図
りたい。 

藻場の保全 

喜々津港周辺,鳥小屋下,東園,等

で実施 アナアオサ,ほんだわら,

スジモ等流れ藻、年間約10t～12t

除去実施,天日乾燥後、みかん農家

へ肥料処分している。 

天日乾燥後みかん

農家肥料処分（4.4

トン） 

海岸沿いへの堆積物

腐敗防止、底質改善の

ため不可欠な作業で

ある。状況に応じて今

後も実施していく。 

干潟等の 

保全 

 

稚貝の沈着促進のため竹笹の設
置、エイ対策ネット張り 

年々減少傾向にあ
るが、昨年度は稚貝
を多く確認できた 

アサリはエイ被害で少
なくなったが本来生息
している場所であり、浮
遊卵の漂着が明確であ
る。エイ対策によりアサ
リを復活させたい。 

干潟等の 

保全 

地先全体の海岸沿い、浮遊堆積
物、生活ゴミの除去年間約 10 ト
ン市へ焼却処分 

約 10 トン市へ焼却
処分 

梅崎、馬込、竹山下南側
に面しているため、例年
流木、漂着物が多い状況
に応じて対応していく。

干潟等の 

保全 

鳥小屋下、東園は大型船4隻、桁
引き耕うん海岸より 30ｍ～50ｍ
の範囲 6000 ㎡を実施、海岸沿い
10ｍ×50ｍを手作業耕うんを実施

桁引き耕うんを強
化した。海岸沿い
は、手掘り耕うん作
業を実施 

今後も継続して実施
し、底質改善に努めた
い。 

干潟等の 

保全 

1隻2名で作業を実施。喜々津漁港
岸壁より砂を積み込み、指示船2隻
の入水指示者のもと、砂を投入。東
園28.2㎥、野副33㎥、JR線路下
～小崎鼻43.8㎥計105㎥を実施 

ハマグリ、サルボ貝
は、減少傾向にある

今後も継続して実施
し、二枚貝の生息地の
保全に努めたい。 

水域の 

監視 

1 回の監視に 1 隻 2 名 4 時間で
実施。年間 35 回 

赤潮・青潮はほとんど
なかった。流木の回収
等安全確保が早急に
できてよかった。 

監視活動時間を長く
した。今後も環境異変
等に注意し安全確保
に努めたい。 

海難救助 

訓練 

保全会構成員を対象に実施。講師に
海上保安部を招き海難事故時の救命
訓練及び転落者救助訓練を行った。

緊急時の対処方法
等の理解が得られ
た。 

今後も海の安全を確
保していきたい。 
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【活動状況の写真】 

 
アマモの播種 流れ藻、漂着藻を
選別採種 

アマモの播種 東園線路下、旧鳥
小屋下に 3kg 直播 

喜々津港周辺ホンダワラ除去作
業 

 
年間 10 トン天日干し乾燥、農家
肥料処分 

稚貝沈着促進 竹笹の設置 200
ｍ×20ｍに 60 本 

ハマグリ、サルボ貝生息密度稚貝
を確認 

 
エイ対策ネット清掃・張替え設置
作業 

馬込、竹山下、梅崎 南側に面してい

るため、例年流木漂着物が多い 
生活ごみ、流藻、流木分別 
年間 10 トン市へ焼却処分 

 
耕うん 海岸より 10ｍ×50ｍ手
掘り耕うん作業 

耕うん 桁引き耕うん 4 隻海岸
より沖目30ｍ～50ｍ範囲6000㎡

客土 喜々津港より積み込み東
園、横畑、元釜 100 ㎥ 

 
客土 小船により運搬、手作業投入 水域の監視 梅崎沖、漂流物回収 水域の監視 密漁者あり（口頭注意）

 
海難救助訓練 実演 海難救助訓練 心肺蘇生・救命措置 学習会 アマモ種団子作り 
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【H25 年度からの活動における課題】 

 

 

【活動の目標】 

平成 25・26・27 年度： 

耕うん客土、稚貝放流、アマ藻の移植、浮遊堆積物の除去を一連のメイン活動として、水

質、底質改善と藻場造成を目標としている。 

 

【第Ⅰ期平成 25～27 年度の活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場の保全 

H26 年２月に採苗、U 字に曲

げた 5 ミリ番線に苗 10 ミリ

を取り付け、1300 本を投入し

た。26年６月種を5合採種 11

月に、じか撒きと粘土固め投

入、（アマ藻移植藻場拡大） 

東園（20ｍ×100ｍ）

は順調に発育定着し

た 馬込、冷水は

20％しか定着してい

ない。 

採種した場所、喜々

津川河川と港内周辺

は異常に多い今年度

は発芽時期に間引き

耕うんを予定してい

る。 

藻場の保全 

ホンダワラ、スジモ、アナア

オサの除去作業実施 

年間約 20 トン陸揚

げしているが、みか

ん農家へ肥料処分し

ている。 

海岸沿いへの堆積腐

敗防止のため不可欠

な作業である状況に

応じて今後も実施し

て行く 

干潟等の保全 

アサリ床及び浅場の底質改

善目的で２５年度より耕運

客土を実施している。浅場の

約 6000ｍ2 を実施中 

手作業耕うんと機具

桁引き耕運を実施 

 

種苗放流 

25 年７月稚貝 800 ㎏放流、25

年より 10 月と 3 月に浮遊卵

沈着竹笹設置、27 年 10 月

1500 ㎏放流予定 

26年 9月青潮被害が

あったものの50％は

生息している。浮遊

卵沈着も良好 

27 年 7 月はまぐりの

生息を確認した 4～5

㎝（8g）が 10ｍ×30

ｍに約 4 トンあさり

同様成長調査を実施

する。 

海洋汚染、漂

流漂着物、堆

積物の除去 

25 年度より、年間、流木 生

活ゴミ約 10 トン陸揚げ諫早

市で焼却処分 

 海岸沿いへの堆積腐

敗防止のため不可欠

な作業である状況に

応じて今後も実施し

て行く 
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【活動状況の写真】 

  

アマ藻種選別 6 月 26 年直播きと粘土固め投入 

１１月 

直播きの東園周辺 2月 

 

モニタリング  藻場、干

潟、稚貝調査兼用で実施 

鳥小屋あさり床周辺のアナア

オサ除去作業 

アナアオサみかん農家へ

天日乾燥 肥料処分 7月 

 

ホンダワラ スジモ年間約

20 トン肥料処分 11 月 

浮遊卵沈着促進竹笹設置 2

月 

アサリ調査 

 

桁引き耕うんと浅場は手作業

耕うん 

漂流・漂着物・堆積物処理 啓発活動 喜々津小学校5年

生（25 名）保全の目的、アマ

藻、二枚貝の重要性講義後、

サルボ貝放流 
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４）鴨居瀬地区藻場保全組織（長崎県 対馬市） 
 

【H28 年度からの活動における課題】 

【食害生物（魚類）の除去】 

H28 年度、刺し網を主に、潜水でのモリ・ホコ突きで駆除活動を実施した。 

H29・30 年度、刺し網を主に、潜水でのモリ・ホコ突きと併用して刺し網を使用し駆除活

動を実施したが 29 年度をピークに 30 年度は、駆除尾数が 7割弱ほどに減少した。 

今後は、捕獲量を安定させるため駆除の場所と時期の検討が課題である。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：海藻の種苗投入 食害生物の除去（魚類） モニタリング 

平成 29 年度：海藻の種苗投入 食害生物の除去（魚類） モニタリング 

平成 30 年度：海藻の種苗投入 食害生物の除去（魚類） モニタリング 

令和元年度：海藻の種苗投入 食害生物の除去（魚類） モニタリング 

 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場の保全 海藻の種苗投入(カジメ) 

海藻の保護区の設定 

（食害防止にカゴに種苗を 

入れて海底へ投入し固定す

る） 

28年度投入したカジ

メは大きく成長し胞

子が出て水深4M～5M

にかけ 100 本程度新

芽が成長しているの

を R1/7/17 確認した

元年度 12 ヵ所投入

したカジメは成長し

はじめている箇所が

ある 

食害防止用のカゴが

カジメの成長に追い

つかないためサイズ

の大きいカゴを模索

している 

 

食害生物の除去（魚類） 

刺し網よる駆除と素潜りに

よるモリ、ホコ突きと刺し

網を使用しての駆除 

イスズミ駆除実績 

28 年度  134 尾 

29 年度 1,367 尾 

30 年度  863 尾 

イスズミが網にかか

りにくくなった 

 

モニタリング 

定点10ヵ所を潜水して調査

している 

海藻の密度 

ウニ等個体数の把握
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【活動状況の写真】 

  

説明：モニタリング 

   定点ブロック 

説明：モニタリング 

   定点状況 

説明：モニタリング 

   種苗投入後のカジメ 

 
説明：海藻の種苗投入 

   カジメ 

説明：海藻の種苗投入 

   種糸準備 

説明：海藻の種苗投入 

   海中の様子 

 

説明：食害生物の除去（魚類） 

   入網状況 

説明：食害生物の除去（魚類）

   刺網と銛突きの併用 

説明：食害生物の除去（魚類）

   駆除生物① 

 

説明：食害生物の除去（魚類） 

   駆除生物② 

説明：食害生物の除去（魚類）

   駆除用魚カゴ作製 

説明：食害生物の除去（魚類）

   駆除用魚カゴ回収 
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ど
実
施
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

・
そ
こ
で
、
写
真
等
画
像
か
ら
自
動
的
に
殻
長
を
測
定
で
き
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
「
あ
さ
り
メ
ジ
ャ
ー
」
を
平
成

30
年
度
水
産
多
面
的
発
揮
対
策
支
援
委

託
事
業
で
開
発
し
た
の
で
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
。

あ
さ
り
殻
長
測
定
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

「
あ

さ
り

メ
ジ

ャ
ー

」
に

つ
い

て

株
式
会
社

水
土
舎

⑤あさり殻長計測ソフトウェア「あさりメジャー」
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【
撮
影
の
方
法
】

・
規

定
の

台
紙

に
、
測
定
し
た
い
ア
サ
リ
を
任
意
に
並
べ
る
（
縦
横
不
同
）

・
台
紙
の
緑
部
の
外
縁
が
わ
か
る
よ
う
に
、
撮
影

⇒
緑

部
が

画
角

の
９

割
程

度
を
占
め
る
よ
う
撮
影

ア
サ

リ
を

並
べ

た
規

定
の

台
紙

の
縁

辺
が

わ
か

る
よ

う
に

、
撮

影
す

る
だ

け
で

Ｏ
Ｋ

！

台
紙

縁
辺

部
が

不
明

画
角

に
占

め
る
台

紙
の

割
合

が
小

さ
い

台
形

補
正

機
能

搭
載

誤
差

平
均

±
1
m
m
程

度

最
大

±
5
m
m

【
準
備
す
る
も
の
】

あ
さ
り
メ
ジ
ャ
ー
の
使
い
方
➁
「
ア
サ
リ
の
撮
影
」

➀
規

定
の

台
紙

（
下

敷
き

）
➁

デ
ジ

カ
メ

な
ど

➂
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
C
D
の

中
に

収
録

）

規
定
の
台
紙
（
下
敷
き
）
は
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
も

の
を
Ｃ
Ｄ
と
一
緒
に
配
付
。

C
ド

ラ
イ

ブ
の

P
ro

g
ra

m
 F

ile
s

（
x
8

6
）

の
「

A
s
a
ri
M

e
a
s
u

re
_
A

４
」

フ
ォ

ル
ダ

を
開

く

Ｅ
Ｘ
Ｅ
フ
ァ
イ
ル
（
As
ar
iM
ea
su
re
_A
4（

.e
xe
）
）
の
シ
ョ
ー

ト
カ
ッ
ト
を
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
に
作
成
し
よ
う
！

Ｅ
Ｘ

Ｅ
フ

ァ
イ

ル
（

A
s
a
ri
M

e
a
s
u

re
_
A

4
，

種
類

：
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
）

を
選

択
し

、
右

ク
リ

ッ
ク

-
送

る
-
デ

ス
ク

ト
ッ

プ
で

完
了

ひ
と

く
ち

メ
モ

左
ク

リ
ッ

ク
！

右
ク

リ
ッ

ク
！

送
る

デ
ス

ク
ト

ッ
プ

（
シ

ョ
ー

ト
カ

ッ
ト

を
作

成
）

【
イ

ン
ス

ト
ー
ル
方
法

】

C
D
の
中
の
「

A
s
a
ri
M

e
a
s
u

re
_
A
４
」

フ
ォ
ル
ダ
を
コ
ピ
ー

・
イ
ン
ス
ト
ー
ル
は
、
「
あ
さ
り
メ
ジ
ャ
ー
」
の
Ｃ
Ｄ
に
収
録
し
た

「
A
s
a
r
iM

e
s
u
r
e_

A
4
」
フ
ォ
ル
ダ

（
台

紙
Ａ
４
版

用
ソ

フ
ト
ウ

ェ
ア

）
を
、

Ｃ
:
￥

P
ro

g
r
a
m 

F
il

e
s
（

x
8
6
）

￥
フ
ォ
ル
ダ
に
貼
り
付
け
る
だ
け
！

C
ド
ラ
イ
ブ
（
ロ
ー
カ
ル
デ
ィ
ス
ク

C
:）

の
P

ro
g
ra

m
F
ile

s
（

x
8

6
）
フ
ォ
ル
ダ

に
貼
り
付
け
て
イ
ン
ス
ト
ー
ル
完
了
！

詳
細
は
、
Ｃ
Ｄ
に
収
録
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
照
し
て
下
さ
い
。
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【
殻
長
測
定

の
方
法

】

➀
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
「

As
ar
iM
ea
su
re
_A
4」

フ
ォ
ル
ダ
内
の

「
As
ar
iM
ea
su
re
_A
4
（
.e
xe
）
」
を
ダ
ブ
ル
ク
ッ
リ
ク
し
て
起
動
！

➀
も
し
く
は
、
作
成
し
た
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
で
起
動
！

C
ド
ラ
イ
ブ
の

P
ro

g
ra

m
 F

ile
s
（

x
8

6
）
の

「
A

s
a
ri
M

e
a
s
u

re
_
A
４
」
フ
ォ
ル
ダ
内

の
「

A
s
a
ri
M

e
a
s
u

re
_
A
４

(.
e
x
e
)」
を

ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
し
、
起
動 ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
！

作
成
し
た
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
の
シ
ョ
ー
ト

カ
ッ
ト
を
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
し
、
起
動

【
準
備
す
る
も
の
】

あ
さ
り
メ
ジ
ャ
ー
の
使
い
方
➂
「
殻
長
の
測
定
」

➀
撮

影
し

た
画

像
➁

あ
さ

り
メ

ジ
ャ

ー
を

入
れ

た
パ

ソ
コ

ン
➂

マ
ニ

ュ
ア

ル
（

C
D
の

中
に

収
録

）

誤
差

平
均

±
1
m
m
程

度

最
大

±
5
m
m

光
の
反
射
を
ど
う
や
っ
て
防
ぐ
？

配
付
し
た
下
敷
き
は
、
反
射
を
防
ぐ
素
材
で
で
き
て
い
る
の
で
、

フ
ラ
ッ
シ
ュ
撮
影
し
な
い
か
ぎ
り
、
大
丈
夫
と
思
い
ま
す
。
ど

う
し
て
も
反
射
す
る
場
合
は
、
光
の
影
響
が
少
な
い
屋
内
や
屋

根
の
あ
る
場
所
で
撮
影
し
ま
し
ょ
う
。

干
潟
な
ど
現
場
で
撮
影
し
た
い
が
、
陰
が
映
り
こ
ん
で
し
ま
う
。

良
い
対
策
は
な
い
か
？

➀
撮
影
の
方
向
を
変
え
て
、
陰
が
映
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

➁
コ
ン
テ
ナ
の
蓋
な
ど
で
日
差
し
を
遮
っ
て
撮
影
す
る
。

➂
撮
影
者
の
陰
が
映
る
場
合
は
、
被
写
体
か
ら
少
し
離
れ
、
カ

メ
ラ
の
望
遠
機
能
を
使
っ
て
撮
影
す
る
。

④
上
記
で
ダ
メ
な
ら
、
屋
根
の
あ
る
場
所
や
屋
内
で
撮
影
す
る
。

ひ
と
く
ち
メ
モ

【
撮
影
の
注
意
点
】

ア
サ

リ
同

士
を
く
っ
つ
け
な
い

縁
辺

部
に
ア
サ

リ
を
置

か
な
い

縁
辺

部
の

光
の

反
射

に
注

意

フ
ラ
ッ
シ
ュ
撮

影
は

避
け
る

陰
の

映
り
込

み
に
注

意
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・
画
像
選
択
、
レ
ポ
ー
ト
出
力
設
定
が
完
了
し
た
ら
、
測
定
実
行
！

・
測
定
終
了
ま
で
、
し
ば
ら
く
時
間
を
要
し
ま
す
。

測
定
実
行
を
ク
リ
ッ
ク
し
、
待
つ
だ

け
で
計
測
完
了
！

計
測
が
完
了
し
た
ら
、
「
完
了
」
の
ダ
イ
ア
ロ

グ
が
表
示
さ
れ
る
の
で
、
「

O
K
」
を
ク
リ
ッ

ク
し
、
終
了
！

ク
リ
ッ
ク
！

計
測
中
の
ダ
イ
ア
ロ
グ
。

し
ば
ら
く
、
時
間
を
要
す
！

ク
リ
ッ
ク
！

計
測
が
完
了
し
た
ら
、

OK
を
ク
リ
ッ
ク
し
、
終
了
！

・
次
に
、
測
定
結
果
を
出
力
（
保
存
）
す
る
場
所
を
選
択
！

・
保
存
先
と
し
て
、
随
時
新
し
い
フ
ォ
ル
ダ
を
作
成
す
る
。

レ
ポ
ー
ト
出
力
先
設
定
の
「
選
択
」

を
ク
リ
ッ
ク
！

測
定
結
果
を
出
力
（
保
存
）
す
る
フ
ォ
ル
ダ
を

選
択
す
る
。

※
出
力
先
の
フ
ォ
ル
ダ
は
、
測
定
ご
と
に
新
た

な
フ
ォ
ル
ダ
を
作
成
し
、
選
択
す
る
。

ク
リ
ッ
ク
！

ク
リ
ッ
ク
！

フ
ァ
イ
ル
選
択
！

選
択
！

出
力
先
の
フ
ォ
ル
ダ
は
、
測
定
ご

と
に
必
ず
新
規
作
成
す
る
。

・
画
像
選
択
の
「
選
択
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
、
測
定
す
る
画
像
を
選
択
す
る
。

・
選
択
で
き
る
画
像
は
、
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式
の
み
。

画
像
選
択
の
「
選
択
」
を
ク
リ
ッ
ク
！

測
定
す
る
画
像
フ
ァ
イ
ル
を
選
択
し
、

「
開
く
」
を
ク
リ
ッ
ク

※
選
択
可
能
な
画
像
は
、
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式
の
み

ク
リ
ッ
ク
！

ク
リ
ッ
ク
！

フ
ァ
イ
ル
選
択
！

・
起
動
が
完
了
す
る
ま
で
、
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
る
。

・
「
ア
サ
リ
殻
長
測
定

V.
1.
1.
1」

ウ
ィ
ン
ド
ウ
が
表
示
さ
れ
た
ら
、
起
動

完
了
！

起
動
後
、
以
下
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
だ
け
の
状

態
が
し
ば
ら
く
続
き
ま
す
。

そ
の
後
、
「
ア
サ
リ
殻
長
測
定

V
.1

.1
.1
」

が
表
示
さ
れ
た
ら
、
起
動
完
了
で
す
！

こ
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
が
開
い
た
ら
、

作
業
開
始
！

し
ば
ら
く
、
こ
の
画
面
が
続
き
ま
す
。
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１

2

台
紙

が
切

り
出

さ
れ

て
い
な
い
！

⇒
台

紙
の

検
出

が
適

正
に
行

わ
れ

て
い
な
い

ア
サ

リ
全

体
を
識

別
で

き
て
い
な
い
！

陰
も
含

め
て
ア
サ

リ
を
識

別
し
て
い
る
！

識
別

さ
れ

て
い
な
い
ア
サ

リ
が

あ
る
！

ひ
と

く
ち

メ
モ

不
適
切
な
測
定
（
検
出
）
例

黒
い
ア
サ

リ
や

5m
m
未

満

の
稚

貝
が

識
別

さ
れ

に
く

い
？

？
？

複
数

の
個

体
を
1個

体
と

し
て
識

別
し
て
い
る
！

識
別

さ
れ

な
い

個
体

が
一

部
あ
る

と
考

え
撮

影
！

【
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
フ
ァ
イ
ル
で
表
示
さ
れ
る
結
果
に
つ
い
て
】

識
別

さ
れ

た
各

個
体

の
殻

長
測

定
結

果
表

検
出

さ
れ

な
か

っ
た
ア
サ

リ
は

、
緑

の
枠

で
囲

わ
れ

て
い
な
い
！

測
定

物
と
し
て
検

出
さ
れ

た
物

体
（
ア

サ
リ
）
は

緑
の

枠
で
囲

わ
れ

る
！

・
左

肩
の

数
字

は
、

個
体

識
別

番
号

１

・
青

色
の

線
は

、
ア

サ
リ
の

外
接

円
⇒

こ
れ

を
も
と
に
殻

長
を
測

定

【
測
定
結
果
は
、
ま
ず
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
フ
ァ
イ
ル
で
確
認
し
よ
う
！
】

・
ま
ず
は
、
HT
ML
フ
ァ
イ
ル
の
「
ou
tp
ut
_0
（
.h
tm
l）

」
を
開
き
、
➀
台
紙

の
検
出
は
適
正
か
？
、
➁
検
出
さ
れ
て
い
な
い
個
体
が
な
い
か
？
な
ど
確

認
す
る
。

H
T

M
L
フ

ァ
イ

ル
「

o
u

tp
u

t_
0

（
.h

tm
l）

」
を

開
く

と
、

ご
利

用
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
エ

ク
ス

プ
ロ

ー
ラ

ー
や

M
ic

ro
s
o
ft

 E
d
g
e
、

G
o
o
g
le

 C
ro

m
e
な

ど
の

W
e
b

ブ
ラ

ウ
ザ

が
開

き
、

測
定

結
果

を
一

括
し

て
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

る
！

台
紙

の
検

出
が

適
正

に
行

わ
れ

て
い
る
か

？

チ
ェ

ッ
ク

ポ
イ

ン
ト

ア
サ

リ
各

個
体

の
検

出
が

適
正

に
行

わ
れ

て
い
る
か

？

検
出

さ
れ

て
い
な
い
ア
サ

リ
が

な
い
か

？

【
出

力
（

保
存

）
さ

れ
る

フ
ァ

イ
ル

の
内

容
】

あ
さ
り
メ
ジ
ャ
ー
の
使
い
方
④
「

測
定

結
果
の

確
認
方

法
」

➀
画
像
フ
ァ
イ
ル
（
○
○

.jp
g
）

➁
C

S
V
フ
ァ
イ
ル

（
o
u

tp
u

t_
0

.c
s
v
）

➂
H

T
M

L
フ
ァ
イ
ル

（
o
u

tp
u

t_
0

.h
tm

l）

④
全
体
画
像
フ
ァ
イ
ル

（
o
u

tp
u

t_
0

.jp
g
）

検
出
し
た
ア
サ
リ
の
各
個
体
の

切
り
出
し
画
像
フ
ァ
イ
ル

殻
長

等
の
エ
ク
セ

ル
デ
ー
タ

フ
ァ
イ
ル

測
定
結
果
を

We
bブ

ラ
ウ

ザ
で

一
括

閲
覧
で
き
る

フ
ァ
イ
ル

ア
サ
リ
検
出
状
況
,個

体
識
別
番

号
を
表
示
す
る
画
像
フ
ァ
イ
ル
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あ
さ

り
メ

ジ
ャ

ー
相

談
窓

口

株
式

会
社

水
土

舎
広

島
営

業
所

吉
永

聡
、

小
川

佳
久

〒
7

3
0

-
0

0
5

2
広

島
市

中
区

千
田

町
2

-
7

-
1

7

T
e
l：

0
8

2
-
5

4
1

-
0

6
2

1
  

F
a
x
：

0
8

2
-
5

4
1

-
1

3
4

5
  

e
-
m

a
il：

yo
s
h

in
a
g
a
@

s
u

id
o
s
h

a
.c

o
.jp

最
後
に
・
・
・

・
あ
さ
り
メ
ジ
ャ
ー
は
、
ま
だ
学
習
不
足
で
識
別
さ
れ
な
い
個
体
が
若
干
認

め
ら
れ
る
な
ど
課
題
が
あ
り
ま
す
。

・
た
だ
、
簡
便
に
殻
長
が
計
測
で
き
ま
す
。
ま
た
、
個
体
数
の
計
数
に
も
役

立
ち
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
労
力
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

・
特
に
、
ア
サ
リ
資
源
再
生
の
た
め
に
「
稚
貝
の
沈
着
促
進
活
動
」
や
「
食

害
対
策
」
を
図
ら
れ
て
い
る
組
織
に
と
っ
て
は
、
殻
長
デ
ー
タ
か
ら
ア
サ

リ
の
成
長
状
況
や
産
卵
時
期
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
是
非
、

ご
活
用
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

・
ま
た
、
12
月
・
1月

頃
に
、
あ
さ
り
メ
ジ
ャ
ー
の
利
用
実
態
や
課
題
等
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
当
該
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

今
後
の
改
善
を
図
る
上
で
、
是
非
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ひ
と

く
ち

メ
モ

お
ま
け
_ヒ

ス
ト
グ
ラ
ム
作
成
に
つ
い
て

お
ま

け
_
ヒ

ス
ト

グ
ラ

ム
で

整
理

さ
れ

る
内

容
は

、
以

下
の

と
お

り 結
果

一
覧

表
・
個
体
数

・
平
均
殻
長

・
最
大
殻
長

・
最
小
殻
長

・
推
定
総
湿
重
量

殻
長

組
成

図
（
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
）

お
ま

け
_
ヒ

ス
ト

グ
ラ

ム
は

、
マ

ク
ロ

付
き

の
エ

ク
セ

ル
フ

ァ
イ

ル
で

す
。

エ
ク

セ
ル

の
設

定
に

よ
っ

て
、

以
下

の
操

作
を

行
っ

て
下

さ
い

コ
ン

テ
ン

ツ
の

有
効

化
を

ク
リ

ッ
ク

！

「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
警
告

が
」
表
示
さ
れ
る
と
、
マ

ク
ロ
が
無
効
に
な
り
ま

す
。
マ
ク
ロ
を
有
効
に

し
ま
し
ょ
う
！

お
ま
け
「

結
果

を
整

理
し
よ

う
」

・
測
定
結
果
を
使
っ
て
、
平
均
殻
長
や
殻
長
組
成
（
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
）
を
求

め
、
ア
サ
リ
の
成
長
状
況
や
資
源
の
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
結
果
整
理
を
支
援
す
る
エ
ク
セ
ル
フ
ァ
イ
ル
「

お
ま

け
_
ヒ

ス
ト

グ
ラ

ム
作

成
（

.
x
l
s
m
）

」
を
配
付
し
た
Ｃ
Ｄ
の
中
に
収
録
し
ま
し
た
の
で
、
是

非
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

測
定
結
果
の

C
S

V
フ
ァ
イ
ル
「

o
u

tp
u

t_
0
（

.c
s
v
）
」
の
殻
長
デ
ー
タ
を
、
「
お
ま
け

_
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
作
成
（

.x
ls

m
）
」
の
所
定
の
場
所
に
貼
り
付
け
る
だ
け
！

ク
リ
ッ
ク
！

コ
ピ
ー
＆
ペ
ー
ス
ト
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3-②．漁場監視の開始

目的
・地先のアワビ・サザエ密漁船からの資源保護
・七里ヶ曽根の資源保護

沖合い漁場（七里ヶ曽根）
昭和52年～ 地元漁船から監視船を傭船
平成3年～ 勝漁丸(19ｔ）を建造し、密漁の監視、

海難救助にあたる

地先漁場
昭和58年～ 地元漁船から監視船を傭船
平成8年～ アワビ組合に昼夜間監視を委託

・海難事故防止のための日和見
・沖止め判断
・他地区との漁業調整
・行事や祭事の指揮など

沖船頭の主な業務

全船沖止めの旗 沖船頭（沖世話人）による協議風景

沖船頭（沖世話人）の皆さん

明治39年 30数名が死亡した海難事故発生

「沖船頭」を設立

2度とこの悲劇を繰り返さないために・・・

３-①．勝本地区「沖船頭」の歴史

集落② ・・・

・・・

委員長

副委員長

集落③

漁業者漁業者

集落⑰集落①

漁業者

＜組織図＞

※19集落の代表者で構成

松尾豊（33代目）

川村庄司、福井幸喜

沖船頭

勝本町漁協

勝本町漁業史

２．勝本町漁協の概要

正組合員数：２７１名
主な漁法：一本釣り、イカ釣り、採介藻など
水揚量：1,016トン（Ｈ３０年度）
水揚金額：1,010百万円（Ｈ３０年度）

１．長崎県壱岐市勝本地区の概要

勝本町の人口
５，３８７人（Ｒ1.8月末現在）

壱岐市の人口
26,538人（Ｒ1.8月末現在）

勝本地区活動組織
代表 川村 庄司

勝本地区における漁業監視の歴史

４　海の安全確保部会

①事例紹介　勝本地区活動組織
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監視位置図

上側下側

5．活動の実施状況

①水域の監視

○赤潮や磯焼けなど環境変化の早期把握
○漂流・漂着ゴミの発見
○不審船の監視

●海洋生物の保全
●環境衛生の向上
●海上の安心・安全

◎目的

◎監視要領

・2隻（4名）/日体制で実施
・決められたルートを６時間かけて監視（位置図）
・活動状況報告書を漁協に提出

監視活動 磯焼け・漂着物等の異変

藻場対策

清掃活動
情報提供

協定範囲図

平成29年「勝本地区活動組織」設立

４．勝本地区活動組織について

活動項目

・種苗放流
・水域の監視
・海の監視ネットワーク強化（Ｈ30～）
・海難救助訓練

設 立

組 織

代表：川村 庄司 副代表：松尾 豊
漁業者270名、漁協38名 計308名

沖船頭との連携

発見

連絡
漁協

(勝漁丸)

密漁船

大型貨物船

海難事故

連
絡

現場へ急行

沖船頭
(委員長)

3-③．海難事故等発生時の連絡体制

漁業者

海上
保安部

連絡勝漁丸
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発見

連絡
漁協

(勝漁丸)

大型貨物船連
絡

沖船頭
(委員長)

漁業者

海上
保安部

連絡

連
絡

報告書の提出

例）外国の大型貨物船停泊による漁業の支障

発見

連絡
漁協

(勝漁丸)

密漁船

大型貨物船

海難事故

連
絡

現場へ急行

沖船頭
(委員長)

海難事故等発生時の連絡体制図

漁業者

海上
保安部

連絡

報告書の提出
◎監視要領

・各漁船が操業中に監視
・監視後は報告書を提出
・海難事故など緊急を有する場合沖船頭、漁協等に連絡

②海の監視ネットワーク強化

○国境における監視の目の増加
○操業中の情報提供

●海の安心・安全
●操業・監視情報の蓄積
●各種機関との連携強化

◎目的

水域の監視結果
●監視参加者数及び報告内容

参加者
（延べ人数）

報告件数
（延べ件数）

報告内容

Ｈ２９ 120名（60隻） 254件 漂着物、崖崩れ、磯焼けなど

Ｈ３０ 20名（10隻） 40件 漂着物、磯焼けなど

Ｈ３１
20名（10隻）
（予定）

12月～
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◎訓練実施要領

対 象：「沖船頭」19名、漁協職員、監視船職員
講 師：消防署員
実施内容：消防署員による救命講習

海水汲み上げポンプ整備・点検
浸水船への救助訓練

○漁業者による訓練の実施
○消防署員からの技術的指導

●海の安心・安全
●漁業者の意識向上
●救難技術のレベル向上

◎目的

③海難救助訓練

※海難事故が発生した際、真っ先に対応
する「沖船頭」の技術向上を図る

監視状況集計（Ｈ３０.8～Ｈ３１.２）

～100h

100～1,000h

1,000h～

不審船、漂着物等

県外監視
5,591h

海域内監視
50,765h

海の監視ネットワーク強化 監視結果

●監視参加者数及び報告内容

参加者
（延べ人数）

報告件数
（延べ件数）

報告内容

Ｈ30 7,332名 5件 赤潮、漂流ゴミ、など

Ｈ３1
8,145名
（予定）

2件
（8月末時点）

停泊船など

201901 201902 201905

201906 201907 201908

監視位置図（2019.1～2，5～8）

201808 201809 201810

201811 201812

監視位置図（2018.8～12）
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ご清聴ありがとうございました。

7.今後の課題・方針

●書類による報告の徹底

●さらなるデータの蓄積と活用

●沖船頭、漁業者、漁協の連携強化

6.取組みの成果

③監視位置のデータ管理を実現
⇒海上保安部等への正確な情報提供が可能に

※副次的な効果

①監視範囲が拡大 ⇒ 監視回数が増加 ⇒ 国境監視の強化

②113年続く沖船頭・漁業者・漁協の連携がより密に

報告書への仕切り書提出義務化
により水揚の増加が見られた

監視の強化
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MEMO
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海域区分と沿岸国以外（外国）に認められる権利
出典：外務省資料（国連海洋法条約と日本、 ）

日本の領海等の面積一覧

海上保安庁・海洋情報部資料から作成

項目 面積 備考

　国土面積 　３８万㎢ 　世界第61位

　領海（含：内水） 　４３万㎢
沿岸国の主権、
及び無害通航権

　接続水域 　３２万㎢ 領海外縁12海里

　延長大陸棚 　１８万㎢
地形的・地質的
に陸と繋がる

領海（含：内水）＋排他的
経済水域（含：接続水域）

　４４７万㎢ 　世界第６位

出典：海上保安庁 海洋情報部資料

出典：海上保安庁
海洋情報部資料

日本の領海等
概念図

水産多面的機能発揮対策講習会テキストから作成（平成 年度、運営編）

活動項目 成果指標 活動内容

（国境の監視）
監視・連絡のための体制の構築
（水域の監視）
国民の財産である海洋生物の保全

海の監視ネット
ワーク強化

監視ネットワーク強化のための海上
監視・情報収集

海難救助訓練 海難救助に参加
した件数の増加

非常時の通信手段の確保支援、救援
体制の構築

海の安全確保部会の活動項目・成果指標・活動内容

通報件数の増加
（不審船または
環境異変）

国境・水域の
監視

令和元年度
水産多面的機能発揮策講習会

福岡会場

益原技術士事務所 益原寛文

海の安全確保部会

②海の安全確保
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監視項目：漂着ゴミ（島根県 隠岐諸島）監視項目：漂着ゴミ（島根県 隠岐諸島）

環境異変の例：
小笠原諸島、

西之島地形の
変遷

出典：海上保安庁、

海洋情報部資料

出典：
首相官邸
災害・危機
管理情報

水産庁による外国漁船の拿捕・
立入検査等の件数の推移

出典：平成 年度水産白書

国境・水域の監視、海の監視ネットワーク強化

監視（記録）項目

不審船
　赤潮、青潮（貧酸素水塊）の発生

　漂流・漂着ゴミ、油濁等の水質汚染

　出水に伴う土砂の流入・堆積、濁り

　水温変化、沿岸地形の変化、海底火山の噴火

　特定の生物の大量発生・斃死

　流れ藻（海藻の流失）

　海洋動物の移動・繁殖・産卵、ストランディング

環境異変の例

環境異変
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海中転落による死亡・行方不明を防止する目的で、
小型船舶（総トン数 トン未満の小型漁船）の甲板
上では、原則、すべての乗船者にライフジャケット
（安全基準に適合したもの）を着用させることが、
船長に義務づけられた。

ライフジャケットの着用義務拡大

適用除外：船室内にいる場合、
命綱・安全ベルトをしている場合等

努力義務：防波堤内の係留船上にいる等

船舶職員及び小型船舶操縦者法施工規則の一部を改正
する国土交通省令（交付： 年 月 日）
施行： 年 月 日（違反点の付与開始： 年 月 日）出典：平成 年海難の現況と対策海上保安庁

海中転落者のライフジャケット着用率
（過去 年間）

出典：平成 年海難の現況と対策海上保安庁

ライフジャケット着用者・非着用者の死亡率
（過去 年間）

【非着用者の死亡率】【着用者の死亡率】

海中転落者の推移 海中転落による死者・行方不明者の推移

出典：平成 年海難の現況と対策海上保安庁

平成 年海難の現況と対策（海上保安庁）から作成

海難事故（船舶海難）における救助実績

 救助した船舶隻数

 海上保安庁による救助（％）

 海上保安庁以外の救助（％） 

 救助した乗船者数

 海上保安庁による救助（％）

 海上保安庁以外の救助（％）

平成29年 平成30年

注）海浜事故では海上保安庁以外の救助が 割を占める。

出典：平成 年海難の現況と対策海上保安庁

船舶事故の船舶種類別の隻数
（過去 年間の累計）
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油濁

青潮

水産多面的機能発揮対策 活動事例 国境・水域の監視

環境異変の監視（伊木力漁場保全の会）

１ ドロップ（姿勢を低く） ２ カバー（頭・体を守って）

３ ホールド・オン（揺れが収まるまでじっとする）

シェイクアウト訓練

参加者は、それぞれの場所で、頭を腕などで守って
身をかがめるなどの「安全行動の１ ２ ３」を１分間
実施する。

注）屋外の場合：まず倒壊の危険のある建物等から離れる

水産多面的機能発揮対策 活動事例 海難救助訓練
地震情報のデータ通信・愛南地区沿岸海難（津波）救助協議会

　訓練：地震情報

　発生時刻：午前9時31分　

　震源地：高知県沖100Km　

　マグニチュード：８．２

　愛南町の震度：６強

避難行動の基本ルールのフロー

出典：災害に強い
漁業地域づくり
ガイドライン（水産庁）

東南海・南海地震
津波（ ㎝）が到達する
までの時間（分）

出典：東南海・南海地震対策の概要（内閣府）

年から 年間に
震度 弱以上の揺れ
に見舞われる確率
（平均ケース・全地震）

出典：全国地震動予測地図
年版、地震調査

研究推進本部
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１）愛南地区沿岸海難 (津波)救助協議会（愛媛県 愛南町） 
 

【H28 年度からの活動における課題】 

災害時その状況に応じた基礎的な防災マニュアルの作成はもとより、実際の事故の際、冷

静かつ迅速な対処のできる組織づくりを目指し、同様の訓練でも毎年、反復して行うこと

で、そういった技術や知識は自然と身に着いてくると考える。 今後も訓練による経験を

重ね有事の際、個々において素早く正しい行動を起こすことのできる体制づくりを課題と

している。災害はいつどこで起きてもおかしくないことを一人一人が認識し、常日頃から

そのような場面に遭遇した際、緊張感を持つことの大切さを伝えていくことができればと

考える。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：油防除における専門知識の習得 

平成 29 年度：漁業者、漁協女性部、地域住民の連携の取れた防災訓練 

平成 30 年度：油流出時における対応とオイルフェンス展張における技術習得 

令和元年度：シェイクアウト愛媛へ参加登録を行い県下一斉、防災訓練と連動した訓練

 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

平成28年度 

海難油防除

訓練 

⑴ 事故発生情報文字デー

タ通信訓練 

⑵ 海域情報文字データ通

信訓練 

⑶ 油防除講習会 

漁業者 39 名 

漁協、無線局職員 10

名 

講師(公財)海と渚環

境美化・油濁対策機

構 2名 

天候が悪く通信状態

が悪かった為、船舶

において文字データ

の受信がうまくいか

なかった地域があっ

た。 

平成29年度

海難防災訓

練 

写真①～⑫ 

シェイクア

ウト愛媛 

⑴ 災害情報文字データ通

信訓練 

⑵ 沖出し訓練(漁業者) 

⑶ 避難訓練(地域住民) 

⑷ 曳航訓練(漁業者) 

⑸ 救援物資、搬入訓練(漁

業者、地域住民) 

⑹ 炊き出し訓練(漁協女性

部) 

漁業者 40 名 

漁協、漁協女性部、地

域住民 64 名 

使用船舶 13 隻 

地域住民への周知を

確実に行いより少し

でも多くの人に参加

してもらいたい。 

平成30年度

海難油防除

訓練 

⑴ 事故発生情報文字デー

タ通信訓練 

⑵ オイルフェンス展張訓

練 

⑶ 海上保安部安全講話 

漁業者 95 名 

漁協 17 名 

講師(公財)海と渚環

境美化・油濁対策機

構 4名 

使用船舶 2隻 

オイルフェンスの展

張をスムーズに行え

たが、実際、海上にお

ける油流出事故の現

場は様々な障害があ

る事を伝える必要性

を感じた。 

 

③参加活動組織活動実績資料 
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【活動状況の写真】 

 
説明：①防災訓練打ち合わせ 説明：②文字データ通信 説明：③文字データ通信 

 
説明：④沖出し訓練 説明：⑤住民避難訓練 説明： ⑥住民避難訓練 

 
説明：⑦救援物資搬入訓練 説明：⑧救援物資搬入訓練 説明： ⑨救援物資搬入訓練

 
説明：⑩救援物資搬入訓練 説明：⑪救援物資搬入訓練 説明： ⑫炊き出し訓練 
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２）室戸沿岸海難（津波）救助組織（高知県 室戸市） 
 

【H28 年度からの活動における課題】 

多様な海難に対応するための、訓練内容の選定。 

２地区の海岸局と所属船が加入した事による円滑な通信方法の確立と運用。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：海難救助に関する知識及び技術の向上 

平成 29 年度：海難救助に関する知識及び技術の向上 

平成 30 年度：海難救助に関する知識及び技術の向上・海の監視ネットワーク強化 

令和元年度：海難救助に関する知識及び技術の向上・海の監視活動参加船の増加 

 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

海難救 

助訓練 

新規加入構成員へのデジタル無線機

の整備 

デジタル無線機 12

台の整備 

2 箇所の海岸局所

属船の通信周波

数の統一方法等 

海難救 

助訓練 

デジタル無線機を使用した緊急位置

情報の受信及び音声通信確認 

構成員のデジタル

無線機使用方法の

習熟 

 

海難救 

助訓練 
室戸市消防本部による救命講習 

心肺蘇生方や応急

処置方法の習得 
 

海難救 

助訓練 

高知海上保安部の指導の下、無人漂

流船発見に伴う乗組員の捜索 

捜索隊形の形成方

法の習得と緊急時

の通信体制の確認 

 

海難救 

助訓練 

デジタル無線機の使用方法慣熟訓練

消火ポンプ、排水ポンプを使用した

取扱講習及び実技指導 

海上火災及び浸水

事故発生時の対応

力強化 

 

海難救 

助訓練 

高知海上保安部の協力の下、地震に

よる津波発生を想定した一斉避難訓

練及び、漂流船救助訓練 

津波・海難発生時

の対応力強化 
 

海難救 

助訓練 

新規加入構成員へのデジタル無線機

整備及び、漏油事故対応力の獲得 

デジタル無線機 6

台、オイルフェン

ス(20ｍ×2本)の

整備 

 

海難救 

助訓練 

デジタル無線機を使用したデジタル

文字情報の受信及び音声通信確認 

構成員のデジタル

無線機使用方法の

習熟 

 

講習会 

水産多面的機能発揮対策事業 

組織活動（海の安全確保・海の監視

ネットワーク強化）について 

組織活動の理解と

増進、新規活動(海

の監視ネットワー

ク強化)の活動内容

の理解 

 

海難救 

助訓練 

津波発生時の一斉避難訓練 

高知県取締船と合同にて、地震発生

後における救援物資の海上受領訓練

南海トラフ地震発

生時の対応力強化 
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【活動状況の写真】 

 
説明： 海岸局からの通信 説明：船舶での受信確認 説明：文字情報の受信 

 

説明： 講習会 説明：講習会 説明： 集合写真 

 

説明：訓練開会式 説明：高知県取締船 小鷹 説明： 津波一斉避難訓練 

 

説明：避難指示（文字情報） 説明：救助物資受領訓練 説明：救助物資受領訓練 

 

説明：救助物資受領訓練 説明：救助物資受領訓練 説明：救助物資受領訓練 
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３）津水湾環境保全（長崎県 諫早市） 
 

【H28 年度からの活動における課題】 

 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：耕うん、客土、稚貝沈着促進、アマ藻の移植及び播種、浮遊堆積物の除去
を主活動として、水質、底質改善と藻場の拡大    

平成 29 年度：鳥小屋下、桁引き耕運範囲 2000 ㎡から 6000 ㎡に拡大 
ハマグリ、サルボ貝の増殖、竹笹の設置とエイ対策ネット張り 
ホンダワラ.スジモの除去作業、浮遊堆積物の除去   

平成 30 年度：アマ藻の移植及び播種    
客土、耕うん     
ホンダワラ・スジモの除去作業、浮遊堆積物の除去  

令和元年度：アマモ種苗を筏に吊るし自然放流、直播漂流場所の変更 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場の保全 

6 月に横畑周辺より採種、一時筏
吊るし管理選別洗浄約 3kg 採種。
11 月鳥小屋下、東園駅下・線路下
に直播きした。 

アマ藻被度につい
ては、昨年度より減
少 

継続して実施し、アマ
藻場の維持・拡大を図
りたい。 

藻場の保全 

喜々津港周辺,鳥小屋下,東園,等
で実施 アナアオサ,ほんだわ
ら,スジモ等流れ藻、年間約 10t～
12t 除去実施,天日乾燥後、みかん
農家へ肥料処分している。 

天日乾燥後みかん
農家肥料処分（4.4
トン） 

海岸沿いへの堆積物腐
敗防止、底質改善のた
め不可欠な作業であ
る。状況に応じて今後
も実施していく。 

干潟等の 

保全 

 

稚貝の沈着促進のため竹笹の設
置、エイ対策ネット張り 

年々減少傾向にあ
るが、昨年度は稚貝
を多く確認できた 

アサリはエイ被害で
少なくなったが本来
生息している場所で
あり、浮遊卵の漂着が
明確である。エイ対策
によりアサリを復活
させたい。 

干潟等の 

保全 

地先全体の海岸沿い、浮遊堆積
物、生活ゴミの除去年間約 10 ト
ン市へ焼却処分 

約 10 トン市へ焼却
処分 

梅崎、馬込、竹山下南側
に面しているため、例年
流木、漂着物が多い状況
に応じて対応していく。

干潟等の 

保全 

鳥小屋下、東園は大型船 4 隻、桁
引き耕うん海岸より 30ｍ～50ｍの
範囲6000㎡を実施、海岸沿い10ｍ
×50ｍを手作業耕うんを実施 

桁引き耕うんを強
化した。海岸沿い
は、手掘り耕うん作
業を実施 

今後も継続して実施
し、底質改善に努めた
い。 

干潟等の 

保全 

1隻 2名で作業を実施。喜々津漁港
岸壁より砂を積み込み、指示船2隻
の入水指示者のもと、砂を投入。東
園28.2 ㎥、野副 33㎥、JR線路下
～小崎鼻43.8㎥計105㎥を実施 

ハマグリ、サルボ貝
は、減少傾向にある

今後も継続して実施
し、二枚貝の生息地の
保全に努めたい。 

水域の監視 

1回の監視に 1隻 2名 4時間で実
施。年間 35 回 

赤潮・青潮はほとんど
なかった。流木の回収
等安全確保が早急に
できてよかった。 

監視活動時間を長く
した。今後も環境異変
等に注意し安全確保
に努めたい。 

海難救助 

訓練 

保全会構成員を対象に実施。講師
に海上保安部を招き海難事故時
の救命訓練及び転落者救助訓練
を行った。 

緊急時の対処方法
等の理解が得られ
た。 

今後も海の安全を確
保していきたい。 
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【活動状況の写真】 

 
アマモの播種 流れ藻、漂着藻を
選別採種 

アマモの播種 東園線路下、旧鳥
小屋下に 3kg 直播 

喜々津港周辺ホンダワラ除去作
業 

 
年間 10 トン天日干し乾燥、農家
肥料処分 

稚貝沈着促進 竹笹の設置 200
ｍ×20ｍに 60 本 

ハマグリ、サルボ貝生息密度稚貝
を確認 

 
エイ対策ネット清掃・張替え設置
作業 

馬込、竹山下、梅崎 南側に面して
いるため、例年流木漂着物が多い

生活ごみ、流藻、流木分別 
年間 10 トン市へ焼却処分 

 
耕うん 海岸より 10ｍ×50ｍ手
掘り耕うん作業 

耕うん 桁引き耕うん 4 隻海岸
より沖目30ｍ～50ｍ範囲6000㎡

客土 喜々津港より積み込み東
園、横畑、元釜 100 ㎥ 

 
客土 小船により運搬、手作業投入 水域の監視 梅崎沖、漂流物回収 水域の監視 密漁者あり（口頭注意）

 
海難救助訓練 実演 海難救助訓練 心肺蘇生・救命措置 学習会 アマモ種団子作り 

84



【H25 年度からの活動における課題】 

 

 

【活動の目標】 

平成 25・26・27 年度： 

耕うん客土、稚貝放流、アマ藻の移植、浮遊堆積物の除去を一連のメイン活動として、水

質、底質改善と藻場造成を目標としている。 

 

【第Ⅰ期平成 25～27 年度の活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場の保全 

H26 年２月に採苗、U 字に曲

げた 5 ミリ番線に苗 10 ミリ

を取り付け、1300 本を投入し

た。26年６月種を5合採種 11

月に、じか撒きと粘土固め投

入、（アマ藻移植藻場拡大） 

東園（20ｍ×100ｍ）

は順調に発育定着し

た 馬込、冷水は

20％しか定着してい

ない。 

採種した場所、喜々津

川河川と港内周辺は

異常に多い今年度は

発芽時期に間引き耕

うんを予定している。

藻場の保全 

ホンダワラ、スジモ、アナア

オサの除去作業実施 

年間約 20 トン陸揚

げしているが、みか

ん農家へ肥料処分し

ている。 

海岸沿いへの堆積腐

敗防止のため不可欠

な作業である状況に

応じて今後も実施し

て行く 

干潟等の保全 

アサリ床及び浅場の底質改

善目的で２５年度より耕運

客土を実施している。浅場の

約 6000ｍ2 を実施中 

手作業耕うんと機具

桁引き耕運を実施 

 

種苗放流 

25 年７月稚貝 800 ㎏放流、25

年より 10 月と 3 月に浮遊卵

沈着竹笹設置、27 年 10 月

1500 ㎏放流予定 

26年 9月青潮被害が

あったものの50％は

生息している。浮遊

卵沈着も良好 

27 年 7 月はまぐりの

生息を確認した 4～5

㎝（8g）が 10ｍ×30ｍ

に約4トンあさり同様

成長調査を実施する。

海洋汚染、漂

流漂着物、堆

積物の除去 

25 年度より、年間、流木 生

活ゴミ約 10 トン陸揚げ諫早

市で焼却処分 

 海岸沿いへの堆積腐

敗防止のため不可欠

な作業である状況に

応じて今後も実施し

て行く 
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【活動状況の写真】 

 

アマ藻種選別 6 月 26 年直播きと粘土固め投入

１１月 

直播きの東園周辺 2月 

 

モニタリング  藻場、干潟、

稚貝調査兼用で実施 

鳥小屋あさり床周辺のアナア

オサ除去作業 

アナアオサみかん農家へ 天

日乾燥 肥料処分 7 月 

 

ホンダワラ スジモ年間約

20 トン肥料処分 11 月 

浮遊卵沈着促進竹笹設置 2月 アサリ調査 

 
桁引き耕うんと浅場は手作業

耕うん 

漂流・漂着物・堆積物処理 啓発活動 喜々津小学校 5 年

生（25 名）保全の目的、アマ

藻、二枚貝の重要性講義後、

サルボ貝放流 
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４）郷ノ浦地区活動組織（長崎県 壱岐市） 
 

【H28 年度からの活動における課題】 

 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度： 

平成 29 年度：環境異変の早期発見 

平成 30 年度：環境異変・不審船等の早期発見 

令和元年度：環境異変・不審船等の早期発見 

 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

種苗放流 

（平成３０

年度より） 

カサゴ稚魚放流 

５月頃 稚魚２０，０００尾

６箇所に分けて放流 

１２月にモニタリング 

６箇所合計 

６尾採補 

 

国境水域の

監視 

水域の監視を１日で２隻に分

かれて、郷ノ浦地先を二分し、

上側・下側を決められたコー

スで行う。 

平成２９年度は使用船５

３隻・延べ人数１０６名

で実施、平成３０年度は

使用船３５隻延べ人数７

０名で実施 

 

海の監視ネ

ットワーク 

平成３０年度より実施 

一本釣り・イカ釣り漁船の

６８隻 

実施回数 １，７５６回  

海難救助訓

練 

 Ｈ３０年度は予定してい

た日の天候が悪く、変更

の調整ができなかった

為、未実施 

 

理解・増進

を図る取組 

三島小学校の児童を対象にカ

サゴの放流について説明 

アンケートの結果とし

て、理解できたようであ

った 

児童だけでは

なく、保護者も

参加でくるよ

う検討 
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【活動状況の写真】 

   

説明：カサゴ稚魚放流 説明：カサゴ稚魚放流 説明：カサゴ稚魚放流 

 

 

 

説明： モニタリング 説明：モニタリング 説明： モニタリング 

   

説明：モニタリング 説明：モニタリング 説明：モニタリング  

   

説明：水域監視 説明：水域監視（漂流物） 説明： 水域監視（現状把握）
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５）壱岐東部地区活動組織（長崎県 壱岐市） 
 

【H28 年度からの活動における課題】 

 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度： 

平成 29 年度： 

平成 30 年度：・対象水域における生物量の増加・不審船又は環境異変の通報件数の増加

令和元年度：・対象水域における生物量の増加・不審船又は環境異変の通報件数の増加

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場の保全 ・食害生物の除去（ｳﾆ類） 

・ウニの密度管理 

・モニタリング 

ウニ駆除 kg 数： 

5,502kg 

協定面積内で年ごとに

範囲を決めて活動し、

藻場の保全を行う。 

種苗の放流 ・生態系の維持、環境保全

又は国民が自由に使用する

ことができる藻場・魚介類

の放流 

・モニタリング 

カサゴ 70,000 尾  

海の監視・

ネットワー

ク強化 

・監視ネットワーク強化の

ための海上監視・情報収集 

活動隻数：1,560 隻

情報収集：54 回 

他の活動組織の事例

等を参考にし早めの

取組みを行う。 

 

【活動状況の写真】 

   

説明：ウニ駆除  説明：ウニ駆除 説明：ウニ駆除（潰す） 

  

 

説明： カサゴ放流 説明：カサゴ放流 説明：  
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６）石田地区活動組織（長崎県 壱岐市） 
 

【H28 年度からの活動における課題】 

平成 30 年度より活動を実施、種苗放流のモニタリング活動の時期が遅くなってしまった。

適正な時期(9 月頃)に実施したい。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：活動なし 

平成 29 年度：活動なし 

平成 30 年度：種苗放流・監視活動に取り組む。 

令和元年度：種苗放流・監視活動に加え、藻場の保全に取り組む。 

 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

種苗放流 生態系の維持、環境保全又は

国民が自由に使用する事がで

きる藻類・魚介類の放流 

モニタリング時期が

遅れた為、対象魚の確

認ができなかった。 

9 月頃モニタリングを

実施したい。 

海の監視

ネットワ

ーク強化 

監視ネットワーク強化のため

の海上監視・情報収集 

計画に対して、約80％

の実績に留まった。 

監視活動の周知・適正

な日報管理に努める。

 

【活動状況の写真】 

   

説明： カサゴ種苗放流 説明：種苗放流モニタリング 説明：種苗放流モニタリング
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７）勝本地区活動組織（長崎県 壱岐市） 
 

【H28 年度からの活動における課題】 

 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度： 

平成 29 年度：環境異変の早期発見 

平成 30 年度：環境異変・不審船等の早期発見 

令和元年度：環境異変・不審船等の早期発見 

 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

種苗放流 

（平成30年

度より） 

カサゴ稚魚放流 

５月頃 稚魚 20,000 尾 

２か所に分けて放流 

10月にモニタリング

２か所合計 

５尾採捕 

 

国境水域 

の監視 

水域の監視を１日２か所で

決められたコースで行う 

30 年度から主に磯焼けの状

況を確認 

平成 29 年度は漂

流・漂着ごみの視認

及び磯焼け状況の 

報告件数 254 件 

 

海の監視 

ネットワーク 

平成 30 年度より 

一本釣り・イカ釣り漁船の 

187 隻で実施 

実施回数 7,332 回 

報告件数 5 件 

口頭での報告はある

ものの報告書に記載

しないことがある 

海難救助訓

練 

救急救命講習・海水汲み上

げポンプ点検・使用方法の

確認・浸水船救助訓練 

事故は無く出動件数

は 0件 

 

 

理解・増進

を図る取組 

勝本小学校の６年生児童を

対象に、勝本地区近海の磯

焼け状況についての説明 

アンケート結果 

近海の状況に関心を

持った結果が 

100％となった 

児童だけでなく、保

護者にも同時にでき

ないか検討 
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【活動状況の写真】 

 
説明： カサゴ稚魚放流 説明：カサゴ稚魚放流 説明：水域監視 

 
説明： 水域監視磯焼け状況 説明：救命救急講習 説明：ポンプ使用方法 

 
説明：浸水船救助訓練 説明：浸水船救助訓練 説明：児童への説明 

  
説明：モニタリング  説明：モニタリング採捕 説明： 報告書位置図 
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８）目井津地域活動組織（宮崎県 日南市） 
 

【H28 年度からの活動における課題】 

水産業・漁村（目井津地域）の持つ多面的機能が将来にわたり良好な状態を発揮するため、

行政や漁業者団体等の連携の下、水産多面的機能発揮対策事業の各種取組を実施する。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：対象水域における生物量の増加 

平成 29 年度：対象水域における生物量の増加 

平成 30 年度：対象水域における生物量の増加、不審船または環境異変の通報件数の増加

令和元年度：対象水域における生物量の増加、不審船または環境異変の通報件数の増加

 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

母藻の保全 ・母藻の設置 

・モニタリング 

平成３０年度より実

施。計画していた母藻

の設置およびモニタ

リングを行った。 

設置後モニタリング

を実施したが、繁藻

は確認できなかっ

た。より良い設置方

法を検討する必要が

ある。 

漂流。漂着

物、堆積物

処理 

・漂流、漂着堆積ゴミ回収

・モニタリング 

平成２５年度より実

施。堆積したゴミの回

収とモニタリングを

行った。年よっては計

画回数を達成できて

いない、あるいは予定

時期より遅れて実施

する年もあった。 

年々漂着するゴミの

量が増加している。

また、参加できる漁

業者の数が年々減少

しているため、日当

等の活動予算に残が

生じている状況であ

る。よって、より良い

参集方法などを検討

する必要がある。 

海の監視ネ

ットワーク

強化 

監視ネットワーク強化の

ための海上監視・情報収集

平成３０年度より実

施。天候等の影響によ

り計画回数を達成で

きなかった。 

活動予算に残が生じ

ている状況である。

悪天候も考慮した計

画を策定する必要が

ある。 
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【活動状況の写真】 

   

説明： H30 藻場の保全 

（母藻の設置作業①） 

説明： H30 藻場の保全 

（母藻の設置作業②） 

説明：H30 藻場の保全 

（母藻の設置作業③）  

   

説明：H30 漂着物処理 

（事前モニタリング） 

説明：H30 漂着物処理 

（清掃活動①） 

説明： H30 漂着物処理 

（清掃活動②） 

   

説明：H30 漂着物処理 

（清掃活動終了後） 

説明：H30 海の監視ネット 

ワーク強化（海上監視①） 

説明：H30 海の監視ネット 

ワーク強化（海上監視②） 
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【H25 年度からの活動における課題】 

水産業・漁村（目井津地域）の持つ多面的機能が将来にわたり良好な状態を発揮するため、

行政や漁業者団体等の連携の下、水産多面的機能発揮対策事業の各種取組を実施する。 

 

【活動の目標】 

平成 25 年度：対象水域における生物量の増加 

平成 26 年度：対象水域における生物量の増加 

平成 27 年度：対象水域における生物量の増加 

 

 

【第Ⅰ期平成 25～27 年度の活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

漂流、漂着

物、堆積物

処理 

・漂流、漂着堆積ゴミ回収 

・モニタリング 

平成２５年度より実

施。活動計画より多

く実施することがで

きた。 

回収するゴミの量が

当初の予定より多く、

多額の処理費用や運

搬費がかかっている。

また参加できる漁業

者が年々減少してお

り日当等の活動予算

に残が生じている状

況である。 

 
【活動状況の写真】 

   

説明：H27 漂着物処理 

（事前モニタリング） 

説明：H27 漂着物処理 

（清掃活動①） 

説明：H27 漂着物処理 

（清掃活動②）  

   

説明： H27 漂着物処理 

（清掃活動③） 

説明：H27 漂着物処理 

（事後モニタリング①） 

説明： H27 漂着物処理 

（事後モニタリング②） 
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磯
焼
け

イ
メ
ー
ジ

ウニ
の
密
度
は
8〜

10
個
体
/㎡

外
海
の
出
津
集
落

雪
の
サ
ンタ
マ
リア

出
津
教
会
堂

外
海
の
⼤
野
集
落

⼤
野
教
会
堂

1
原

城
跡

2
平

戸
の

聖
地

と
集

落
（

春
日

集
落

と
安

満
岳

）
3

平
戸

の
聖

地
と

集
落

（
中

江
ノ

島
）

4
天

草
の

﨑
津

集
落

5
外

海
の

出
津

集
落

6
外

海
の

大
野

集
落

7
黒

島
の

集
落

8
野

崎
島

の
集

落
跡

9
頭

ヶ
島

の
集

落
1
0

久
賀

島
の

集
落

1
1

奈
留

島
の

江
上

集
落

1
2

大
浦

天
主

堂

長
崎

と
天

草
地

方
の

１
２

資
産

キ
リ

シ
タ

ン
の

歴
史

ヒ
ー

ヒ
ラ

ロ
（

地
元

の
く

ん
ち

）

外
海

の
出

津
集

落

外
海

の
大

野
集

落

「
長

崎
と

天
草

地
方

の
潜

伏
キ

リ
シ

タ
ン

関
連

遺
産

」

平
成

3
0
年

7
月

世
界

遺
産

登
録

外
海
で
獲
れ
る
お
⿂

⾵
光
明
媚
な
⾓
⼒
灘

池
島
炭
鉱

外
海
地
区

長
崎
市

外
海

地
区

活
動

組
織

林
実

漁
師
と
学
生
が
つ
な
ぐ
海

藻
場

を
回

復
さ

せ
る

た
め

の
取

組

５　藻場部会

①事例紹介　外海地区活動組織
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写
真
変
え
る

・
ワ

カ
メ

の
養

殖
業

者
か

ら
、

ワ
カ

メ
ロ

ー
プ

を
購

入
し

、

ウ
ニ

ハ
ー

ド
ル

内
に

設
置

。

０
4

②
母

藻
設

置
と

種
苗

設
置

・
高

齢
の

漁
業

者
だ

け
で

は
、

思
う

よ
う

に
ウ

ニ
除

去
が

で
き

な
い

。

・
浅

所
は

漁
業

者
で

ウ
ニ

除
去

を
行

い
、

深
所

は
長

崎
大

学
ダ

イ
ビ

ン
グ

サ
ー

ク
ル

に

ウ
ニ

除
去

を
依

頼
。

（
3
年

間
継

続
、

年
1
～

2
回

実
施

）

０
3①

ウ
ニ

ハ
ー

ド
ル

設
置

と
ウ

ニ
除

去

①
ウ

ニ
ハ

ー
ド

ル
を

設
置

し
、

ウ
ニ

ハ
ー

ド
ル

内
の

ウ
ニ

除
去

を
行

っ
て

き
た

。

②
春

季
に

は
、

ウ
ニ

ハ
ー

ド
ル

内
に

ワ
カ

メ
を

主
体

と
し

た
大

型
海

藻
の

母
藻

の
設

置
を

行
っ

て
き

た
。

③
流

れ
藻

ス
ト

ッ
カ

ー
を

設
置

し
、

タ
ネ

の
供

給
を

行
っ

た
。

④
植

食
性

魚
類

の
駆

除
作

業
を

行
っ

た
。

０
2

長
崎

市
外

海
地

区
で

の
活

動
の

概
要

98



内
容

変
更

楽
しむ
ダ
イ

ビン
グ
だ
け
で

な
く、
役
に
⽴

つ
ダ
イ
ビン
グ

が
出
来
て
良

か
った
︕

この
活
動
は
朝
⽇
新
聞
、⻑

崎
新
聞
、⽔

産
経
済
新
聞

向
井
宏
先
⽣

（
北
海
道
⼤
学
名
誉
教
授
）
の

メー
ル
マ
ガ
ジ
ン「
うみ
ひ
る
も
№
20

1」
で
も
紹
介
。

サ
ー
ク
ル
の
ツ
イ
ッタ
ー

で
活
動
を
紹
介


ウ
ニ
の
多
さ
に
とて
も
驚
き
「磯
焼
け
」の
深
刻

さ
を
実
感
で
き
る
貴
重
な
体
験
とな
った
。


11
⽉
は
とて
も
寒
か
った
。

1回
あ
た
り
の
ウ
ニ
除
去
数

※
1回

の
作
業
時
間
は
2.
5h

学
生
の
1回

あ
た
り

除
去
数
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外
海

の
藻

場
を

再
生

さ
せ

る
ま

で
、

こ
れ

か
ら

も
頑

張
り

ま
す

！

ご
清

聴
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。


「磯
焼
け
」が
⽇
本
各
地
で
起
こっ
て
い
る
と知

り驚
い
た
。


世
間
で
も
あ
ま
り知

られ
て
い
な
い
問
題
な
の
か
も
しれ

な
い
が
、⾮

常
に
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。


ア
ワ
ビを
放
流
して
も
エ
サ
とな
る
海
藻
が
な
け
れ
ば
育
た
な
い
こと
を
聞
い
て
藻
場
の
重
要
性
を
感
じた
。


ウニ
や
海
藻
を
⾷
べ
る
動
物
の
数
を
減
少
させ
る
こと
が
藻
場
の
回
復
に
は
重
要
で
あ
る
こと
を
学
び
ま
した
。


⾃
分
の
イメ
ー
ジ
で
、⻑

崎
の
海
は
資
源
豊
か
と思

って
い
た
が
、話

を
聞
い
て
想
像
以
上
に
「磯
焼
け
」が
進

ん
で
い
る
こと
を
知
り、
な
ん
とか
しな
け
れ
ば
な
らな
い
と思

い
ま
した
。

磯
焼
け
の
こ
と

藻
場
を
再
生
さ
せ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か


「磯
焼
け
」と
い
う現

象
を
多
くの
⼈
に
知
って
も
らう
こと
が
⼤
切
で
あ
る
。


森
の
植
林
の
よ
うに
海
藻
を
少
しづ
つ
私
た
ち
の
⼿
で
植
え
て
⾏
け
ば
、少

しづ
つ
再
⽣
して
い
くの
で
は
な
い
か
。


ウニ
駆
除
だ
け
で
な
く⿂
駆
除
を
講
じる
必
要
が
あ
る
。


ア
イゴ
を
釣
って
も
海
に
戻
さず
に
処
分
す
る
よ
うに
促
す
ポ
ス
ター
を
作
って
は
どう
か
。


海
藻
を
⾷
べ
る
⾙
や
⿂
を
駆
除
で
き
る
⽣
物
を
導
⼊
した
らど
うか
。
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1

水
産
多
面
的
発
揮
機
能
対
策
事
業

サ
ポ
ー
ト
専
門
家

株
式
会
社

ベ
ン
ト
ス

南
里

海
児

2
0
1
9
.1
0
.2
9

福
岡
県
中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ
ー

令
和
元
年
度

「
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
講
習
会
」

磯
焼
け
対
策
に
つ
い
て

藻
場
衰
退
原
因
マ
ッ
プ

ウ
ニ
の
食
害

植
食
性
魚
類
の
食
害

ウ
ニ
と
植
食
性
魚
類
の

食
害

上
記
以
外
の
原
因

未
回
答

磯
焼
け
の
報
告
な
し

ウ
ニ
と
魚
類

1
2
.5
%

魚
類

1
7
.5
%

不
明

1
2
.5
%

未
回
答

7
.5
%

そ
の
他

1
0
.0
%

水
温
上
昇

1
0
.0
%

ウ
ニ

2
5
.0
%

磯
焼

け
の
報
告

な
し

5
.0
%

ウ
ニ
の
食
害

植
食
性
魚
類
の
食
害

ウ
ニ
と
植
食
性
魚
類
の

食
害

上
記
以
外
の
原
因

未
回
答

磯
焼
け
の
報
告
な
し

ウ
ニ
と
魚
類

1
2
.5
%

魚
類

1
7
.5
%

不
明

1
2
.5
%

未
回
答

7
.5
%

そ
の
他

1
0
.0
%

水
温
上
昇

1
0
.0
%

ウ
ニ

2
5
.0
%

磯
焼

け
の
報
告

な
し

5
.0
%

水
産
庁
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
２
０
０
６
年
）

長
崎
市
外
海
地
区
で
の
活
動
の
概
要

①
ウ
ニ
ハ
ー
ド
ル
を
設
置
し
、
ウ
ニ
ハ
ー
ド
ル
内
の
ウ
ニ
除
去
を
行
っ
て
き
た
。

②
春
季
に
は
、
ウ
ニ
ハ
ー
ド
ル
内
に
ワ
カ
メ
を
主
体
と
し
た
大
型
海
藻
の
母
藻
の
設
置
を
行
っ
て
き
た
。

③
流
れ
藻
ス
ト
ッ
カ
ー
を
設
置
し
、
タ
ネ
の
供
給
を
行
っ
た
。

④
植
食
性
魚
類
の
駆
除
作
業
を
行
っ
た
。

1
2

3
4

②魚類を中心とした食害対策について

101



2

①
ウ
ニ
ハ
ー
ド
ル
設
置
と
ウ
ニ
除
去

・
高
齢
の
漁
業
者
だ
け
で
は
、
思
う
よ
う
に
ウ
ニ
除
去
が
で
き
な
い
。

・
浅
所
は
漁
業
者
で
ウ
ニ
除
去
を
行
い
、
深
所
は
長
崎
大
学
ダ
イ
ビ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
に

ウ
ニ
除
去
を
依
頼
。
（
3
年
間
継
続
、
年
1
～
2
回
実
施
）

②
母
藻
設
置
と
種
苗
設
置

・
ワ
カ
メ
の
養
殖
業
者
か
ら
、
ワ
カ
メ
ロ
ー
プ
を
購
入
し
、

ウ
ニ
ハ
ー
ド
ル
内
に
設
置
。

②
母
藻
設
置
と
種
苗
設
置

・
ワ
カ
メ
ロ
ー
プ
に
生
育
し
て
い
る
ワ
カ
メ
は
ア
イ
ゴ
や
イ
ス
ズ
ミ
な
ど
の

植
食
性
魚
類
の
摂
食
に
よ
り
、
早
期
に
藻
体
が
消
失
し
、
タ
ネ
が
十
分
に
放
出
さ
れ
な
い
。

・
H
2
7
～
H
2
9
：
毎
年
同
様
に
3
日
～
1
週
間
程
度
で
消
失

母
藻
防
護
ネ
ッ
ト

網
地
の
目
合
い
6c
m

チ
ェ
ー
ン

チ
ェ
ー
ン

30
m

2m

長
さ
8.
4m
を
、
弛
ま
せ
て
幅
6m
程
で
設
置

長
さ
8
.5
m
を
弛
ま
せ
て
、
幅
6
m
程
で
設
置

※
1
2
m
×
4
5
m
の
網
を
使
用
。
縮
結
率
を
考
慮
す
る
と
8
.5
m
×
3
0
m
の
仕
上
が
り
の
網
が
で
き
る
。

目
合
い
：
6
節
=
6
c
m
：
角
目
で
は
3
c
m

5
6

7
8
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3

母
藻
防
護
ネ
ッ
ト

・
ワ
カ
メ
ロ
ー
プ
を
設
置
後
、
こ
れ
を
覆
う
よ
う
に
母
藻
防
護
ネ
ッ
ト
を
設
置
す
る
。

・
母
藻
防
護
ネ
ッ
ト
の
内
側
に
は
、
小
さ
く
切
っ
た
ブ
イ
取
り
付
け
て
お
く
。

・
ワ
カ
メ
ロ
ー
プ
と
母
藻
防
護
ネ
ッ
ト
の
設
置
に
は
、
船
上
（
船
長
含
む
）
4
名
、
海
中
2
名
の

作
業
で
約
1
時
間
ず
つ
を
要
し
た
。

・
母
藻
防
護
ネ
ッ
ト
は
、
ワ
カ
メ
が
季
節
的
消
長
に
よ
り
枯
死
流
失
し
た
後
に
回
収
す
る
。

・
今
回
は
平
成
3
0
年
4
月
1
8
日
に
設
置

網
地
の
目
合
い
6c
m

チ
ェ
ー
ン

チ
ェ
ー
ン

30
m

2m

長
さ
8.
4m
を
、
弛
ま
せ
て
幅
6m
程
で
設
置

母
藻
防
護
ネ
ッ
ト

結
果

・
設
置
後
2
週
間
、
1
か
月
後
に
お
い
て
、
母
藻
防
護
ネ
ッ
ト
に
破
れ
や
め
く
れ
等
は
観
察
さ
れ
ず
、
設
置
状
況
は
良
好
で

あ
っ
た
。
ワ
カ
メ
ロ
ー
プ
の
設
置
状
況
も
良
好
で
あ
り
、
ワ
カ
メ
の
残
存
率
は
、
2
週
間
後
で
設
置
時
の
8
0
％
、
1
か

月
後
で
6
0
%
で
あ
っ
た
。
消
失
し
た
ワ
カ
メ
の
ほ
と
ん
ど
は
防
護
網
と
の
擦
れ
に
よ
る
脱
落
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
た
。

・
2
か
月
後
に
お
い
て
も
、
防
護
ネ
ッ
ト
に
破
れ
や
め
く
れ
な
ど
は
観
察
さ
れ
な
か
っ
た
。
ワ
カ
メ
は
季
節
的
消
長
で

末
枯
れ
し
、
2
0
%
程
が
残
存
し
て
い
た
。
ネ
ッ
ト
内
の
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
は
大
き
く
生
長
し
て
お
り
、
食
害
を
受
け
て

い
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

・
平
成
3
0
年
6
月
2
2
日
に
母
藻
防
護
ネ
ッ
ト
と
ウ
ニ
ハ
ー
ド
ル
は
回
収
し
た
。
(時

化
に
よ
る
破
網
を
避
け
る
た
め
)

2
週
間
後
の
状
況

1
か
月
後
の
状
況

2
か
月
後
の
状
況

母
藻
防
護
ネ
ッ
ト

ブ
イ
の
配
置
の
例
、
設
置
場
所
に
よ
っ
て
要
調
整

母
藻
防
護
ネ
ッ
ト

結
果

・
平
成
3
1
年
1
月
1
6
日
の
観
察
で
は
ワ
カ
メ
の
生
育
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

・
芽
生
え
た
ワ
カ
メ
へ
の
食
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
同
じ
場
所
に
母
藻
防
護
ネ
ッ
ト
を
再
度
設
置
し
た
。

・
ウ
ニ
ハ
ー
ド
ル
も
同
じ
場
所
に
設
置
し
た
。

再
設
置
し
た
ウ
ニ
ハ
ー
ド
ル
の
状
況

再
設
置
し
た
母
藻
防
護
ネ
ッ
ト
の
状
況

9
10

11
12
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4

母
藻
防
護
ネ
ッ
ト

結
果

・
平
成
3
1
年
2
月
1
7
日
の
観
察
で
は
、
8
株
の
ワ
カ
メ
の
生
育
が
確
認
さ
れ
た
。

・
ワ
カ
メ
は
い
ず
れ
も
小
型
で
あ
っ
た
。

・
ウ
ニ
ハ
ー
ド
ル
内
と
母
藻
防
護
ネ
ッ
ト
内
で
ウ
ニ
除
去
を
行
っ
た
。

・
ウ
ニ
除
去
は
長
崎
大
学
ダ
イ
ビ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
と
行
っ
た
。
ド
ラ
イ
ス
ー
ツ
は
学
園
祭
の
売
り
上
げ
と
、
有
志

に
よ
る
寄
付
な
ど
で
2
着
購
入
で
き
た
。

ワ
カ
メ
の
生
育
状
況

母
藻
防
護
ネ
ッ
ト
の
網
な
り

ウ
ニ
除
去
の
状
況

ワ
カ
メ
の
藻
長

N
o
.

藻
長
(c
m
)

1
2
6

2
1
7

3
1
6

4
1
5

5
1
5

6
1
4

7
1
4

8
2
.5

平
均

1
4
.9

母
藻
防
護
ネ
ッ
ト

結
果

ワ
カ
メ
の
生
育
状
況

ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
の
生
育
状
況

・
令
和
元
年
5
月
1
1
日
の
観
察
で
は
、
1
4
株
の
ワ
カ
メ
の
生
育
が
確
認
さ
れ
た
。

・
全
て
の
ワ
カ
メ
に
は
メ
カ
ブ
が
確
認
さ
れ
た
。
（
順
調
に
遊
走
子
は
放
出
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
）

・
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
も
食
害
を
受
け
ず
、
大
き
く
生
長
。
一
方
、
母
藻
防
護
ネ
ッ
ト
外
側
で
は
食
害
に
よ
り
、
小
型

の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

ワ
カ
メ
の
藻
長
と
メ
カ
ブ
の
有
無

N
o
.

藻
長
(c
m
)

メ
カ
ブ
の
有
無

1
84

〇
2

74
〇

3
63

〇
4

62
〇

5
58

〇
6

51
〇

7
49

〇
8

48
〇

9
47

〇
10

45
〇

11
45

〇
12

33
〇

13
22

〇
14

18
〇

平
均
藻
長

49
.9

全
14
株
に
メ
カ
ブ
有

ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
の
生
育
状
況

母
藻
防
護
ネ
ッ
ト
外
側

母
藻
防
護
ネ
ッ
ト
内
側

母
藻
防
護
ネ
ッ
ト

結
果

ウ
ニ
除
去
の
状
況

・
令
和
元
年
6
月
2
2
日
の
観
察
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
ワ
カ
メ
が
季
節
的
消
長
で
末
枯
れ
し
て
い
た
。

・
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
は
ほ
と
ん
ど
食
害
を
受
け
ず
、
大
き
く
生
長
。

・
長
崎
大
学
ダ
イ
ビ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
、
ウ
ニ
除
去
を
行
っ
た
。

・
ウ
ニ
除
去
後
の
同
日
、
ウ
ニ
ハ
ー
ド
ル
と
母
藻
防
護
ネ
ッ
ト
を
回
収
。
（
時
化
に
よ
る
破
網
を
避
け
る
た
め
）

母
藻
防
護
ネ
ッ
ト
内
の
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
の
生
育
状
況

そ
の
他
の
対
策

・
種
苗
の
移
植

1
3
.1
2

1
4
.1
2

13
14

15
16
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5

そ
の
他
の
対
策

・
種
苗
の
移
植

・
母
藻
の
設
置

そ
の
他
の
対
策

・
種
苗
の
移
植

・
母
藻
の
設
置

・
流
れ
藻
ス
ト
ッ
カ
ー
の
利
用

流
れ
藻
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

ウ
ニ
除
去
を
し
た
場
所
に
設
置

そ
の
他
の
対
策

・
種
苗
の
移
植

・
母
藻
の
設
置

・
流
れ
藻
ス
ト
ッ
カ
ー
の
利
用

そ
の
他
の
対
策

・
種
苗
の
移
植

・
母
藻
の
設
置

・
流
れ
藻
ス
ト
ッ
カ
ー
の
利
用

・
地
域
の
小
学
生
と
の
環
境
学
習
会

17
18

19
20
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6

そ
の
他
の
対
策

・
種
苗
の
移
植

・
母
藻
の
設
置

・
流
れ
藻
ス
ト
ッ
カ
ー
の
利
用

・
地
域
の
小
学
生
と
の
環
境
学
習
会

・
植
食
性
魚
類
の
駆
除

ま
と
め
と
こ
れ
か
ら
の
対
策

・
ウ
ニ
除
去
を
行
い
、
ウ
ニ
密
度
が
下
が
る
と
、
小
型
海
藻
は
生
え
る
。

・
植
食
性
魚
類
か
ら
守
る
技
術
が
求
め
ら
れ
る
。
母
藻
防
護
ネ
ッ
ト
は
有
効
で
あ
る
。
た
だ
し
、
静
穏
域
に
限
ら

れ
る
。
ま
た
、
設
置
に
は
潜
水
機
材
が
必
要
。

・
流
れ
藻
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
や
流
れ
藻
ス
ト
ッ
カ
ー
の
利
用
（
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
対
象
.初
夏
に
回
収
､
翌
年
も
使
用
）

・
地
域
で
の
環
境
学
習
会
な
ど
に
よ
る
横
展
開
も
重
要
。

・
植
食
性
魚
類
の
駆
除
対
策
の
技
術
開
発
が
求
め
ら
れ
る
。

成
功
の
ポ
イ
ン
ト

•
こ
れ
ま
で
の
防
護
ネ
ッ
ト
や
食
害
対
策
の
仕
切
り
網
な
ど
の
設
置
で
は
、
１
年
中
防
護
で
き

る
も
の
が
望
ま
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
い
ろ
ん
な
場
所
で
破
網
等
に
よ
っ
て
効
果
が
な
く

な
っ
て
い
る
も
の
が
確
認
さ
れ
た
。

•
磯
焼
け
の
場
所
で
は
、
年
中
防
護
す
る
こ
と
を
考
え
ず
、
そ
の
場
所
に
何
を
生
や
し
た
い
か

を
検
討
し
、
そ
の
海
藻
が
繁
茂
し
て
刈
り
取
る
こ
と
が
で
き
る
ま
で
、
も
し
く
は
成
熟
し
て

タ
ネ
を
放
出
で
き
る
ま
で
の
期
間
だ
け
を
防
護
し
て
あ
げ
れ
ば
よ
い
。
そ
の
後
は
回
収
し
て

翌
年
再
設
置
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
破
網
の
リ
ス
ク
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
手
間
が
省
け
る
。

•
外
海
で
は
、
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
や
ワ
カ
メ
が
繁
茂
す
る
ま
で
の
期
間
（
冬
か
ら
初
夏
ま
で
）
を

防
護
ネ
ッ
ト
が
必
要
な
期
間
と
し
、
夏
の
台
風
や
南
風
の
強
い
う
ね
り
を
伴
う
波
浪
の
リ
ス

ク
を
避
け
る
た
め
、
夏
季
に
は
防
護
ネ
ッ
ト
等
を
回
収
し
、
秋
季
以
降
に
再
設
置
を
し
た
。

代
表
的
な
植
食
性
魚
類

ブ
ダイ

ア
イゴ

ノト
イス

ズ
ミ

21
22

23
24
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7

蝟
集
して

い
る
ノト
イス

ズ
ミを

刺
し網

で
漁
獲
して

み
よ
う!

～
ま
ず
、壱

岐
市
初
瀬
漁
港
で
～

刺
網

に
よ

る
漁

獲
調

査
（

長
崎

県
壱

岐
市

初
瀬

漁
港

）
郷

ノ
浦

港

防 波 堤

水
深

1
1

.8
m

張
石

ノ
ト

イ
ス

ズ
ミ

の
群

れ

水
深

9
.3

m

外
側

内
側

初
瀬

漁
港

初
瀬

和
歌

沼
津

刺
し

網
の

仕
様

（
1

網
当

た
り

､
調

査
で

は
2

網
使

用
）

・
高

さ
9

.5
m

1
枚

網
・

長
さ

1
1

5
m

・
目

合
い

4
寸

目
（

1
2

c
m

）
・

網
の

材
質

テ
グ

ス
網

（
ナ

イ
ロ

ン
）

・
錘

の
仕

様
鉛

ロ
ー

プ
1

2
0

g
/
m

・
浮

子
の

仕
様

5
0

g
/
個

（
プ

ラ
）

､
約

7
5

c
m

間
隔

平
成

2
4

年
2

月
1

4
日

1
5

:0
0

 刺
網

設
置

1
5

日
1

0
:0

0
 刺

網
回

収
（

設
置

時
間

は
1

9
時

間
）

調
査

時
の

天
候

：
雨

の
ち

く
も

り
波

高
：

0
.6

m
水

温
：

1
3

℃

2
月

1
4

日
1

5
:3

0
 刺

網
設

置
後

3
0

分
の

状
況

（
刺

網
に

は
6

4
尾

が
か

か
る

）

25
26

27
28
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8

2
月
1
5
日
1
0
:0
0

刺
し
網
設
置
後
約
1
9
時
間
経
過
の
状
況

観
察
点
a

観
察
点
b

観
察
点
c

観
察
点
e

観
察
点
f

観
察
点
g

刺
網
A

刺
網
Ｂ

2
5
.5

m

1
6.

2
m

1
3.

4
m

観
察
点
d

6
.7

m

1
.8

m

3
.0

m

4
.0

m

１
３
１
尾

２
１
４
尾

観
察
点
a

0
5

1
0

1
5

2
0

2
5

0
-
1
m

1
-
2
m

2
-
3
m

3
-
4
m

4
-
5
m

5
-
6
m

6
-
7
m

7
-
8
m

8
-
9
m

9
-
1
0
m

1
0
-
1
1
m

海底からの高さ

イ
ノ
ト
イ
ス
ズ
ミ
捕
獲
数

ｎ
=
9

海
面

網
の
高
さ

観
察
点
b

0
5

1
0

1
5

2
0

2
5

0
-
1
m

1
-
2
m

2
-
3
m

3
-
4
m

4
-
5
m

5
-
6
m

6
-
7
m

7
-
8
m

8
-
9
m

9
-
1
0
m

1
0
-
1
1
m

海底からの高さ

イ
ノ
ト
イ
ス
ズ
ミ
捕
獲
数

ｎ
=
1
6

海
面

網
の
高
さ

観
察
点
c

0
5

1
0

1
5

2
0

2
5

0
-
1
m

1
-
2
m

2
-
3
m

3
-
4
m

4
-
5
m

5
-
6
m

6
-
7
m

7
-
8
m

8
-
9
m

9
-
1
0
m

1
0
-
1
1
m

海底からの高さ

イ
ノ
ト
イ
ス
ズ
ミ
捕
獲
数

ｎ
=
3
2

海
面

網
の
高
さ

観
察
点
d

0
5

1
0

1
5

2
0

2
5

0
-
1
m

1
-
2
m

2
-
3
m

3
-
4
m

4
-
5
m

5
-
6
m

6
-
7
m

7
-
8
m

8
-
9
m

9
-
1
0
m

1
0
-
1
1
m

海底からの高さ

イ
ノ
ト
イ
ス
ズ
ミ
捕
獲
数

ｎ
=
1
8

海
面

網
の
高
さ

観
察
点
e

0
5

1
0

1
5

2
0

2
5

0
-
1
m

1
-
2
m

2
-
3
m

3
-
4
m

4
-
5
m

5
-
6
m

6
-
7
m

7
-
8
m

8
-
9
m

9
-
1
0
m

1
0
-
1
1
m

海底からの高さ

イ
ノ
ト
イ
ス
ズ
ミ
捕
獲
数

ｎ
=
2
8

海
面

網
の
高
さ

観
察
点
f

0
5

1
0

1
5

2
0

2
5

0
-
1
m

1
-
2
m

2
-
3
m

3
-
4
m

4
-
5
m

5
-
6
m

6
-
7
m

7
-
8
m

8
-
9
m

9
-
1
0
m

1
0
-
1
1
m

海底からの高さ

イ
ノ
ト
イ
ス
ズ
ミ
捕
獲
数

ｎ
=
1
4

海
面

網
の
高
さ

観
察
点
g

0
5

1
0

1
5

2
0

2
5

0
-
1
m

1
-
2
m

2
-
3
m

3
-
4
m

4
-
5
m

5
-
6
m

6
-
7
m

7
-
8
m

8
-
9
m

9
-
1
0
m

1
0
-
1
1
m

海底からの高さ

イ
ノ
ト
イ
ス
ズ
ミ
捕
獲
数

ｎ
=
5
3

海
面

網
の
高
さ

観
察
点
a

観
察
点
b

観
察
点
c

観
察
点
e

観
察
点
f

観
察
点
g

刺
網
A

刺
網
Ｂ

25
.5

m

16
.2

m
1
3.

4
m

観
察
点
d

6.
7

1.
8

3
.0

m

4
.0

m

1
ヶ
所
に
つ
き

5
m
の
幅
で
観
察

刺
網
の
回
収
状
況

外
側
の
漁
獲
結
果

測
定
の
状
況

内
側
の
漁
獲
結
果

29
30

31
32
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9

捕
獲

さ
れ

た
ノ

ト
イ

ス
ズ

ミ
の

全
長

組
成

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

2
8
-
3
0

3
0
-
3
2

3
2
-
3
4

3
4
-
3
6

3
6
-
3
8

3
8
-
4
0

4
0
-
4
2

4
2
-
4
4

4
4
-
4
6

4
6
-
4
8

4
8
-
5
0

5
0
-
5
2

5
2
-
5
4

5
4
-
5
6

5
6
-
5
8

5
8
-
6
0

全
長

(
c
m
)

個体数

n
=
3
4
5

○
他
の
場
所
で
も
同
じよ

うに
刺
し網

で
漁
獲
で
き
る
の
か
?

○
繰
り返

し漁
獲
した

ら、
どう
な
る
の
か
?

＜
和
歌
漁
港
＞

平
成
2
4
年
4
月
1
3
日
作
業

・
目
的

西
水
研
が
バ
イ
オ
テ
レ
メ
ト
リ
ー
試
験
に
用
い
る
ノ
ト
イ
ス
ズ
ミ
を
、
生
か
し
た
状
態
で
漁
獲
す
る

・
海
象
等

天
候
：
曇
り

雨
、
波
高
：
0
.3
m
、
透
視
距
離
：
1
5
m
、
水
温
：
1
5
℃

・
材
料

刺
網
の
規
格
：
1
枚
網
、
長
さ
1
0
0
m
、
高
さ
1
0
m
、
目
合
4
寸
目
（
1
2
c
m
）
を
1
枚
使
用

・
設
置
時
間

1
3
日

0
9
：
5
0
～
1
0
：
0
0

(1
0
分
間
）

生
か
し
た
状
態
で
漁
獲
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
た
め
、
あ
る
程
度
の
個
体
が
掛
か
っ
た
こ
と
を

船
上
か
ら
確
認
後
、
直
ぐ
に
回
収
。

刺
網

和
歌
漁
港
と
刺
網
の
設
置
位
置

刺
網
の
設
置
状
況

初
瀬

和
歌

沼
津

＜
和
歌
漁
港
＞
平
成
2
4
年
4
月
1
3
日
作
業

・
漁
獲
結
果

ノ
ト
イ
ス
ズ
ミ
が
9
3
個
体
漁
獲
さ
れ
、
そ
の
他
の
魚
類
は
掛
か
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
う
ち
西
海

区
水
産
研
究
所
に
3
9
個
体
を
提
供
し
、
残
り
の
5
4
個
体
を
全
長
と
体
重
の
測
定
に
用
い
た
。

5
4
個
体
は
計
測
後
、
通
常
の
漁
獲
物
と
同
様
に
扱
い
福
岡
県
の
水
産
加
工
業
者
に
出
荷
し
た
。

（
以
下
、
漁
獲
試
験
で
漁
獲
さ
れ
た
ノ
ト
イ
ス
ズ
ミ
は
全
て
同
様
に
出
荷
）

図
1　
和
歌
漁
港
で
漁
獲
さ
れ
た
ノ
ト
イ
ス
ズ
ミ
の
全
長
と
体
重
の
関
係
　
刺
網
4寸

目
使
用

和
歌
漁
港
：ノ
ト
イ
ス
ズ
ミ
の
全
長
と
体
重
　
n=
5
4

0
.0

0
.5

1
.0

1
.5

2
.0

2
.5

3
.0

3
.5

4
.0

4
.5

5
.0

2
0

2
5

3
0

3
5

4
0

4
5

5
0

55
6
0

全
長
（c
m
）

体重（ｋｇ）

全
長
組
成
：4
寸
目
で
の
漁
獲
結
果
(2
0
12
年
4月

、
和
歌
漁
港
、
n=
54
（
こ
の
他
3
9個

体
を
西
海
区
水
産
研
究
所
に
提
供
））

012345678910

28
-3
0
3
0-
32

32
-3
4
3
4-
36

36
-3
8
3
8-
40

40
-4
2
4
2-
44

44
-4
6
4
6-
48

48
-5
0
5
0-
52

52
-5
4
5
4-
56

56
-5
8
5
8-
60

60
-6
2

全
長
（c
m
）

個体数

33
34

35
36

109
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＜
初

瀬
漁

港
＞

平
成

2
4

年
4

月
1

3
日

作
業

・
目

的
1

.イ
ス

ズ
ミ

類
の

生
息

状
況

調
査

2
.刺

網
に

よ
る

漁
獲

試
験

・
海

象
等

天
候

：
曇

り
雨

、
波

高
：

0
.3

m
、

透
視

距
離

：
1

0
m

、
水

温
：

1
5

℃

・
材

料
刺

網
の

規
格

：
1

枚
網

、
長

さ
1

0
0

m
、

高
さ

1
0

m
、

目
合

4
寸

目
（

1
2

c
m

）
を

2
枚

使
用

・
設

置
時

間
1

3
日

1
4

：
2

7
～

1
5

：
2

0
(約

1
時

間
）

初
瀬
漁
港

と
刺

網
の

設
置

状
況

初
瀬
漁
港
の
外
防
波
堤

0
.5

m

0
.5

m

観
察
点
a

観
察
点
b

観
察
点
c

観
察
点
e

観
察
点
f

刺
網
A

刺
網
Ｂ

観
察
点
d

1
.0

m
4
.0

m
0
.0

m

4
.0

m

初
瀬

和
歌

沼
津

＜
初

瀬
漁

港
＞

平
成

2
4

年
4

月
1

3
日

作
業

刺
網

に
掛

か
っ

た
ノ

ト
イ

ス
ズ

ミ

箱
立

て
し

、
出

荷
準

備
が

整
っ

た
状

況

・
結

果
1

.約
3

,0
0

0
尾

の
群

れ
を

1
群

、
水

中
で

確
認

し
た

。
2

.ノ
ト

イ
ス

ズ
ミ

が
1

3
4

個
体

漁
獲

さ
れ

た
。

表
1
　
刺
網
で
漁
獲
さ
れ
た
魚
類

最
大

最
小

1
ノ
ト
イ
ス
ズ
ミ

1
3
4

5
9
.0

3
8
.5

2
メ
バ
ル

1
2
2
.5

3
ヒ
ラ
メ

1
3
8
.0

4
ウ
マ
ヅ
ラ
ハ
ギ

1
3
6
.5

網
掛
け
は
植
食
性
魚
類
を
示
す

N
o
.

種
　
名

個
体
数

全
長
（
c
m
）

表
2
　
周
辺
で
観
察
さ
れ
た
魚
類

N
o
.

種
　
名

個
体
数

全
長
（
c
m
）

1
タ
カ
ベ

ｃ
ｃ

2
ノ
ト
イ
ス
ズ
ミ

3
,0

0
0

4
0
～
6
0

3
ス
ズ
メ
ダ
イ

ｃ
ｃ

4
ソ
ラ
ス
ズ
メ
ダ
イ

ｃ
5
ホ
シ
サ
サ
ノ
ハ
ベ
ラ

ｃ
6
メ
バ
ル

ｒ
c
c
:1
0
0
個
体
以
上
、
ｃ
：
9
9
～
1
0
個
体
、
r：
9
～
1
個
体

網
掛
け
は
植
食
性
魚
類
を
示
す

初
瀬
漁
港
：
ノ
ト
イ
ス
ズ
ミ
の
全
長
と
体
重
　
n
=
1
3
4

0
.0

0
.5

1
.0

1
.5

2
.0

2
.5

3
.0

3
.5

4
.0

4
.5

5
.0

2
0

2
5

3
0

3
5

4
0

4
5

5
0

5
5

6
0

6
5

全
長
（
c
m
）

体重（ｋｇ）

全
長
組
成
：
4
寸
目
で
の
漁
獲
結
果
(2
0
1
2
年
4
月
、
初
瀬
漁
港
、
n
=
1
3
4
）

05

1
0

1
5

2
0

2
5

3
0

3
5

2
8
-
3
0

3
0
-
3
2

3
2
-
3
4

3
4
-
3
6

3
6
-
3
8

3
8
-
4
0

4
0
-
4
2

4
2
-
4
4

4
4
-
4
6

4
6
-
4
8

4
8
-
5
0

5
0
-
5
2

5
2
-
5
4

5
4
-
5
6

5
6
-
5
8

5
8
-
6
0

6
0
-
6
2

全
長
（
c
m
）

個体数

＜
沼

津
（

北
側

1
回

目
）

＞
平

成
2

4
年

4
月

1
4

日
作

業

・
目

的
1

.イ
ス

ズ
ミ

類
の

生
息

状
況

調
査

2
.刺

網
に

よ
る

漁
獲

試
験

・
海

象
等

天
候

：
晴

れ
、

波
高

：
0

.4
m

、
透

視
距

離
：

1
5

m
、

水
温

：
1

5
℃

・
材

料
刺

網
の

規
格

：
1

枚
網

、
長

さ
1

4
0

m
（

2
0

m
を

7
つ

繋
い

で
使

用
）

、
高

さ
5

m
、

目
合

5
寸

目
（

1
5

c
m

）

・
設

置
時

間
1

3
日

1
3

：
1

2
～

1
5

：
1

0
(約

2
時

間
）

刺
網

の
設

置
状

況
沼

津
の

刺
網

の
設

置
位

置

観
察
点
f1.
0m

2.
0
m

2
.5

m

観
察
点
a

観
察
点
b

観
察
点
c

観
察
点
e

観
察
点
d

3
.5

m

0.
0m

4.
5m

0.
5m

観
察
点
g

刺
網

初
瀬

和
歌

沼
津

＜
沼

津
（

北
側

1
回

目
）

＞
平

成
2

4
年

4
月

1
4

日
作

業

・
結

果
1

.消
波

堤
の

南
側

で
、

約
4

,0
0

0
尾

確
認

。
群

れ
は

消
波

堤
全

域
を

往
来

。
2

. 
ノ

ト
イ

ス
ズ

ミ
の

み
が

1
2

7
個

体
漁

獲
さ

れ
た

。

表
1
　
刺
網
で
漁
獲
さ
れ
た
魚
類

最
大

最
小

1
ノ
ト
イ
ス
ズ
ミ

1
2
7

6
0
.5

3
6
.5

N
o
.

種
　
名

個
体
数

全
長
（
c
m
）

表
2
　
周
辺
で
観
察
さ
れ
た
魚
類

N
o
.

種
　
名

個
体
数

全
長
（
c
m
）

1
ノ
ト
イ
ス
ズ
ミ

3
,0

0
0

4
0
～
6
0

2
ス
ズ
メ
ダ
イ

ｃ
3
ホ
シ
サ
サ
ノ
ハ
ベ
ラ

ｒ
4
ホ
ン
ベ
ラ

ｃ
c
c
:1
0
0
個
体
以
上
、
ｃ
：
9
9
～
1
0
個
体
、
r：
9
～
1
個
体

網
掛
け
は
植
食
性
魚
類
を
示
す

刺
網

に
掛

か
っ

た
ノ

ト
イ

ス
ズ

ミ

刺
網

設
置

中
は

消
波

ブ
ロ

ッ
ク

の
空

隙
に

忌
避

す
る

個
体

が
多

い
刺

網
回

収
（

設
置

か
ら

約
2

時
間

後
）

ノ
ト

イ
ス

ズ
ミ

の
蝟

集
状

況

37
38

39
40

110
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＜
沼

津
（

北
側

2
回
目
）
＞
平
成

2
4
年

4
月

1
5
日
作
業

・
目

的
1
.イ

ス
ズ
ミ
類
の
生
息
状
況
調
査

2
.刺

網
に
よ
る
漁
獲
試
験

（
同
じ
場
所
で
の
繰
り
返
し
漁
獲
試
験
）

・
海

象
等

天
候

：
晴
れ
、
波
高
：

0
.2

m
、
透
視
距
離
：

1
5
m
、
水
温
：

1
5
℃

・
材

料
刺

網
の
規
格
：

1
枚
網
、
長
さ

1
4
0
m
（

2
0
m
を

7
つ
繋
い
で
使
用
）
、
高
さ

5
m
、

目
合

5
寸
目
（

1
5
c
m
）

・
設

置
時
間

1
5
日

0
8
：

5
6
～

1
1
：

2
5

(約
2
.5
時
間
）

刺
網
の

設
置

状
況

沼
津

の
刺
網
の
設
置
位
置

刺
網

1.
0m

1.
5m

1.
0
m

観
察

点
f

1
.0

m

2.
0m

0.
5
m

観
察

点
a

観
察

点
b

観
察

点
c

観
察

点
e

観
察

点
d

4.
0m

0
.0

m

4
.0

m

観
察

点
g

観
察

点
h

観
察

点
i

観
察

点
j

観
察

点
k

3
.5

m

1
.0

m

＜
沼
津
（
北
側
2
回
目
）
＞
平
成
2
4
年
4
月
1
5
日
作
業

・
結
果

1
.ノ
ト
イ
ス
ズ
ミ
が
約
1
,5
0
0
個
体
確
認
さ
れ
た
（
1
回
目
は
4
,0
0
0
個
体
）
。

2
.ノ
ト
イ
ス
ズ
ミ
の
み
が
7
9
個
体
漁
獲
さ
れ
た
。

表
1
　

刺
網

で
漁

獲
さ

れ
た

魚
類

最
大

最
小

1
ノ

ト
イ

ス
ズ

ミ
7
9

5
9
.5

4
1
.5

網
掛

け
は

植
食

性
魚

類
を

示
す

N
o
.

種
　

名
個

体
数

全
長

（
c
m

）

表
2
　

周
辺

で
観

察
さ

れ
た

魚
類

N
o
.

種
　

名
個

体
数

全
長

（
c
m

）
1

ノ
ト

イ
ス

ズ
ミ

1
,5

0
0

4
0
～

6
0

2
ス

ズ
メ

ダ
イ

c
c

3
ホ

ン
ベ

ラ
ｃ

4
カ

ミ
ナ

リ
ベ

ラ
ｃ

5
ニ

ザ
ダ

イ
ｒ

-
c
c
:1

0
0
個

体
以

上
、

ｃ
：
9
9
～

1
0
個

体
、

r：
9
～

1
個

体

網
掛

け
は

植
食

性
魚

類
を

示
す

全
長

組
成

：
5
寸

目
で

の
繰

り
返

し
漁

獲
結

果
（
2
0
1
4
年

4
月

、
沼

津
の

瀬
、

1
回

目
（
1
1
8
分

）
 n

=
1
2
7
、

2
回

目
（
1
4
9
分

）
 n

=
7
9
）

05

1
0

1
5

2
0

2
5

3
0

3
5

4
0

4
5

2
8
-
3
0

3
0
-
3
2

3
2
-
3
4

3
4
-
3
6

3
6
-
3
8

3
8
-
4
0

4
0
-
4
2

4
2
-
4
4

4
4
-
4
6

4
6
-
4
8

4
8
-
5
0

5
0
-
5
2

5
2
-
5
4

5
4
-
5
6

5
6
-
5
8

5
8
-
6
0

6
0
-
6
2

全
長

（
c
m

）

個体数

1
回

目

2
回

目

全
長

組
成

に
差

は
な

い
単

位
時

間
あ

た
り

で
換

算
す

る
と

2
回

目
（
翌

日
）
の

漁
獲

量
は

約
1
/
2
（
4
.9

割
）
に

減
少

○
この

他
に
わ
か
って
き
た
こと
。

消 波 堤

水
深

1
1
.8

m

張
石

ノ
ト
イ
ス
ズ
ミ
の
群
れ

水
深

9
.3

m

外
側

内
側

大
き

な
群
れ
の
場
合

消 波 堤

水
深

1
1
.8

m

張
石

ノ
ト
イ
ス
ズ
ミ
の
群
れ

水
深

9
.3

m

外
側

内
側

小
さ

な
群
れ
の
場
合

消 波 堤

水
深

1
1
.8

m

張
石

水
深

9
.3

m

外
側

内
側

流
が
あ
る
場
合

な
る
べ

く
大

き
な

ノ
ト

イ
ス

ズ
ミ

の
群

れ
が

あ
る

と
き

に
、

刺
し
網

を
群

れ
の

中
に

入
れ

る
よ

う
に

設
置

で
き

れ
ば

、
効

率
的
な

漁
獲

に
つ

な
が

る
と

思
わ

れ
る

。

41
42

43
44

111
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刺
網

設
置

中
、

消
波

ブ
ロ

ッ
ク

の
空

隙
に

集
ま

る
ノ

ト
イ

ス
ズ

ミ
の

群
れ こ

れ
ら

の
魚

を
消

波
ブ

ロ
ッ

ク
か

ら
追

い
出

さ
な

け
れ

ば
、

大
き

な
除

去
に

つ
な

が
ら

な
い

。

※
追

い
出

す
ば

か
り

で
な

く
、

誘
導

も
検

討
。

051015202530

0

50
0

10
00

15
00

20
00

25
00

30
00

4/
1

5/
1

6/
1

7/
1

8/
1

9/
1
10
/1

11
/1

12
/1

1/
1

2/
1

3/
1

水温℃

個体数尾

20
11
年

月
日

個
体
数

水
温

外
郭
施
設
大
型
の
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
周
辺
に
蝟
集

夜
間
も
移
動
し
、
海
藻
を
食
べ
る

051015202530

0

50
0

10
00

15
00

20
00

25
00

30
00

4/
1
5/
1

6/
1

7/
1

8/
1
9/
1
10
/1
11
/1
12

/1
1/
1
2/
1
3/
1

水温℃

個体数尾

20
11
年

月
日

個
体
数

水
温

•
水
温
が
高
い
と
分
散
、
低
い
と
蝟
集

051015202530

0

50
0

10
00

15
00

20
00

25
00

30
00

4/
1
5/
1

6/
1

7/
1

8/
1

9/
1
10

/1
11
/1
12
/1

1/
1

2/
1

3/
1

水温℃

個体数尾

20
11
年

月
日

個
体
数

水
温

魚
対
策
の
現
状

ノ
ト
イ
ス
ズ
ミ

沼
津

和
歌

初
瀬

H
26

昼
間

N
o.
1で
11
個
体
、

N
o.
2で
2個

体
明
らか

な
差

夜
間

N
o.
1で
19
個
体
、

N
o.
2で
29
個
体

消
波
堤
か
ら離

れ
た
場
所

で
も
効
率
よ
く捕

獲
で
き
る

こと
が
示
され

た
。

海
底
面
近
くで
掛
か
って
い
た

刺
し網

漁
獲
した

ノト
イス

ズ
ミか
ら無

作
為
に
4個

体
を
選
出
し、

胃
内
容
物
を
観
察
した

とこ
ろ
、胃

の
中
に
は
体
重
の
1～

2%
の
カジ

メ科
（
クロ
メと
ア
ラメ
）
が
ギ
ッシ
リと
詰
ま
って
い
ま
した

（
腸
内
は
未
計
測
）
。

ノト
イス

ズ
ミの
消
化
管

左
側
:
腸
内
容
物
、右

側
:
胃
内
容
物

胃
内
容
物
:
ほ
ぼ
全
て
カジ

メ科

１
尾
４
kg
な
らば

胃
の
中
に
40
g、
10
00
尾
除

去
で
き
れ
ば
、4
0k
g/
日
以
上
の
藻
場
保
護
に
。

45
46

47
48

112
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１
．
長
崎
県
壱
岐
、
初
瀬
漁
港
の
外
郭
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
に
蝟
集
し
た
ノ
ト

イ
ス
ズ
ミ
を
、
刺
し
網
で
漁
獲
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

２
．
こ
の
漁
獲
は
、
同
島
に
あ
る
他
の
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
（
沼
津
、
和
歌
）

で
も
成
功
し
た
。
連
日
の
刺
し
網
設
置
で
も
、
漁
獲
で
き
た
。

３
．
蝟
集
し
た
ノ
ト
イ
ス
ズ
ミ
は
、
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
離
れ
た
く
な
い
。

小
規
模
な
蝟
集
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
の
空
隙
に
隠
れ
て
し
ま
い
漁
獲
困
難
。
大

き
な
規
模
で
蝟
集
し
て
い
る
時
に
、
刺
し
網
漁
獲
す
る
ほ
う
が
効
果
的
。

４
．
今
後
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
空
隙
に
隠
れ
た
イ
ス
ズ
ミ
を
追
い
出
す
方
法
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

５
．
刺
し
網
を
設
置
す
る
際
、
潮
の
流
れ
を
考
え
て
設
置
す
る
必
要
が
あ

る
。
潮
に
流
さ
れ
て
刺
し
網
が
横
に
な
る
の
で
獲
れ
な
く
な
る
。

６
．
ノ
ト
イ
ス
ズ
ミ
の
胃
を
調
べ
る
と
、
体
重
の
１
～
２
％
の
海
藻
が
確

認
さ
れ
た
。

ま
と

め

住
処
に
つ
い
て
（
経
験
に
基
づ
く
）

・
大
き
な
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
周
辺

・
大
き
な
岩
場
（
中
に
隙
間
が
あ
り
、
ト
ン
ネ
ル
状
に
な
っ
て
い
る
岩
場
）

・
広
さ
が
あ
り
、
奥
が
深
い
岩
場

鴨
居
瀬
で
の
植
食
性
魚
類
の
除
去

鴨
居
瀬
で
の
植
食
性
魚
類
の
除
去

テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
周
辺
を
網
で
囲

い
、
ホ
コ
・
モ
リ
突
き
を
実
施

防
波
堤

４ ０ ｍ

刺 網潜 水 者

鴨
居
瀬
で
の
植
食
性
魚
類
の
除
去

鴨
居
瀬
で
の
植
食
性
魚
類
の
除
去

・
刺
網
は
、
岸
寄
り
か
ら
投
網
し
、
巨
岩
の
下
の

空
隙
に
い
る
イ
ス
ズ
ミ
の
行
動
範
囲
を
狭
め
る

た
め
、
巨
岩
を
取
り
囲
む
よ
う
に
敷
設
し
て
い
く
。

・
ホ
コ
突
き
は
刺
網
と
岸
に
囲
ま
れ
た
と
こ
ろ
で

行
う
。

潜
水

者
刺
網

網
に
も
魚
が
か
か
り

確
実
に
捕
獲
で
き
る
！

※
潮
の
流
れ
が
速
い
場
所
に
網
を
投
入
す
る
場
合

網
が
流
れ
で
寝
て
し
ま
う
の
で
、
潮
の
流
れ
が
ゆ
る
い
小
潮
ま
わ
り
を
狙
う

49
50

51
52

113
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漁
船
３
隻
、
１
０
～
１
２
名
で
実
施

午
前
中
に
１
回
、
午
後
１
回
（
午
後
３
時
頃
ま
で
に
揚
網
終
了
）
。

※
一
回
あ
た
り
８
７
尾
の
駆
除

漁
船

１
隻
、
３
～
４
人
で
実
施

午
後
４
時
頃
投
網
し
、
翌
日
の
７
時
頃
に
揚
網
。

※
一
回
あ
た
り
３
０
尾
の
駆
除

こ
れ
ま
で
の
刺
網
に
よ
る
駆
除
で
得
ら
れ
た
コ
ツ
？

・
大
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
や
巨
岩
等
で
比
較
的
広
い
隙
間
が
作
ら
れ
た
場
所
に
イ
ス
ズ
ミ

の
群
れ
が
い
る
こ
と
が
多
い
。

・
刺
網
と
ホ
コ
突
き
を
合
わ
せ
た
方
法
で
多
く
の
魚
が
獲
れ
る
。

・
イ
ス
ズ
ミ
の
群
を
確
認
し
て
操
業
し
た
方
が
効
率
が
い
い
。

刺
網
の
み

刺
網
＋
ホ
コ
突
き

藻
場
保
全
の
取
組

食
害
魚
の
駆
除

（
Ｈ
２
９
年
度
実
績
）

（
活
動
日
数
１
９
日
）

イ
ス
ズ
ミ
駆
除
数

１
,３
６
７
尾
、
約
３
ト
ン

五
島
の
い
け
す
網

五
島
市
崎
山
地
区
の
磯
焼
け
対
策
リ
ー
ダ
ー
の
竹

野
義
昭
氏
と
西
海
区
水
産
研
究
所
が
共
同
し
て
、

養
殖
生
け
簀
に
漏
斗
状
の
入
り
口
を
付
け
た
構
造

の
ト
ラ
ッ
プ
（
竹
野
・
西
水
研
型
植
食
魚
ト
ラ
ッ

プ
）
を
開
発
し
ま
し
た
。
そ
し
て
餌
と
し
て
養
殖

コ
ン
ブ
を
内
部
に
吊
し
た
ト
ラ
ッ
プ
を
消
波
ブ

ロ
ッ
ク
の
側
に
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
イ
ス
ズ

ミ
類
約
2
0
0
個
体
を
漁
獲
す
る
こ
と
に
成
功
し

ま
し
た
。

こ
の
ト
ラ
ッ
プ
に
は
、
刺
網
と
異
な
り
漁
獲
物
を

外
す
手
間
が
少
な
い
こ
と
、
人
の
都
合
に
合
わ
せ

て
水
揚
げ
が
で
き
る
こ
と
、
混
獲
魚
は
生
き
た
ま

ま
海
に
戻
せ
る
こ
と
な
ど
多
く
の
利
点
が
あ
り
ま

す
。
餌
に
す
る
海
藻
が
手
に
入
ら
な
い
時
期
や
場

所
で
の
使
用
方
法
な
ど
の
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、

今
後
の
ノ
ト
イ
ス
ズ
ミ
対
策
の
切
り
札
の
1
つ
に

な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

西
海
せ
い
か
い

N
o
.2
5
（
2
0
1
9
.3
）

竹
野
･
西
水
研
型
植
食
性
魚
ト
ラ
ッ
プ

H
3
1
.
2
里
海
保
全
の
最
前
線

53
54

55
56

114
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○
魚
の
食
害
対
策
は
、有

効
利
用

と一
緒
に
進
め
ま
しょ
う!

○
除
去

→
漁
獲
へ

ア
イ
ゴ
の
試
食
会

そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い

4%
美
味
し
く
な
い

0%

美
味
し
い

50
%

と
て
も
美
味
し
い

46
%

試
食
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

網
外
し
を
行
っ
た
魚
は
、
こ
の
よ
う
な
水
氷
に
つ
け

て
い
き
ま
す
。
こ
の
作
業
は
、
肉
質
に
臭
み
が
移
ら

な
い
た
め
に
、
非
常
に
重
要
な
よ
う
で
す
。

高
級
魚
と
同
じ
よ
う
に
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
に
氷
詰

め
さ
れ
て
、
出
荷
し
ま
す
。
輸
送
便
が
な
い
場
合
は
、

こ
の
状
態
で
冷
蔵
保
存
し
て
お
き
ま
す
。
1
k
g
が

2
0
0
円
で
す
。

某
社
に
よ
る
ノ
ト
イ
ス
ズ
ミ
の
味
噌
漬
け
加
工
で
す
。

ス
ー
パ
で
一
切
れ
1
0
0
円
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

ノ
ト
イ
ス
ズ
ミ
の
ウ
ロ
コ
を
と
る
た
め
に
、
こ
の

よ
う
な
ウ
ロ
コ
取
り
機
が
必
要
で
す
。
水
圧
式
。

57
58

59
60

115
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博
多
駅
キ
ヨ
ス
ク
2
号
店
と
7
号
店
で
発
売

長
崎
県
の
取
り
組
み

2
0
1
9
.0
7
.2
4

2
0
1
9
.0
9
.2
5

限
定
1
5
0
食

5
0
0
円

県
庁
レ
ス
ト
ラ
ン

対
馬
の
犬
束
さ
ん
の
取
り
組
み

対
馬
の
情
報
＠
長
崎
新
聞

2
0
1
9
．
0
9
.1
9

61
62

63
64

116
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提
案

・
植
食
性
魚
類
を
除
去
す
れ
ば
藻
場
が
回
復
す
る
の
が
わ
か
っ
て
い

る
が
、
対
策
が
進
ま
な
い
。

・
こ
れ
ま
で
の
試
食
会
で
、
植
食
性
魚
類
は
、
食
材
と
し
て
大
き
な

問
題
は
な
い
。

・
植
食
性
魚
類
を
商
品
化
し
て
、
除
去
か
ら
漁
獲
へ
！
。
単
価
U
P
!

・
積
極
的
な
漁
獲
に
よ
る
新
し
い
磯
焼
け
対
策
。

1
9
/
0
8
/
2
8

多
面
的
講
習
会
＠
東
京
会
場
資
料

城
ヶ
島
地
区
に
学
ぶ

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

城
ヶ
島
地
区
に
学
ぶ

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

【
活
動
前
の
魚
類
除
去
区
域
の
状
況
】

（
平
成
２
６
年
２
月
）

・
大
型
の
カ
ジ
メ
の
大
部
分
に
、
生
長
点
ま
で
失
う
程
の
食
害
が
見
ら
れ
た

（
水
深
５
〜
１
０
m
）
。

生
長
点

ポ
イ
ン
ト
１
．
迅
速
な
対
応

ポ
イ
ン
ト
１
．
迅
速
な
対
応

2
0
1
4
年
2
月

65
66

67
68

117
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Ｈ
２
６
～
３
０
年
度
ア
イ
ゴ
除
去
結
果

Ｈ
２
６

３
３
４
ｋ
ｇ

６
６
０
尾

Ｈ
２
７

２
９
４
ｋ
ｇ

４
９
１
尾

Ｈ
２
８

３
５
１
ｋ
ｇ

７
５
０
尾

Ｈ
２
９

３
４
０
ｋ
ｇ

６
５
２
尾

Ｈ
３
０

５
９
６
ｋ
ｇ

１
,１
６
７
尾

合
計

１
,９
１
５
ｋ
ｇ

３
,７
２
０
尾

【
活
動
後
の
藻
場
の
状
況
（
平
成
2
7
年
９
～
1
2
月
）
】

・
活
動
区
域
全
域
で
生
長
点
ま
で
失
う
程
の
食
害
は
な
く
な
り
、

藻
場
は
回
復
傾
向
と
な
っ
た
。

・
被
度
２
０
％
→
８
０
％
へ

【
水
深
７
ｍ
】

【
水
深
１
３
ｍ
】

２
０
％

８
０
％

2
0
1
4
年
2
月

幼
体
が
残
っ
て
い
た

69
70

71
72

118
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迅
速
な
対
応

2
0
1
3
年

秋
カ
ジ
メ
の
葉
消
失

2
0
1
4
年
1
月

保
全
組
織
発
足

2
月

刺
網
駆
除
実
施

6
月

駆
除
6
回
実
施

2
0
1
4
年
2
月

多
面
的
対
策
担
当
者

サ
ポ
ー
ト
専
門
家

ポ
イ
ン
ト
2
．
豊
富
な
経
験

ポ
イ
ン
ト
2
．
豊
富
な
経
験

73
74

75
76

119
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漁
具
・
漁
場
の
選
定

●
漁
場
（
島
の
南
側
の
岩
礁
帯
）

①
カ
ジ
メ
が
繁
茂
し
て
い
る
岩
礁
域

②
水
深
１
０
ｍ
前
後

③
勾
配
が
少
な
い
場
所

●
漁
具
（
網
目
１
０
６
m
m
、
網
丈
２
６
５
c
m
）

1
枚
網

①
最
も
多
く
見
ら
れ
、
か
つ
成
熟
個
体
の
多
い

尾
叉
長
３
０
ｃ
ｍ
前
後
の
ア
イ
ゴ
が
掛
か
る
目
合

②
漁
場
の
水
深
に
合
わ
せ
た
網
丈

・
1
回
の
刺
網
4
0
反
（
2
,4
0
0
m
）

１
０
６
ｍ
ｍ

ア
イ
ゴ
が
獲
れ
る
場
所

①
カ
ジ
メ
が
繁
茂
し
て
い
る
岩
礁
域

②
水
深
１
０
ｍ
前
後

③
勾
配
が
少
な
い
場
所

漁
具
・
漁
場
の
選
定

●
漁
場
（
島
の
南
側
の
岩
礁
帯
）

①
カ
ジ
メ
が
繁
茂
し
て
い
る
岩
礁
域

②
水
深
１
０
ｍ
前
後

③
勾
配
が
少
な
い
場
所

●
漁
具
（
網
目
１
０
６
m
m
、
網
丈
２
６
５
c
m
）
1
枚
網

①
最
も
多
く
見
ら
れ
、
か
つ
成
熟
個
体
の
多
い

全
長
3
０
ｃ
ｍ
前
後
の
ア
イ
ゴ
が
掛
か
る
目
合

②
漁
場
の
水
深
に
合
わ
せ
た
網
丈

・
1
回
の
刺
網
4
0
反
（
2
,4
0
0
m
）

１
０
６
ｍ
ｍ

1
0
6
㎜
：
使
用
網
の
目
合
(3
寸
～
4
寸
)

全
長
3
0
㎝
の
ア
イ
ゴ
を
獲
る
の
に
適
し
た
目
合

目
合
9
4
㎜

1
1
2
㎜

77
78

79
80

120
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ポ
イ
ン
ト
3
．
操
業
時
刻

ポ
イ
ン
ト
3
．
操
業
時
刻

投
網
：
1
3
時
～

揚
網
：
４
時
～

生
き
た
ア
イ
ゴ
が
揚
が
る

７
月
（
産
卵
期
？
）
は

夜
に
活
発
に
泳
ぐ

繁
殖
期
直
前
の

駆
除
は
効
果
的

81
82

83
84

121
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ア
イ
ゴ
が
海
藻
を

食
べ
る
の
は

産
卵
が
終
わ
っ
て
か
ら

８
月
か
ら
は
イ
セ
エ
ビ
漁

イ
セ
エ
ビ
は
昼
間
掛
か
ら
な
い

「久
保

伊
津

男
(1

9
62

)：
イ

セ
エ

ビ
の

漁
獲

の
時

間
的

変
化

に
み

ら
れ

る
双

峯
性

に
つ

い
て

」
よ

り
作

成

0
 尾

1
0
 尾

2
0
 尾

3
0
 尾

6時
～

8時
～

10
時

～
12

時
～

14
時

～
16

時
～

18
時

～
20

時
～

22
時

～
24

時
～

2時
～

4時
～

イ セ エ ビ 漁 獲 数 （ 尾 ）

投
網

時
刻

昼 3
%

夜 9
7%

☀
☀

提
案

６
～
７
月
（
ア
イ
ゴ
繁
殖
期
）

夕
に
投
網
、
朝
に
揚
網

8
月
以
降
（
繁
殖
期
以
降
）

朝
に
投
網
、
夕
に
揚
網

曇
天
は
避
け
る

85
86

87
88

122
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定
期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で

・
景
観
被
度

・
ウ
ニ
密
度

き
ち
ん
と
調
べ
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

7
5
%
以
上

5
0
～
7
5
%

2
5
～
5
0
%

5
～
2
5
%

5
%
未
満

海
藻
被
度
の
計
り
方

濃
生

密
生

疎
生

点
生

極
く
点
生

80
%

60
%

30
%

15
%

0%
3%

定
期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

景
観
被
度
と
は

景
観
被
度
の
定
義

景
観
被
度
と
は
、
海
底
を
直
上
か
ら
見
て

、
あ
る
区
分
の

投
影
面
積
が
海
底
面
に
占
め
る
割
合
(
％

)
で
あ
る
。

各
区
分
の
合
計
は
必
ず
1
0
0
％
と
な
る
。

89
90

91
92

123
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景
観
被
度
の
区
分

内
容

例

①
大

型
海

藻
大

型
の
直

立
海

藻
コ

ン
ブ

、
ワ

カ
メ
、

カ
ジ

メ
、

ホ
ン
ダ

ワ
ラ

、
ア

マ
モ

②
小

型
海

藻
小

型
の
直

立
海

藻
ア

オ
サ

、
フ

ク
ロ
ノ

リ
、

ウ
ミ

ウ
チ

ワ
、

テ
ン

グ
サ

、
有

節
サ

ン
ゴ

モ
、

③
殻

状
海

藻
基

盤
を
覆

う
殻

状
海

藻
無

節
サ

ン
ゴ

モ
類

④
付

着
動

物
固

着
性
の

動
物

フ
ジ

ツ
ボ

、
イ

ガ
イ

、
ヒ

バ
リ

ガ
イ
モ

ド
キ

、

⑤
裸

面
・

砂
地

①
～

④
以

外
露

岩
、

礫
、

砂
、
泥

区
分

藻
場
の
被
度
＝
①
大
型
海
藻
＋
②
小
型
海
藻

①
大
型
海
藻
と
は

．

②
小
型
海
藻
と
は

④④

⑤⑤③③

「
大
型
」
と
「
小
型
」

以
外
は
、
ま
と
め
て

「
そ
の
他
」
と
す
る

93
94

95
96
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ま
ず
は

「
そ
の
他
」
の
被
度
は

２
０
％

２
０
％

残
り
は
「
大
型
」
と

「
小
型
」
８
０
％

「
小
型
」
は
3
0
％

「
小
型
」
は
3
0
％

「
大
型
」
は
5
0
％

「
大
型
」
は
5
0
％

大
型
海
藻

5
０
％

小
型
海
藻

3
０
％

そ
の
他

２
０
％

合
計
は
必
ず
１
０
０
％

合
計
は
必
ず
１
０
０
％

2
4
.2

97
98

99
10

0
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Ａ
地

区
Ｂ

地
区

Ｃ
地

区

藻
場

面
積

＝
磯

面
積

（
h

a
）

×
平

均
被

度
（

％
）

計
算

例
：

基
質

（
磯

場
等

）
の

面
積

5
h

a
 ×

平
均

被
度

3
0

％
＝

実
勢

面
積

1
.5

h
a

計
算

例
：

1
0

h
a
の

協
定

面
積

で
あ

れ
ば

1
0

h
a
×

2
4

.2
%

(前
頁

の
被

度
)＝

2
.4

2
h

a
の

藻
場

面
積

添
付

様
式

１
６

令
和

1
年

度

#
D

IV
/
0
!

#
D

IV
/
0
!

9
9

項
目

配
点

点
数

ウ
エ

イ
ト

項
目

の
評

価
点

(点
数

×
ウ

エ
イ

ト
)

５
点

４
点

３
点

２
点

１
点

評
価

の
視

点

成 果 目 標

前
年

度
よ

り
対

象
生

物
が

５
％

以
上

増
加

0
.4

0

前
年

度
よ

り
対

象
生

物
が

３
％

以
上

５
％

未
満

増
加

前
年

度
よ

り
対

象
生

物
が

１
％

以
上

３
％

未
満

増
加

前
年

度
よ

り
対

象
生

物
が

０
％

以
上

１
％

未
満

増
加

前
年

度
よ

り
対

象
生

物
が

減
少

し
た

協
定

面
積

（
h
a
）
：

本
年

度
の

活
動

面
積

（
h
a
）
：

本
年

度
活

動
し

た
人

数
（
延

べ
）
A
：

A
の

う
ち

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

（
＊

１
）
の

人
数

（
延

べ
）
：

A
の

う
ち

構
成

員
の

人
数

（
延

べ
）
：

＊
１

；
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

定
義

：
構

成
員

で
は

な
い

が
、

活
動

に
参

加
し

た
人

達
成

度
（

成
果

実
績

/
目

標
値

（
5

％
）

×
1
0

0
）

（
％

）

活
動

項
目

：
（
添

付
様

式
1
6
別

紙
の

活
動

項
目

①
～

⑨
か

ら
選

択
）

成
果

指
標

：
対

象
水

域
に

お
け

る
生

物
量

の
増

加
目

標
値

：
対

象
生

物
量

の
５

％
以

上
増

加

対
象

生
物

：
大

型
海

藻
を

主
体

と
し

た
藻

場
（
各

活
動

項
目

で
設

定
）

前
年

度
の

対
象

生
物

量
等

：
h
a

本
年

度
実

績
の

対
象

生
物

量
等

：
h
a

平
成

2
8
年

度
の

対
象

生
物

量
：
h
a

平
成

2
8
年

度
か

ら
の

生
物

増
加

量
（
％

）
：

成
果

実
績

（
本

年
度

実
績

の
対

象
生

物
量

等
/

前
年

度
の

対
象

生
物

量
等

×
1
0

0
）

（
％

）

部
分

に
数

字
を

記
載

し
て

下
さ

い
。

自
己

評
価

表

（
環

境
・
生

態
系

保
全

）

道
府

県
名

：
 

市
町

村
名

：

活
動

組
織

名
：

2
.4

2

藻
場

面
積

10
10

2
.3

0

2
.2

0
1

0
%

5
%

1
0

4
%

5
2

横
か

ら
撮

影
（

全
景

、
遠

く
か

ら
）

上
か

ら
撮

影
（

全
景

、
遠

く
か

ら
）

上
か

ら
撮

影
（

全
景

、
近

く
か

ら
）

上
か

ら
撮

影
（

枠
の

一
部

を
近

景
で

）

◎
撮

影
例

ウ
ニ

密
度

は

で
き

れ
ば

広
く

調
べ

る

10
1

10
2

10
3

10
4

126
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•

目
で
見
て
判
る
ウ
ニ
の
食
害

① ④
③②

魚
の
食
害
の
判
定
は

難
し
い

か
じ
り
跡
を
見
つ
け
る

主
な
海
藻
を
記
録

カ
ジ
メ
類

↓

ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類

↓

マ
ク
サ

10
5

10
6

10
7

10
8

127



28

回
復
は
逆
の
過
程
で
行
う
！

④
紙
芝
居
つ
く
り

こ
の
手
引
き
は
、
活
動
組
織
が
取
組
む
地
域
住
民
や
小
中
学
生
等
を
対
象
と
し
た
「
教

育
・
学
習
」
活
動
の
参
考
と
な
る
よ
う
作
成
し
た
も
の
で
す
。

主
に
、
「
活
動
を
し
た
い
け
れ
ど
も
何
か
ら
始
め
た
ら
良
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
、

「
参
加
者
に
何
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
悩
み

を
抱
え
る
活
動
組
織
を
対
象
と
し
て
、
簡
単
に
加
工
し
て
使
え
る
教
育
資
材
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

こ
の
手
引
き
が
、
活
動
組
織
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
今
後
も
内
容
を

充
実
し
て
参
り
ま
す
。

「
紙

芝
居

」
案

も
ば

し
ょ

う
ひ

が
た

タ
イ

ト
ル

例
：

○
○

(地
名

)の
藻

場
（

o
r
サ

ン
ゴ

礁
、

干
潟

）
は

み
ん

な
の

た
か

ら
も

の
！

タ
イ

ト
ル

例
：

と
っ

て
も

ふ
し

ぎ
な

ア
ユ

の
お

話

○
年

○
月

○
日

○
○

小
学

校
藻

場
の

学
習

会
○

○
地

区
○

○
活

動
組

織

10
9

11
0

11
1

11
2

128



②紙芝居案

28

回
復
は
逆
の
過
程
で
行
う
！

④
紙
芝
居
つ
く
り

こ
の
手
引
き
は
、
活
動
組
織
が
取
組
む
地
域
住
民
や
小
中
学
生
等
を
対
象
と
し
た
「
教

育
・
学
習
」
活
動
の
参
考
と
な
る
よ
う
作
成
し
た
も
の
で
す
。

主
に
、
「
活
動
を
し
た
い
け
れ
ど
も
何
か
ら
始
め
た
ら
良
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
、

「
参
加
者
に
何
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
悩
み

を
抱
え
る
活
動
組
織
を
対
象
と
し
て
、
簡
単
に
加
工
し
て
使
え
る
教
育
資
材
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

こ
の
手
引
き
が
、
活
動
組
織
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
今
後
も
内
容
を

充
実
し
て
参
り
ま
す
。

「
紙

芝
居

」
案

も
ば

し
ょ

う
ひ

が
た

タ
イ

ト
ル

例
：

○
○

(地
名

)の
藻

場
（

o
r
サ

ン
ゴ

礁
、

干
潟

）
は

み
ん

な
の

た
か

ら
も

の
！

タ
イ

ト
ル

例
：

と
っ

て
も

ふ
し

ぎ
な

ア
ユ

の
お

話

○
年

○
月

○
日

○
○

小
学

校
藻

場
の

学
習

会
○

○
地

区
○

○
活

動
組

織

10
9

11
0

11
1

11
2

29

山
に
森

．

海
に

も
ば

海
に

も
ば

も
ば

モ
バ
？

藻
場
？

っ
て
な
ん
だ
？

そ
の

地
域

の
藻

場
の

写
真

1
点

も
ば

を
作

ろ
う

も
ば

○
○
(地
名
)に
は
、
ど
ん
な
藻
場
が
あ
る
の
か
な
？

そ
の
地
域
の
藻
場
の
写
真
を
入
れ
る

11
3

11
4

11
5

11
6

29

山
に
森

．

海
に

も
ば

海
に

も
ば

も
ば

モ
バ
？

藻
場
？

っ
て
な
ん
だ
？

そ
の

地
域

の
藻

場
の

写
真

1
点

も
ば

を
作

ろ
う

も
ば

○
○
(地
名
)に
は
、
ど
ん
な
藻
場
が
あ
る
の
か
な
？

そ
の
地
域
の
藻
場
の
写
真
を
入
れ
る

11
3

11
4

11
5

11
6

29

山
に

森
．

海
に

も
ば

海
に

も
ば

も
ば

モ
バ
？

藻
場
？

っ
て
な
ん
だ
？

そ
の

地
域

の
藻

場
の

写
真

1
点

も
ば

を
作

ろ
う

も
ば

○
○
(地
名
)に
は
、
ど
ん
な
藻
場
が
あ
る
の
か
な
？

そ
の
地
域
の
藻
場
の
写
真
を
入
れ
る

11
3

11
4

11
5

11
6

1
2 4

5

129



29

山
に

森
．

海
に

も
ば

海
に

も
ば

も
ば

モ
バ
？

藻
場
？

っ
て
な
ん
だ
？

そ
の

地
域

の
藻

場
の

写
真

1
点

も
ば

を
作

ろ
う

も
ば

○
○
(地
名
)に
は
、
ど
ん
な
藻
場
が
あ
る
の
か
な
？

そ
の
地
域
の
藻
場
の
写
真
を
入
れ
る

11
3

11
4

11
5

11
6

30

江
ノ
島
の
も
ば

も
ば

藻
場
に
は

と
～
っ
て
も
だ
い
じ
な

「は
た
ら
き
」が
あ
る
ん
だ
！

メ
バ

ル
の

子
供

．

も
ば

大
事
件
で
す
！

藻
場
が
き
え
た
！
？

磯
焼
け
の
写
真
を
入
れ
る

11
7

11
8

11
9

12
0

30

江
ノ
島
の
も
ば

も
ば

藻
場
に
は

と
～
っ
て
も
だ
い
じ
な

「は
た
ら
き
」が
あ
る
ん
だ
！

メ
バ

ル
の

子
供

．

も
ば

大
事
件
で
す
！

藻
場
が
き
え
た
！
？

磯
焼
け
の
写
真
を
入
れ
る

11
7

11
8

11
9

12
0

30

江
ノ
島
の
も
ば

も
ば

藻
場
に
は

と
～
っ
て
も
だ
い
じ
な

「は
た
ら
き
」が
あ
る
ん
だ
！

メ
バ

ル
の

子
供

．

も
ば

大
事
件
で
す
！

藻
場
が
き
え
た
！
？

磯
焼
け
の
写
真
を
入
れ
る

11
7

11
8

11
9

12
0

6 8

5 7
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30

江
ノ
島
の
も
ば

も
ば

藻
場
に
は

と
～
っ
て
も
だ
い
じ
な

「は
た
ら
き
」が
あ
る
ん
だ
！

メ
バ

ル
の

子
供

．

も
ば

大
事
件
で
す
！

藻
場
が
き
え
た
！
？

磯
焼
け
の
写
真
を
入
れ
る

11
7

11
8

11
9

12
0

31

磯
焼

け

い
そ
や

磯
焼
け
っ
て
な
に
？

原
因
は
？

イ
ラ
ス
ト
や
写
真
、
文
章
で
説
明

い
そ
や

磯
焼
け
っ
て
な
に
？

原
因
は
？

い
そ
や

磯
焼
け
っ
て
な
に
？

原
因
は
？

み
な
さ
ん
、
わ
た
し
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に

○
○
（地
名
）の
「た
か
ら
も
の
」の
海
を
ま
も
り
ま
し
ょ
う
！

活
動
組
織
メ
ン
バ
ー
の

楽
し
そ
う
な
集
合
写
真
な
ど
を
入
れ
る

12
1

12
2

12
3

12
4

31

磯
焼

け

い
そ
や

磯
焼
け
っ
て
な
に
？

原
因
は
？

イ
ラ
ス
ト
や
写
真
、
文
章
で
説
明

い
そ
や

磯
焼
け
っ
て
な
に
？

原
因
は
？

い
そ
や

磯
焼
け
っ
て
な
に
？

原
因
は
？

み
な
さ
ん
、
わ
た
し
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に

○
○
（地
名
）の
「た
か
ら
も
の
」の
海
を
ま
も
り
ま
し
ょ
う
！

活
動
組
織
メ
ン
バ
ー
の

楽
し
そ
う
な
集
合
写
真
な
ど
を
入
れ
る

12
1

12
2

12
3

12
4

31

磯
焼

け

い
そ
や

磯
焼
け
っ
て
な
に
？

原
因
は
？

イ
ラ
ス
ト
や
写
真
、
文
章
で
説
明

い
そ
や

磯
焼
け
っ
て
な
に
？

原
因
は
？

い
そ
や

磯
焼
け
っ
て
な
に
？

原
因
は
？

み
な
さ
ん
、
わ
た
し
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に

○
○
（地
名
）の
「た
か
ら
も
の
」の
海
を
ま
も
り
ま
し
ょ
う
！

活
動
組
織
メ
ン
バ
ー
の

楽
し
そ
う
な
集
合
写
真
な
ど
を
入
れ
る

12
1

12
2

12
3

12
4

1
0

1
2

9 1
1
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31

磯
焼

け

い
そ
や

磯
焼
け
っ
て
な
に
？

原
因
は
？

イ
ラ
ス
ト
や
写
真
、
文
章
で
説
明

い
そ
や

磯
焼
け
っ
て
な
に
？

原
因
は
？

い
そ
や

磯
焼
け
っ
て
な
に
？

原
因
は
？

み
な
さ
ん
、
わ
た
し
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に

○
○
（地
名
）の
「た
か
ら
も
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１）相島地区藻場保全活動協議会（福岡県 新宮町） 
 

【H28 年度からの活動における課題】 

食害生物の除去（ウニ類） 

ウニの密度管理 

種苗の投入 

母藻設置 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：食害生物の除去（ウニ類）、母藻設置 

平成 29 年度：食害生物の除去（ウニ類）、母藻設置 

平成 30 年度：食害生物の除去（ウニ類） 

令和元年度：食害生物の除去（ウニ類） 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場保全 

活動 

食害生物の除去（ウニ

類） 

母藻設置 

食害生物の除去により減

少し２９年度より少しず

つ藻場が回復してきた。 

藻が増えるに伴い食

害生物も増えてきた。

 

【活動状況の写真】 

 
説明： 計画づくり 説明：状況報告 説明：モニタリング 

 
説明： 活動前集合写真 説明：食害生物の除去 説明： ダイビングショップ 

  

説明：今の現状 説明：母藻投入準備 説明： 母藻投入 

④参加活動組織活動実績資料 
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【H25 年度からの活動における課題】 

食害生物の除去（ウニ類） 

ウニの密度管理 

種苗の投入 

母藻設置 

 

【活動の目標】 

平成 25 年度：食害生物の除去（ウニ類）、母藻設置 

平成 26 年度：食害生物の除去（ウニ類）、母藻設置 

平成 27 年度：食害生物の除去（ウニ類）、母藻設置 

 

 

【第Ⅰ期平成 25～27 年度の活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場保全 

活動 

食害生物の除去（ウニ類） 

母藻設置 

食害生物は、減少し

た。 

なかなか 藻場が形

成されない。 

 
【活動状況の写真】 

 

 

 

 
 

 

説明： 活動前集合写真 説明：母藻設置準備 説明：母藻 

 

 
 

 
 

 

説明：母藻投入 説明：食害生物の除去 説明：食害生物の除去 
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２）宗像地区磯根保全協議会（福岡県 宗像市） 
 

【H28 年度からの活動における課題】 

藻場の保全については、各地域でもそれぞれ一定の成果は上がっており、継続して活動す

ることが望ましいと思われる。 

水域の監視についても 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：前年度から対象生物(ワカメ以外の大型海藻)5%増。 

水域の環境異変・不審船の監視。 

平成 29 年度：同上 

平成 30 年度：同上 

令和元年度：同上 

 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場の保全 食害生物の駆除 ウニの駆除により藻

場の再生は進んでき

ている 

魚類の食害が気にな

るところ。で、わか

めは数年壊滅状態。 

藻場の保全 母藻設置 一部の地域において

かなりの成果が見ら

れる 

 

藻場の保全 岩盤清掃 岩を削ったり転がす

ことで再生が表れて

いる 

既に再生した場所の

把握が必要 

藻場の保全 ウニの密度管理 害敵を駆除するだけ

でなく資源利用とし

ている 

 

国境・水域

の監視 

水域の環境異変の監視   
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【活動状況の写真】 

 
 

 
 

説明：母藻設置 説明：母藻設置 

 

説明：食害駆除 説明：食害駆除 

 

説明：食害駆除  

  

説明：うに密度管理 説明：うに密度管理 
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３）北九十九島地域活動組織（長崎県 佐世保市） 
 

【H28 年度からの活動における課題】 

・四季藻場の拡大 

・構成員年齢の上昇 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：藻場範囲の拡大 

平成 29 年度：徹底したガンガゼ駆除 

平成 30 年度：四季藻場の拡大 

令和元年度：四季藻場の拡大 

 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

母藻の設置 建材ブロックに着生させた

アカモク等の母藻を設置し

た。 

建材ブロックから

徐々に藻場が広がっ

ている。 

 

海藻の種苗

投入 

海藻の種糸を石につけ投入

した。 

種糸からの発芽が確

認できた。 

 

食害生物の

除去（ウニ

類） 

尖ったホコで粉砕除去 一回の活動で約 1 万

個ほどを除去。 

岩の間に隠れたガン

ガゼが駆除しづらい。

アマモの移

植及び播種 

佐世保市南部地区で採取し

たアマモを種だけに選別

し、小学生とともに紙粘土

に種をつけ散布した。 

アマモ場が徐々に広

がりを見せている。

種の選別に時間がか

なりかかる。 

保護区域の

設定 

島をウニフェンスで囲っ

た。 

ウニフェンスを設置

することでウニの侵

入を防止した。 

 

 

139



【活動状況の写真】 

   

説明：ワカメの種糸を設置。 説明：アカモクのプレート 説明：プレート投入後 

   

説明：旧ウニフェンスを撤去 説明：ウニフェンスを投入 説明： ウニを粉砕除去 

  

 

説明：小学生と水産教室 説明：アマモ粘土設置 説明：  
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４）津水湾環境保全（長崎県 諫早市） 
 

【H28 年度からの活動における課題】 

 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：耕うん、客土、稚貝沈着促進、アマ藻の移植及び播種、浮遊堆積物の除去
を主活動として、水質、底質改善と藻場の拡大    

平成 29 年度：鳥小屋下、桁引き耕運範囲 2000 ㎡から 6000 ㎡に拡大   
ハマグリ、サルボ貝の増殖、竹笹の設置とエイ対策ネット張り 

      ホンダワラ.スジモの除去作業、浮遊堆積物の除去   
平成 30 年度：アマ藻の移植及び播種    

客土、耕うん     
ホンダワラ・スジモの除去作業、浮遊堆積物の除去  

令和元年度 ：アマモ種苗を筏に吊るし自然放流、直播漂流場所の変更 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場の保全 

6 月に横畑周辺より採種、一時筏
吊るし管理選別洗浄約3kg採種。
11 月鳥小屋下、東園駅下・線路
下に直播きした。 

アマ藻被度につい
ては、昨年度より減
少 

継続して実施し、アマ
藻場の維持・拡大を図
りたい。 

藻場の保全 

喜々津港周辺,鳥小屋下,東園,等

で実施 アナアオサ,ほんだわら,

スジモ等流れ藻、年間約10t～12t

除去実施,天日乾燥後、みかん農家

へ肥料処分している。 

天日乾燥後みかん

農家肥料処分（4.4

トン） 

海岸沿いへの堆積物

腐敗防止、底質改善の

ため不可欠な作業で

ある。状況に応じて今

後も実施していく。 

干潟等の 

保全 

 

稚貝の沈着促進のため竹笹の設
置、エイ対策ネット張り 

年々減少傾向にあ
るが、昨年度は稚貝
を多く確認できた 

アサリはエイ被害で少
なくなったが本来生息
している場所であり、浮
遊卵の漂着が明確であ
る。エイ対策によりアサ
リを復活させたい。 

干潟等の 

保全 

地先全体の海岸沿い、浮遊堆積
物、生活ゴミの除去年間約 10 ト
ン市へ焼却処分 

約 10 トン市へ焼却
処分 

梅崎、馬込、竹山下南側
に面しているため、例年
流木、漂着物が多い状況
に応じて対応していく。

干潟等の 

保全 

鳥小屋下、東園は大型船4隻、桁
引き耕うん海岸より 30ｍ～50ｍ
の範囲 6000 ㎡を実施、海岸沿い
10ｍ×50ｍを手作業耕うんを実施

桁引き耕うんを強
化した。海岸沿い
は、手掘り耕うん作
業を実施 

今後も継続して実施
し、底質改善に努めた
い。 

干潟等の 

保全 

1隻2名で作業を実施。喜々津漁港
岸壁より砂を積み込み、指示船2隻
の入水指示者のもと、砂を投入。東
園28.2㎥、野副33㎥、JR線路下
～小崎鼻43.8㎥計105㎥を実施 

ハマグリ、サルボ貝
は、減少傾向にある

今後も継続して実施
し、二枚貝の生息地の
保全に努めたい。 

水域の 

監視 

1 回の監視に 1 隻 2 名 4 時間で
実施。年間 35 回 

赤潮・青潮はほとんど
なかった。流木の回収
等安全確保が早急に
できてよかった。 

監視活動時間を長く
した。今後も環境異変
等に注意し安全確保
に努めたい。 

海難救助 

訓練 

保全会構成員を対象に実施。講師に
海上保安部を招き海難事故時の救命
訓練及び転落者救助訓練を行った。

緊急時の対処方法
等の理解が得られ
た。 

今後も海の安全を確
保していきたい。 
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【活動状況の写真】 

 
アマモの播種 流れ藻、漂着藻を
選別採種 

アマモの播種 東園線路下、旧鳥
小屋下に 3kg 直播 

喜々津港周辺ホンダワラ除去作
業 

 
年間 10 トン天日干し乾燥、農家
肥料処分 

稚貝沈着促進 竹笹の設置 200
ｍ×20ｍに 60 本 

ハマグリ、サルボ貝生息密度稚貝
を確認 

 
エイ対策ネット清掃・張替え設置
作業 

馬込、竹山下、梅崎 南側に面してい

るため、例年流木漂着物が多い 
生活ごみ、流藻、流木分別 
年間 10 トン市へ焼却処分 

 
耕うん 海岸より 10ｍ×50ｍ手
掘り耕うん作業 

耕うん 桁引き耕うん 4 隻海岸
より沖目30ｍ～50ｍ範囲6000㎡

客土 喜々津港より積み込み東
園、横畑、元釜 100 ㎥ 

 
客土 小船により運搬、手作業投入 水域の監視 梅崎沖、漂流物回収 水域の監視 密漁者あり（口頭注意）

 
海難救助訓練 実演 海難救助訓練 心肺蘇生・救命措置 学習会 アマモ種団子作り 
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【H25 年度からの活動における課題】 

 

 

【活動の目標】 

平成 25・26・27 年度： 

耕うん客土、稚貝放流、アマ藻の移植、浮遊堆積物の除去を一連のメイン活動として、水

質、底質改善と藻場造成を目標としている。 

 

【第Ⅰ期平成 25～27 年度の活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場の保全 

H26 年２月に採苗、U 字に曲

げた 5 ミリ番線に苗 10 ミリ

を取り付け、1300 本を投入し

た。26年６月種を5合採種 11

月に、じか撒きと粘土固め投

入、（アマ藻移植藻場拡大） 

東園（20ｍ×100ｍ）

は順調に発育定着し

た 馬込、冷水は

20％しか定着してい

ない。 

採種した場所、喜々

津川河川と港内周辺

は異常に多い今年度

は発芽時期に間引き

耕うんを予定してい

る。 

藻場の保全 

ホンダワラ、スジモ、アナア

オサの除去作業実施 

年間約 20 トン陸揚

げしているが、みか

ん農家へ肥料処分し

ている。 

海岸沿いへの堆積腐

敗防止のため不可欠

な作業である状況に

応じて今後も実施し

て行く 

干潟等の保全 

アサリ床及び浅場の底質改

善目的で２５年度より耕運

客土を実施している。浅場の

約 6000ｍ2 を実施中 

手作業耕うんと機具

桁引き耕運を実施 

 

種苗放流 

25 年７月稚貝 800 ㎏放流、25

年より 10 月と 3 月に浮遊卵

沈着竹笹設置、27 年 10 月

1500 ㎏放流予定 

26年 9月青潮被害が

あったものの50％は

生息している。浮遊

卵沈着も良好 

27 年 7 月はまぐりの

生息を確認した 4～5

㎝（8g）が 10ｍ×30

ｍに約 4 トンあさり

同様成長調査を実施

する。 

海洋汚染、漂

流漂着物、堆

積物の除去 

25 年度より、年間、流木 生

活ゴミ約 10 トン陸揚げ諫早

市で焼却処分 

 海岸沿いへの堆積腐

敗防止のため不可欠

な作業である状況に

応じて今後も実施し

て行く 
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【活動状況の写真】 

  

アマ藻種選別 6 月 26 年直播きと粘土固め投入 

１１月 

直播きの東園周辺 2月 

 

モニタリング  藻場、干

潟、稚貝調査兼用で実施 

鳥小屋あさり床周辺のアナア

オサ除去作業 

アナアオサみかん農家へ

天日乾燥 肥料処分 7月 

 

ホンダワラ スジモ年間約

20 トン肥料処分 11 月 

浮遊卵沈着促進竹笹設置 2

月 

アサリ調査 

 

桁引き耕うんと浅場は手作業

耕うん 

漂流・漂着物・堆積物処理 啓発活動 喜々津小学校5年

生（25 名）保全の目的、アマ

藻、二枚貝の重要性講義後、

サルボ貝放流 
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５）綱島地区藻場保全組織（長崎県 対馬市） 
 

【H28 年度からの活動における課題】 

平成28年度は、活動区域を10ｈａに設定し、クロメ、ワカメ、ヒジキを保護区域（１ｈａ）

内及び 10 カ所の基点ポイント付近に種苗を投入し、ヒジキについては新芽を確認したが、

10cｍ程になると食害により伸びないのが現状である。保護区域内の生簀ではヒジキ及びワカ

メは1.8ｍから2ｍまで成長する。クロメも藻場礁内では成長しており、胞子が飛んでも食害

の影響を受けている。29 年度､30 年度は、クロメ、ワカメ、ヒジキの他にフクレミモク及び

ノコギリモクを海苔網につけて投入しているがまだ結果は表れていない。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：高水温の現状を打開するため新たな種苗の確保に努める。 

平成 29 年度：高水温を打開するため、新たな種苗である、フクレミモクを繁殖させる。

又、他地区からノコギリモクを入手し、繁殖に努める。 

平成 30 年度：29 年度同様繁殖に努める。 

令和元年度：30 年度同様繁殖に努める。 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場の保全 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

種苗の投入 
藻場礁を補修し、クロメを
投入 
 
 
ヒジキの中間育成 
ヒジキの種苗ｱｻﾘﾈｯﾄを投入
 
 
ﾌｸﾚﾐﾓｸの種苗を投入 
 
 
ﾉｺｷﾞﾘﾓｸの種苗投入 

 
藻場礁内では成長して
いるが、付近の海底では
確認できない。 
 
ほとんどの定点でヒジ
キの新芽を確認した。 
 
 
約 1.5ｍの網に約 50 本
装着 
 
約 10ｍの海苔網に 100
本の装着し投入 

 
食害生物により成長
しない。 
 
 
食害生物により成長
しない。 
 
 
保護網外では確認で
きない 
 
まだ確認できていな
い。 

藻場の保全 
（教育・学習）

平成30年度は､地元小学校の
５年生～６年生も参加し､一
緒に母藻設置作業を行った。

子ども達と一緒に楽しみ
ながら藻場保全の大切さ
を学ぶことができた。 

構成員以外にも藻場
保全の大切さを啓発
する取組みが必要。

藻場の保全 岩盤清掃 
ワカメ及びヒジキの投入前
に実施 

潮間帯を清掃  

藻場の保全 食害生物（魚類）の除去 
 

植食性魚類 569ｋｇを
駆除 

継続して実施したい
が予算に限度がある
ので継続できない。

藻場の保全 保護区域の設定 
仕切網及び生簀の補修、入
替 

台風により全損壊 網の取付部を検討し
なければならない。

藻場の保全 食害生物の除去（ウニ類）
 

ガンガゼ 157kg を駆除 継続して実施したい
が予算に限度がある
ので継続できない。

海難救助 
訓練 

構成員 22 名、ボランティア
4名参加 

海難事故の際の心肺蘇
生法等について､理解を
深めた。 
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【活動状況の写真】 

   

説明： 岩盤清掃 説明：種苗の投入（ワカメ） 説明：種苗の投入（ヒジキ） 

   

説明： 食害生物の除去（魚類） 説明：食害生物の除去（魚類） 説明：食害生物の除去（魚類） 

   

説明：種苗の投入（クロメ） 説明：種苗の投入（クロメ） 説明：種苗の投入（クロメ） 

   

説明：保護区域の設定 説明：保護区域の設定 説明：保護区域の設定 

   

説明：食害生物（ウニ）駆除 説明：食害生物（ウニ）駆除 説明：食害生物（ウニ）駆除 

   

説明：種苗の投入(ﾌｸﾚﾐﾓｸ) 説明：種苗の投入(ﾉｺｷﾞﾘﾓｸ) 説明： 種苗の投入(クロメ) 

   

説明：教育・学習 説明：海難救助訓練 説明：海難救助訓練 
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【H25 年度からの活動における課題】 

藻場の維持回復に努めたが、ヒジキ、ワカメ、クロメの中間育成は順調に成長したが、生

簀から海岸の潮間帯等に設置した、ヒジキ及びワカメは新芽を確認したが食害により、繁

茂は確認できない。またクロメは、藻場礁内では順調に生育しているが、海岸に付着を確

認できない。 

 

【活動の目標】 

平成 25 年度：藻場の維持回復 

平成 26 年度：藻場の維持回復 

平成 27 年度：藻場の維持回復 

 

【第Ⅰ期平成 25～27 年度の活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藻場の保全 

 

 

 

種苗の投入 

（藻場礁 40 基）投入 

（クロメ 5枚×40 基） 

 

種苗の投入（50m×3 本）設置

順調に生育中であるが、

海岸に付着を確認がで

きない 

全滅 

どう増やすか 

 

 

中間育成方式に変え

る 

母藻の設置（ワカメ） 

50m×3 本設置 

 

 

母藻の設置（ヒジキ） 

50m×10 本設置 

 

 

母藻の設置（クロメ） 

50m×3 本設置 

 

母藻の設置（クロメ） 

中間育成プレート 80 個 

順調に生育し、胞子を出

し 30 本海岸に確認 

 

 

海岸線に設置し、新芽を

無数確認したが伸びない 

全滅 

 

順調に生育中 

育てることは順調であ

るが、胞子を出すとき

の設置方法を考える 

 

中間育成方式に変え

る 

 

 

中間育成方式に変え

る 

食害生物の除去（魚類） 

8 組×3回=24 回  

3 組×5回=15 回 

 区域外からの侵入も

あり、区域外にも刺網

を立てることを考え

なければならない 

保護区域の設定 

（保護網の設置 70m） 

保護区域の設置 

（保護生簀 50m×30m×3ｍの

設置） 

魚類の侵入を防いだ 

 

更に侵入を防いだ 
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【活動状況の写真】 

   

説明：種苗の投入 説明：種苗の投入 説明：種苗の投入 

   

説明：クロメの中間育成 説明：食害生物の除去 説明：食害生物の除去 

   

説明：中間育成したクロメ 説明：保護生簀の設置 説明：保護生簀の設置 

   

説明：保護網の洗浄 説明：保護網の補修 説明：生簀に設置したクロメ
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６）水崎地区藻場保全活動組織（長崎県 対馬市）  
 

【H28 年度からの活動における課題】 

食害生物の除去並びに母藻の設置を継続するうちに、海底に小さな海藻類が増え、母藻から

の胞子が新芽を出し生育してきたので、とにかく地道な活動を継続して行うことが大切。また

期間を空けず､継続した食厚低下に向けた取組みが必要となっているが予算の関係もあり､空

白期間でできてしまうことが課題。 

 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：藻場の維持・回復 

平成 29 年度：28 年度と同様 

平成 30 年度：29 年度と同様 

令和元年度：30 年度と同様 

 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場の保全 

 

食害生物の除去（ウニ類） ガンガゼの食厚を低下

させることができた。 

ガンガゼの駆除が望ま

れる。 

海藻種苗投入(アラメ) 保護枠内では素晴らし

い生育だった。 

枠外での新芽が見られ

ない。 

母藻の設置(ワカメ､アカモ

ク) 

枠内では素晴らしい生

育を見せ、枠外でも新芽

が育っていた。 

設置数をもう少し多く

したい。 

保護区域の設定 食害生物の侵入を防ぎ

海藻の繁茂・拡大を図る

ことができた。 

設置数をもう少し多く

したい。 

モニタリング 

 

ガンガゼの発見個数も

減っているが､保護区域

外への広がりが少ない。

食害生物の対策の新た

な取組みが必要。 

 

藻場の保全 

（教育・学習）

平成３０年度は､地元小学

校の３年生～６年生､１５

名にも参加してもらい､魚

の捌き方を学んだ。 

魚の捌き方を通して藻

場保全の大切さを学ん

だ。 

今後も構成員以外にも

藻場保全の大切さを啓

発する取組みを広げて

いきたい。 

海難救助 

訓練 

平成３０年度は､構成員１

４名で海難救助訓練を行っ

た。 

海に転落した際の心肺

蘇生法等について訓練

を行った。 
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【活動状況の写真】 

   

潜水によるガンガゼ駆除 ガンガゼの積込・運搬 ガンガゼを砕き畑肥料 

   

アラメ種苗板取付 潜水によるアラメ種苗設置 アラメ保護枠設置 

   

アカモク取付 潜水によるアカモク設置 アカモク保護枠設置 

   

ワカメ取付 潜水によるワカメ設置 ワカメ保護枠設置 

   

モニタリング（アカモク） モニタリング モニタリング 

  

 

教育学習（魚の捌き方） 海難救助訓練  

150



【H25 年度からの活動における課題】 

食害生物の除去を続けて行くうちに、真っ白だった海底に小さな海藻類が増え、母藻からの胞
子が新芽を出し生育してきたので、継続していけたらと考えている。 

 

【活動の目標】 

平成 25 年度：藻場の維持・回復 
平成 26 年度：藻場の維持・回復 
平成 27 年度：藻場の維持・回復 

 

【第Ⅰ期平成 25～27 年度の活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場の保全 食害生物の除去 ガンガゼは 30%まで 
減少した。 

貝類の駆除が望まれる 

藻場の保全 海藻種苗投入(アラ
メ) 

保護枠内では素晴らしい生
育だった。 

枠外での新芽が見られな
い。 

藻場の保全 母藻の設置(ワカメ) 枠内では素晴らしい生育を見
せ、枠外でも新芽が育っていた。

設置数をもう少し多くし
たい。 

藻場の保全 母藻の設置(アカモ
ク) 

枠内では生育し、翌年も枠内
から新芽が出て生育した。 

設置数をもう少し多くし
たい。 

 

【活動状況の写真】 

   

潜水によるガンガゼ駆除 ガンガゼの積込・運搬 ガンガゼを砕き畑肥料 

   

アラメ種苗板取付 潜水によるアラメ種苗設置 アラメ保護枠設置 

   

アカモク取付 潜水によるアカモク設置 アカモク保護枠設置 

   

ワカメ取付 潜水によるワカメ設置 ワカメ保護枠設置 
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７）鴨居瀬地区藻場保全組織（長崎県 対馬市） 
 

【H28 年度からの活動における課題】 

【食害生物（魚類）の除去】 

H28 年度、刺し網を主に、潜水でのモリ・ホコ突きで駆除活動を実施した。 

H29・30 年度、刺し網を主に、潜水でのモリ・ホコ突きと併用して刺し網を使用し駆除活

動を実施したが 29 年度をピークに 30 年度は、駆除尾数が 7割弱ほどに減少した。 

今後は、捕獲量を安定させるため駆除の場所と時期の検討が課題である。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：海藻の種苗投入 食害生物の除去（魚類） モニタリング 

平成 29 年度：海藻の種苗投入 食害生物の除去（魚類） モニタリング 

平成 30 年度：海藻の種苗投入 食害生物の除去（魚類） モニタリング 

令和元年度：海藻の種苗投入 食害生物の除去（魚類） モニタリング 

 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場の保全 海藻の種苗投入(カジメ) 

海藻の保護区の設定 

（食害防止にカゴに種苗を 

入れて海底へ投入し固定す

る） 

28 年度投入したカジ

メは大きく成長し胞子

が出て水深 4M～5M に

かけ 100 本程度新芽が

成 長 し て い る の を

R1/7/17 確認した 

元年度 12 ヵ所投入し

たカジメは成長しはじ

めている箇所がある 

食害防止用のカゴ

がカジメの成長に

追いつかないため

サイズの大きいカ

ゴを模索している 

 

食害生物の除去（魚類） 

刺し網よる駆除と素潜りに

よるモリ、ホコ突きと刺し網

を使用しての駆除 

イスズミ駆除実績 

28 年度  134 尾 

29 年度 1,367 尾 

30 年度  863 尾 

イスズミが網にか

かりにくくなった 

 

モニタリング 

定点 10 ヵ所を潜水して調査

している 

海藻の密度 

ウニ等個体数の把握 
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【活動状況の写真】 

   

説明：モニタリング 

   定点ブロック 

説明：モニタリング 

   定点状況 

説明：モニタリング 

   種苗投入後のカジメ 

   

説明：海藻の種苗投入 

   カジメ 

説明：海藻の種苗投入 

   種糸準備 

説明：海藻の種苗投入 

   海中の様子 

   

説明：食害生物の除去（魚類） 

   入網状況 

説明：食害生物の除去（魚類）

   刺網と銛突きの併用 

説明：食害生物の除去（魚類）

   駆除生物① 

   

説明：食害生物の除去（魚類） 

   駆除生物② 

説明：食害生物の除去（魚類）

   駆除用魚カゴ作製 

説明：食害生物の除去（魚類）

   駆除用魚カゴ回収 
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８）塩浜地区藻場保全組織（長崎県 対馬市） 
 

【H28 年度からの活動における課題】 

平成 28 年度から活動を開始し､サポート事業により専門家を派遣いただきながら徐々

に組織としての活動が円滑に進めることができるようになってきた。活動は､天気に左右

されるため､日程調整が難しく､メンバー集めに苦労した。 

藻場保全活動の成果については､日常モニタリングにより協定区域内の食害生物の食厚

は確実に低下してきている。しかしながら海藻の幼体は確認できるが､成長には至ってい

ないのが現状。今後も地道に継続した取組みが必要。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：食害生物を除去し､食厚を低下させ､海藻資源回復に努める。 

平成 29 年度：28 年度と同様 

平成 30 年度：29 年度と同様 

令和元年度：30 年度と同様 

 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場の保全 

海藻の種苗投入（クロメ） 

1 基に 1ｍ足らずの糸を 3 個

付け網して 11 基投入した。

藻場礁内では成長して

いるが、付近の海底で

は確認できない。 

食害生物により成

長しない。 

 

食害生物の除去（ウニ類） 

 

潜水と船上と磯腰まで

つかり、ウニ、タカミナ

駆除を行った。駆除総

キロ数 1,664.4 ㎏ 

継続した取組みを

行わなければ食厚

の低下に繋がらな

い。 

食害生物の除去（魚類） イスズミ、ブダイ、アイ

ゴ等の駆除を行った。

総キロ数は 190.7 ㎏ 

継続した取組みを行

わなければ食厚の低

下に繋がらない。 

モニタリング サポート事業を活用し

ながら、定点の状況を

調査を行った。今の段

階で大きな成果は得ら

れていない。 

網の取付部を検討

しなければならな

い。 

国境水域 

の監視 

漂流物を発見するとプロッ

ターで位置を確認し、対象物

の写真撮影を行った。 

７月～１０月の間､９

日間､９回実施 

 

海の監視 

ネットワー

ク強化 

不審船、環境異変・流木等が

あるとプロッターで位置を

確認し、対象物の写真撮影を

行った。 

７月～３月の間､延べ

２２９隻実施 

 

海難救助 

訓練 

藻場保全活動に併せて､地元

住民にも参加してもらい､塩

磯焼けに関するスライドを

見て学習会を行った。 

１１月､構成員４名､地

元住民１７名参加 

今後も構成員以外

にも藻場保全の大

切さを啓発する取

組みが必要。 
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【活動状況の写真】 

   

海藻の種苗投入（クロメ） 海藻の種苗投入（クロメ） 食害生物の除去（ウニ類） 

   

食害生物の除去（ウニ類） 食害生物の除去（魚類） 食害生物の除去（魚類） 

   

モニタリング 国境水域の監視 海の監視ネットワーク強化 

  

 

海難救助訓練 教育学習  

 

155



９）佐須地区藻場保全組組織（長崎県 対馬市） 
 
【H29 年度からの活動における課題】 

刺網による食害生物の駆除作業において、刺網のアバ（浮き）が少ないと指摘を受けた

ので、今年はアバの量を増やし作業の効率化を図る。 

水域の監視活動では、沖合と沿岸で活動区域を区別し、1 日の活動船も 2 隻と限定して

周年を通して活動できるように効率化を図る。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度： 

平成 29年度：藻場の維持回復・水域の監視をすることで漁場環境の状況把握に努める。

平成 30 年度：効率的な食害生物の駆除作業を行う。 

令和元年度：駆除作業と並行して母藻の育成増殖を行う。 

 

 

【平成 29 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場の保全 雑魚刺網による食害生物の駆

除（9 月）潜水による食害生

物の駆除（10 月） 

ウニ・貝類362.9K

草食性魚類 877 尾

616.4K 

ウニの駆除作業の方

法 

国境・水域 

の監視 

1隻～2隻で小茂田沖合・沿岸

海域の監視活動（5月～2月）

活動隻数 延べ

194 

 

報告件数 79 

報告の効率化 

無線機等の導入 

海洋汚染の

原因となる

漂流・漂着

物処理 

豪雨被害による漂流漂着物の

除去作業（10 月） 

 

活動人数 15 人

 

自然ゴミ約6,500K

なし 

多面的機能

の理解・増

進を図る取

組 

地元小学生の中高学年と一緒

にクロメ種糸の設置作業と、

磯焼けについての学習会を行

った。 

参加者 24 名 

 

理解度 80％ 

なし 
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【活動状況の写真】 

   

説明： 刺し網の投入中 説明：使用網（三重刺網） 説明：刺網作業前 

説明：駆除した魚類 説明：駆除した魚類 説明： 駆除した魚類 

   

説明：潜水作業前 説明：潜水駆除作業中 説明： 駆除したウニ類 

 

  

説明：ウニを潰す作業 説明： 説明： 
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10）大船越いそやけ対策活動組織（長崎県 対馬市） 
 

【H28 年度からの活動における課題】 

食害生物の除去〔アイゴ、イスズミ、ブダイ〕、〔ムラサキウニ駆除〕母藻の確保、及び種
苗投入時期、カジメ、ヒジキ、ワカメ、種糸から母藻に育成する。 
アマモは、大船越の地先に存在している。 

 
【活動の目標】 

平成 28 年度： 
平成 29 年度： 
平成 30 年度： 
令和元年度：藻場の現状把握および効率的な食害生物の駆除作業を行う 

 
【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場の保全 ・食害生物の除去（魚類） 
・食害生物の除去（ウニ類）
・岩盤清掃 
・モニタリング 

アイゴ 22 匹 
イスズミ 6匹 
3ha 
6 か所 

食害魚駆除は、効率
が悪かった。 
岩盤清掃は、道具の
改良を検討する。 

 
【活動状況の写真】 

   

岩盤清掃 岩盤清掃 岩盤清掃 

 

  

食害生物の除去（魚類） 
網入れ 

食害生物の除去（魚類） 
網揚げ 

食害生物の除去（魚類） 
除去生物 

   

食害生物の除去（魚類） 
除去生物 

食害生物の除去（魚類） 
除去生物 

食害生物の除去（魚類） 
使用した刺網 

  

 

食害生物の除去（ウニ類） 食害生物の除去（ウニ類） 食害生物の除去（ウニ類） 
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11）玉之浦地区活動組織（長崎県 五島市） 
 

【H30 年度からの活動における課題】 

H30 年度より水産多面的機能発揮対策事業を開始し、「国境・水域の監視」、「海難救助訓

練」に取り組み、H31 年度からは「藻場の保全」・ガンガゼ駆除を新たに追加し藻場再生に

取り組んでいる。 

活動における課題としては、アカモクやガンガゼ野未利用資源を活用する為地元飲食業者

と連携し、商品開発を目指す。 

 

【活動の目標】 

平成 30 年度：「国境・水域の監視」、「海難救助訓練」、「藻場の保全」を実施 

令和元年度：「国境・水域の監視」、「海難救助訓練」、「藻場の保全」を実施 

 

【平成 30 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

国境・水域

の監視 

（水域の監視） 

国民の財産である海洋生物

の保全 

監視活動：63 回 特になし 

海難救助訓

練 

（海難救助訓練） 

非常時の通信手段の確保支

援、救援体制の構築 

海難救助訓練：1回 特になし 

藻場の保全 保護区域の設置 

食害生物の駆除（ウニ類） 

母藻の設置 

浮遊・堆積物の除去 

モニタリング 

ウニフェンスの設置

によりガンガゼの侵

入を防ぎ、併せて駆

除を行い、豆タワラ・

クロメ・アカモク等

の母藻を設置し生育

の範囲が広がった。

アカモク・ガンガゼの

未利用資源を活用し

地元飲食店との連携

により商品開発を目

指す。 

 

教育・学習 海難訓練時に救命胴衣につ

いての学習 

地元の保育園児を対

象に水辺の危険性に

ついての学習会 
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【活動状況の写真】 

   

活動メンバー モニタリング定点設置 ウニフェンスの引揚 

   

ウニフェンスの修理 ウニフェンスの設置 ガンガぜの駆除 

   

ガンガゼの駆除 ガンガゼの駆除 ガンガゼの駆除 

   

ガンガゼの駆除 ガンガゼの駆除  ガンガゼの駆除 

   

モニタリング モニタリング 海難訓練の様子 

   

AED の取扱・心肺蘇生法 AED の取扱・心肺蘇生法 アカモク・ウニの試食 
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12）外海地区活動組織（長崎県 長崎市） 
 

【H28 年度からの活動における課題】 

1. ウニ除去により、小型海藻を生やす。 

2．春藻場構成種であるワカメやホンダワラ類を繁茂させる。達成させるには、植食性魚

類の食害による防護対策が必要。 

3．植食性魚類の駆除を行うが、思ったほど多くは獲れない。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：ウニ除去により小型海藻を生やす。ワカメやホンダワラ類を生やす。 

平成 29 年度：  同 上 

平成 30 年度：ウニ除去により小型海藻を生やす。植食性魚類の防護ネットを設置するこ

とで、ワカメやホンダワラ類を生やす。 

令和元年度：  同 上 

 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場保全 

保護区の設定 

ウニ除去 

ウニハードルを設置

し、その中と周辺にお

いて、大学生とともに

ウニ除去を行った。 

ウニ密度が低くなり、小型

海藻が生えるようになっ

た。 

ウニハードルのメ

ンテナンスと安全

管理が大事。 

藻場保全 

母藻の設置 

ワカメロープを海底

付近に設置した。 

ワカメのメカブを設

置した。 

 

植食性魚類の食害によりワ

カメがタネを出す前に食べ

られてしまった。幼体が着

生しても藻体が大きくなる

前に食べられてしまった。 

植食性魚類からワ

カメを守る手法の

開発が必要 

藻場保全 

母藻の設置 

 

流れ藻ストッカーを

作成し、漁の帰りに回

収した流れ藻を入れ

て播種させる。 

流れ藻ストッカー周辺の海

底には、ホンダワラ類の幼

体が確認された。 

流れ藻ストッカー

下に底網があるの

で、播種後の海藻

の回収が必要。要

改良 

藻場の保全 

植食性魚類の

除去 

刺し網をかけて駆除

を行った。 

思ったほどかからなかっ

た。 

刺し網の色が悪い

と判断されたた

め、改良した。 

藻場の保全 

モニタリング 

活動範囲内で、海藻の

景観被度とウニ密度

の把握を行った。 

海藻の被度とウニ密度の変

遷の把握ができた。 

地点数が増えてい

ったため、手間が

増えた。 
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【活動状況の写真】 

   

ウニハードルの設置状況 説明：ウニ除去の作業状況 説明：ウニ除去の作業状況 

   

説明： ワカメロープの運搬 説明：ワカメロープの設置 説明：ワカメの設置状況  

   

説明：アイゴに摂食されてい
るワカメロープの状況 

説明：植食性魚類に摂食され
たワカメロープの状況 

説明： 植食性魚類防護ネット
の設置状況 

   

説明：防護ネット内に生育し
たワカメ 

説明：防護ネット内に生育し
たホンダワラ類 

説明： 防護ネット外のキレバ
モクには食害で藻長が小さい

   

説明：流れ藻ストッカー 説明：流れ藻ストッカー内に
入れている流れ藻 

説明： 小学生との環境学習 

   

説明：小学生との環境学習 説明：植食性魚類の駆除状況 説明： モニタリングの状況 
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【H25 年度からの活動における課題】 

平成 25 年度：ウニの食害、植食性魚類の食害対策、海藻のタネ不足 

平成 26 年度：  同 上 

平成 25 年度：  同 上 

 

【活動の目標】 

平成 25 年度：ウニ除去によりウニ密度を下げて、小型海藻を生やす。 

平成 26 年度：春藻場の造成 

平成 27 年度：春藻場の造成 

 

【第Ⅰ期平成 25～27 年度の活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場保全 

保護区の設定 

ウニ除去 

ウニハードルを設置

し、ウニ除去を行った。

ウニ密度が低くなり、小型

海藻が生えるようになっ

た。 

高齢者しかいな

いのでマンパワ

ー不足。 

藻場保全 

母藻の設置 

小型海藻が生えるよう

になってからは、平成

27 年度よりワカメロー

プを設置した。 

植食性魚類の食害によりワ

カメがタネを出す前に食べ

られてしまった。 

植食性魚類から

ワカメを守る手

法 の 開 発 が 必

要。 

藻場保全 

種苗の設置 

隣の漁協の良い藻場に

採苗用ブロックを設置

し、採苗できたブロッ

クを回収し、移設した。

採苗ブロックのホンダワラ

類等は、ある程度までは大

きく生長するが、植食性魚

類の食害を受けた。 

植食性魚類の食

害対策が必要。

藻場の保全 

モニタリング 

活動範囲内で、海藻の

景観被度とウニ密度の

把握を行った。 

海藻の被度とウニ密度の変

遷の把握ができた。 

結果を共有する

ことで状況を把

握 
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【活動状況の写真】 

   

ウニハードルの作成 ウニハードルの設置 ウニハードルの設置状況 

   

ウニ除去(ウニハードルを中
心に、右側が除去区) 

ウニハードル内の小型海藻を
食べたウニは実入り向上 

採苗用ブロックの設置 
（隣漁協で春藻場生育する所）

   

ブロックを回収し、活動範囲
内に設置された状況 

春に採苗用ブロックから生育
したフタエモクとワカメ 

流れ藻ストッカーの設置 

   

ワカメロープの設置 食害を受けたワカメ 陰干し後メカブを網内に 

   

発達した遊走子嚢(メカブ) メカブの投入 遊走子の放出状況 

   

植食性魚類の除去作業 除去されたノトイスズミ モニタリングの状況 
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13）石田地区活動組織（長崎県 壱岐市） 
 

【H28 年度からの活動における課題】 

平成 30年度より活動を実施、種苗放流のモニタリング活動の時期が遅くなってしまった。

適正な時期(9 月頃)に実施したい。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：活動なし 

平成 29 年度：活動なし 

平成 30 年度：種苗放流・監視活動に取り組む。 

令和元年度：種苗放流・監視活動に加え、藻場の保全に取り組む。 

 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

種苗放流 生態系の維持、環境保全又

は国民が自由に使用する事

ができる藻類・魚介類の放

流 

モニタリング時期が

遅れた為、対象魚の

確認ができなかっ

た。 

9 月頃モニタリング

を実施したい。 

海の監視ネ

ットワーク

強化 

監視ネットワーク強化のた

めの海上監視・情報収集 

計画に対して、約

80％の実績に留まっ

た。 

監視活動の周知・適正

な日報管理に努める。

 

【活動状況の写真】 

   

説明： カサゴ種苗放流 説明：種苗放流モニタリング 説明：種苗放流モニタリング
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14）壱岐東部地区活動組織（長崎県 壱岐市） 
 

【H28 年度からの活動における課題】 

 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度： 

平成 29 年度： 

平成 30 年度：・対象水域における生物量の増加・不審船又は環境異変の通報件数の増加

令和元年度 ：・対象水域における生物量の増加・不審船又は環境異変の通報件数の増加

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場の保全 ・食害生物の除去（ｳﾆ類） 

・ウニの密度管理 

・モニタリング 

ウニ駆除 kg 数： 

5,502kg 

協定面積内で年ごとに

範囲を決めて活動し、

藻場の保全を行う。 

種苗の放流 ・生態系の維持、環境保全

又は国民が自由に使用する

ことができる藻場・魚介類

の放流 

・モニタリング 

カサゴ 70,000 尾  

海の監視・

ネットワー

ク強化 

・監視ネットワーク強化の

ための海上監視・情報収集 

活動隻数：1,560 隻

情報収集：54 回 

他の活動組織の事例

等を参考にし早めの

取組みを行う。 

 

【活動状況の写真】 

   

説明：ウニ駆除  説明：ウニ駆除 説明：ウニ駆除（潰す） 

  

 

説明： カサゴ放流 説明：カサゴ放流 説明：  
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15）郷ノ浦地区活動組織（長崎県 壱岐市） 
 

【H28 年度からの活動における課題】 

 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度： 

平成 29 年度：環境異変の早期発見 

平成 30 年度：環境異変・不審船等の早期発見 

令和元年度：環境異変・不審船等の早期発見 

 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

種苗放流 

（平成３０

年度より） 

カサゴ稚魚放流 

５月頃 稚魚２０，０００尾

６箇所に分けて放流 

１２月にモニタリング 

６箇所合計 

６尾採補 

 

国境水域の

監視 

水域の監視を１日で２隻に分

かれて、郷ノ浦地先を二分し、

上側・下側を決められたコー

スで行う。 

平成２９年度は使用船５

３隻・延べ人数１０６名

で実施、平成３０年度は

使用船３５隻延べ人数７

０名で実施 

 

海の監視ネ

ットワーク 

平成３０年度より実施 

一本釣り・イカ釣り漁船の

６８隻 

実施回数 １，７５６回  

海難救助訓

練 

 Ｈ３０年度は予定してい

た日の天候が悪く、変更

の調整ができなかった

為、未実施 

 

理解・増進

を図る取組 

三島小学校の児童を対象にカ

サゴの放流について説明 

アンケートの結果とし

て、理解できたようであ

った 

児童だけでは

なく、保護者も

参加でくるよ

う検討 
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【活動状況の写真】 

   

説明：カサゴ稚魚放流 説明：カサゴ稚魚放流 説明：カサゴ稚魚放流 

 

 

 

説明： モニタリング 説明：モニタリング 説明： モニタリング 

   

説明：モニタリング 説明：モニタリング 説明：モニタリング  

   

説明：水域監視 説明：水域監視（漂流物） 説明： 水域監視（現状把握）
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16）勝本地区活動組織（長崎県 壱岐市） 
 

【H28 年度からの活動における課題】 

 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度： 

平成 29 年度：環境異変の早期発見 

平成 30 年度：環境異変・不審船等の早期発見 

令和元年度：環境異変・不審船等の早期発見 

 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

種苗放流 

（平成30年

度より） 

カサゴ稚魚放流 

５月頃 稚魚 20,000 尾 

２か所に分けて放流 

10月にモニタリング

２か所合計 

５尾採捕 

 

国境水域 

の監視 

水域の監視を１日２か所で

決められたコースで行う 

30 年度から主に磯焼けの状

況を確認 

平成 29 年度は漂

流・漂着ごみの視認

及び磯焼け状況の 

報告件数 254 件 

 

海の監視 

ネットワーク 

平成 30 年度より 

一本釣り・イカ釣り漁船の 

187 隻で実施 

実施回数 7,332 回 

報告件数 5 件 

口頭での報告はある

ものの報告書に記載

しないことがある 

海難救助訓

練 

救急救命講習・海水汲み上

げポンプ点検・使用方法の

確認・浸水船救助訓練 

事故は無く出動件数

は 0件 

 

 

理解・増進

を図る取組 

勝本小学校の６年生児童を

対象に、勝本地区近海の磯

焼け状況についての説明 

アンケート結果 

近海の状況に関心を

持った結果が 

100％となった 

児童だけでなく、保

護者にも同時にでき

ないか検討 
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【活動状況の写真】 

 
説明： カサゴ稚魚放流 説明：カサゴ稚魚放流 説明：水域監視 

 
説明： 水域監視磯焼け状況 説明：救命救急講習 説明：ポンプ使用方法 

 
説明：浸水船救助訓練 説明：浸水船救助訓練 説明：児童への説明 

  
説明：モニタリング  説明：モニタリング採捕 説明： 報告書位置図 
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17）目井津地域活動組織（宮崎県 日南市） 
 

【H28 年度からの活動における課題】 

水産業・漁村（目井津地域）の持つ多面的機能が将来にわたり良好な状態を発揮するため、

行政や漁業者団体等の連携の下、水産多面的機能発揮対策事業の各種取組を実施する。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：対象水域における生物量の増加 

平成 29 年度：対象水域における生物量の増加 

平成 30 年度：対象水域における生物量の増加、不審船または環境異変の通報件数の増加

令和元年度：対象水域における生物量の増加、不審船または環境異変の通報件数の増加

 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

母藻の保全 ・母藻の設置 

・モニタリング 

平成３０年度より実

施。計画していた母藻

の設置およびモニタ

リングを行った。 

設置後モニタリング

を実施したが、繁藻

は確認できなかっ

た。より良い設置方

法を検討する必要が

ある。 

漂流。漂着

物、堆積物

処理 

・漂流、漂着堆積ゴミ回収

・モニタリング 

平成２５年度より実

施。堆積したゴミの回

収とモニタリングを

行った。年よっては計

画回数を達成できて

いない、あるいは予定

時期より遅れて実施

する年もあった。 

年々漂着するゴミの

量が増加している。

また、参加できる漁

業者の数が年々減少

しているため、日当

等の活動予算に残が

生じている状況であ

る。よって、より良い

参集方法などを検討

する必要がある。 

海の監視ネ

ットワーク

強化 

監視ネットワーク強化の

ための海上監視・情報収集

平成３０年度より実

施。天候等の影響によ

り計画回数を達成で

きなかった。 

活動予算に残が生じ

ている状況である。

悪天候も考慮した計

画を策定する必要が

ある。 
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【活動状況の写真】 

   

説明： H30 藻場の保全 

（母藻の設置作業①） 

説明： H30 藻場の保全 

（母藻の設置作業②） 

説明：H30 藻場の保全 

（母藻の設置作業③）  

   

説明：H30 漂着物処理 

（事前モニタリング） 

説明：H30 漂着物処理 

（清掃活動①） 

説明： H30 漂着物処理 

（清掃活動②） 

   

説明：H30 漂着物処理 

（清掃活動終了後） 

説明：H30 海の監視ネット 

ワーク強化（海上監視①） 

説明：H30 海の監視ネット 

ワーク強化（海上監視②） 
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【H25 年度からの活動における課題】 

水産業・漁村（目井津地域）の持つ多面的機能が将来にわたり良好な状態を発揮するため、

行政や漁業者団体等の連携の下、水産多面的機能発揮対策事業の各種取組を実施する。 

 

【活動の目標】 

平成 25 年度：対象水域における生物量の増加 

平成 26 年度：対象水域における生物量の増加 

平成 27 年度：対象水域における生物量の増加 

 

 

【第Ⅰ期平成 25～27 年度の活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

漂流、漂着

物、堆積物

処理 

・漂流、漂着堆積ゴミ回収 

・モニタリング 

平成２５年度より実

施。活動計画より多

く実施することがで

きた。 

回収するゴミの量が

当初の予定より多く、

多額の処理費用や運

搬費がかかっている。

また参加できる漁業

者が年々減少してお

り日当等の活動予算

に残が生じている状

況である。 

 
【活動状況の写真】 

   

説明：H27 漂着物処理 

（事前モニタリング） 

説明：H27 漂着物処理 

（清掃活動①） 

説明：H27 漂着物処理 

（清掃活動②）  

   

説明： H27 漂着物処理 

（清掃活動③） 

説明：H27 漂着物処理 

（事後モニタリング①） 

説明： H27 漂着物処理 

（事後モニタリング②） 
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4
3

2

上
桂
川
を
守
る
会

1

京
都

市
最

上
流

６　内水面部会

①事例紹介　上桂川を守る会
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自
治
会
と
の
連
携

8
7

集
う
拠
点
を
作
る

6

漁
協
本
来
の
目
的

環
境
保
全

問
題
点

漁
協
組
合
員
だ
け
で
は

手
が
回
ら
な
い

山
を
守
る

川
を
守
る

先
人
の
知
恵

住
民
の
役
目

水
性
生
物
の
役
目

集
う
拠
点
を
地
域
に
作
る

目
標
を
立
て
る

自
治
会
と
の
協
力

漁
協
と
連
携
し
た

環
境
保
全
に
特
化
す
る
組
織
が
必
要

5
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1
2

小
学
生
の
F
ly
教
室

1
1

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

1
0

9
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1
6

竹
製
堰
上
げ
式
簡
易
魚
道

1
5

野
生

種
の

ア
マ
ゴ

1
4

９
歳
の
リ
バ
ー
キ
パ
ー

川
辺
の
子
供
教
室

こ
ど
も
か
い
い
ん
カ
ー
ド

1
3

手
づ
か
み
し
た
鮎
を
塩
焼
き
！
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1
8

1
7

ア
マ
ゴ
の
赤
ち
ゃ
ん
観
察
会

179



MEMO

180



福
井
県
立
大
学

田
原
大
輔
提
供

そ
の
地
域
の
藻
場
の
写
真
1
点

福
井
県
立
大
学

田
原
大
輔
提
供

黄
色
の
ア
ユ
は
強
い
ア
ユ

～
黄
斑
（追
星
）～

ht
tp
s:/
/k
ot
ob
an
k.j
p/
wo
rd
/%
E3
%
82
%
A2
%
E3
%
83
%
A6
-

27
63
5

天
然
ア
ユ

養
殖
ア
ユ

み
ん
な
で
「食
べ
て
！
！
ア
ユ
を
知
る
！
」

○
年
○
月
○
日
○
○
小
学
校

○
○
地
区
○
○
活
動
組
織

②みんなで「食べて！！アユを知る！」
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朝
日
新
聞
記
事
よ
り

四
万
十
町
役
場
HP
よ
り

み
ん
な
は

ア
ユ
の
一
生
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

香
魚

年
魚

銀
口
魚

い
ろ
い
ろ
な
呼
び
名
を
も
つ
ア
ユ

あ
ゆ

あ
ゆ

あ
ゆ
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い
ろ
い
ろ
な
呼
び
名
を
も
つ
ア
ユ

香
魚
：
ア
ユ
の
体
か
ら
、
ス
イ
カ
や
キ
ュ
ウ
リ
を
切
っ
た
時

の
よ
う
な
香
り
が
す
る
こ
と
か
ら

年
魚
：
ち
ょ
う
ど
１
年
間
生
き
る
こ
と
か
ら

銀
口
魚
：

ア
ユ
は
ど
ん
な
に
お
い
が
し
ま
し
た
か
？

香
魚

年
魚

銀
口
魚

い
ろ
い
ろ
な
呼
び
名
を
も
つ
ア
ユ

あ
ゆ

あ
ゆ

あ
ゆ

い
ろ
い
ろ
な
呼
び
名
を
も
つ
ア
ユ

香
魚
：

年
魚
：
海
で
半
年
、
川
で
半
年

ち
ょ
う
ど
１
年
間
生
き
る
こ
と
か
ら

銀
口
魚
：
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い
ろ
い
ろ
な
呼
び
名
を
も
つ
ア
ユ

香
魚
：
ア
ユ
の
体
か
ら
、
ス
イ
カ
や
キ
ュ
ウ
リ
を
切
っ
た
時

の
よ
う
な
香
り
が
す
る
こ
と
か
ら

年
魚
：
ち
ょ
う
ど
１
年
間
生
き
る
こ
と
か
ら

銀
口
魚
：
川
底
の
石
の
藻
類
を
削
り
取
る
た
め
に
発
達
し

た
唇
部
分
が
白
い
た
め
だ
ろ
う

ア
ユ
の
ト
リ
ビ
ア
よ
り

ア
ユ
の
歯
を
触
っ
て
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う

香
魚

年
魚

銀
口
魚

い
ろ
い
ろ
な
呼
び
名
を
も
つ
ア
ユ

あ
ゆ

あ
ゆ

あ
ゆ
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ア
ユ
を
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
！

ww
w.
tk
2.
nm
t.n
e.
jp

ア
ユ
の
“鰭
（ひ
れ
）”
を
知
る

脂
鰭
：
サ
ケ
・
マ
ス
類
と
同
じ
特
徴
を
も
つ

尾
鰭
：
二
叉
型
⇒
泳
ぎ
が
得
意
な
魚
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③教育・学習「紙芝居」の参考例 
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プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
：
一
人
当
た
り
３
２
ｋ
ｇ
！

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ご
み
は
世
界
で
３
億
ト
ン
、
日
本
の
廃
プ
ラ
は
、
２
０
１
７
年

９
０
０
万
ト
ン
で
す
。
（
※
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
循
環
利
用
協
会
）

・
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
（
国
連
環
境
計
画
20
18
）
の
報
告
書
「
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
に
よ

る
と
、
使
い
捨
て
プ
ラ
ご
み
を
最
も
多
く
出
し
て
い
る
国
は
、
中
国
で
約
４
千
万
ト
ン

で
す
が
、
１
人
あ
た
り
の
換
算
で
は
、
日
本
が
約
３
２
キ
ロ
で
２
位
、
１
位
の
米
国
は

約
４
５
キ
ロ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
廃
棄
量

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
生
産
：
歴
史
は
６
０
年
！

・
日
本
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
生
産

は
、
19
50
年
代
に
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
樹

脂
の
生
産
で
始
ま
り
、
次
い
で
、
ポ

リ
ス
チ
レ
ン
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
な
ど

の
石
油
化
学
基
盤
の
プ
ラ
ス
ッ
ク
原

材
料
が
国
産
化
さ
れ
ま
し
た
。

・
19
60
年
代
以
降
、
急
速
に
生
産
量

を
伸
ば
し
、
19
97
年
に
は
1,
52
0万

ト
ン
の
生
産
を
記
録
し
ま
し
た
。

20
17
年
の
国
内
の
生
産
量
は
、

1,
10
2万
ト
ン
で
す
。

（
※
日
本
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業
連
盟
）

•
河
川
清
掃
活
動
の
位
置
付
け
、
取
り
組
み
の
動
機
付
け
、

活
動
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
地
球
環
境
を
視
野
に
お
き
、

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
！

陸
（
街
）

○
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
生
産

○
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

川

○
ご
み
は
何
処
へ

○
河
川
清
掃
活
動

海

○
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

○
影
響

河
川
清
掃
活
動
を

進
め
る
た
め
に

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
つ
い
て

(水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
講
習
会
（
福
岡
会
場
）
資
料
サ
ポ
ー
ト
専
門
家
崎
長
作
成
)

④河川清掃活動を進めるために（プラスチックごみについて）
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影
響
：
地
球
上
の
生
命
と
つ
な
が
る
課
題

・
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
回
収
が
困
難
な
う
え
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
な
ど
海
水
中
の
汚
染

物
質
を
吸
着
し
、
魚
な
ど
へ
取
り
こ
ま
れ
ま
す
。

・
東
京
農
工
大
学
の
高
田
教
授
は
、
平
成
２
７
年
、
東
京
湾
の
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
を
調

べ
、
６
４
匹
の
う
ち
、
４
９
匹
か
ら
合
計
１
５
０
個
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
見

つ
け
た
と
発
表
し
て
い
ま
す
。
大
半
は
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
や
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
の
0.
1～

1ミ
リ
の
破
片
で
、
エ
サ
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
一
緒
に
取
り
こ
ま
れ
た
と
し
て
い
ま
す
。

・
ま
た
、
東
京
理
科
大
学
な
ど
が
全
国
２
９
河
川
の
３
６
地
点
で
調
査
を
行
っ
た
結

果
、
２
６
河
川
３
１
地
点
、
８
６
％
で
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
見
つ
か
っ
た
と
報

告
し
て
い
ま
す
。
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
問
題
は
、
海
洋
だ
け
で
は
な
く
、
内
水

面
域
で
も
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

（
東
京
農
工
大

高
田
秀
重
）

（
東
京
農
工
大

高
田
秀
重
）

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
：
世
界
の
海
ど
こ
で
も
発
見
！

・
川
や
海
洋
へ
流
出
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
波
や
紫
外
線
で
小
片
化
、
微
細
化
さ

れ
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
な
り
、
海
洋
全
体
へ
拡
散
し
ま
す
。

・
九
州
大
学
の
磯
部
教
授
は
、
太
平
洋
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
浮
流
量
を
予
測

し
、
２
０
１
６
年
の
２
８
万
ト
ン
が
、
５
０
年
後
の
２
０
６
６
年
に
は
４
倍
の
１
２
０

万
ト
ン
と
な
る
試
算
を
し
て
い
ま
す
。

・
ま
た
、
20
15
年
に
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
海
洋
に
存
在
す
る
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
個
数
は
、
日
本
を
含
む
東
ア
ジ
ア
海
域
が
群
を
抜
い
て
多
く
、
17
2万
個
／
㎢

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
数
値
は
、
実
に
北
太
平
洋
（
10
万
5,
10
0個
／
㎢
）
の
約
27

倍
、
世
界
の
海
（
6万
3,
32
0個
／
㎢
）
の
約
16
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

河
川
清
掃
活
動
：
頑
張
ろ
う
！

・
河
川
で
の
清
掃
活
動
の
中
心
組
織
で
あ
る
漁
協
へ
の
環
境
保
全
活
動
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
「
今
ま
で
実
施
し
て
お
り
今
後
も
継
続
し
た
い
」
と
し
た
環
境
保
全
活
動
と
し
て
、

「
カ
ワ
ウ
防
除
・
駆
除
・
調
査
」
「
河
川
管
理
者
・
事
業
者
と
の
協
議
」
「
子
供
体
験
放

流
」
に
次
い
で
「
河
川
湖
沼
等
清
掃
」
が
65
.1
%と
４
番
目
の
高
さ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
の
河
川
清
掃
活
動
で
は
、
島
根
県
益
田
市
の
「
益
田

川
と
海
を
つ
な
ぐ
自
然
環
境
保
全
活
動
組
織
」
が
、
回
収
し
た
ご
み
の
調
査
を
ま
と
め
て

い
ま
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系
ご
み
は
５
２
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

プ
ラ
等
容
器
・

ポ
リ
袋
（
石
油

系
）
42
%

そ
の
他

17
%

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

10
%

衣
類
・
靴
・
生

活
雑
貨

8%

粗
大 7%

飲
料
ビ
ン

7%

飲
料
缶

4%

ボ
ー
ル

2%

タ
バ
コ
フ
ィ
ル

タ
ー
・
ラ
イ

タ
ー 2%

漁
業
関
係

1%

益
田
川
ご
み
組
成

05101520253035

0

50
0
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00
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00

20
00

25
00

30
00

35
00

40
00

45
00

25
26

27
28

29
30

㎏
/a

㎏
益
田
川
ご
み
調
査

ゴ
ミ

重
量

（
㎏
/a
）

可
燃

物
合

計

ご
み
は
何
処
へ
：
川
は
流
出
源
？

・
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
ダ
ボ
ス
会
議
）
で
は
、
２
０
１
７
年
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

が
毎
年
８
０
０
万
ト
ン
海
洋
へ
流
出
し
、
２
０
５
０
年
に
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
量
が
、

世
界
中
の
魚
の
量
を
超
え
る
と
警
告
し
て
い
ま
す
。

・
海
洋
へ
の
ご
み
流
出
源
は
、
７
０
パ
ー
セ
ン
ト
が
河
川
か
ら
と
い
わ
れ
て
お
り
、
鹿
児

島
大
学
の
藤
枝
教
授
の
調
査
で
は
、
瀬
戸
内
海
の
ご
み
の
収
支
で
、
瀬
戸
内
海
の
海
洋
ご

み
４
,５
０
０
ト
ン
の
内
、
陸
域
か
ら
の
流
入
は
６
６
パ
ー
セ
ン
ト
と
試
算
し
て
い
ま

す
。

・
ま
た
、
別
の
調
査
で
は
、
瀬
戸
内
海
１
３
河
川
の
散
乱
ご
み
の
内
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
、
食
品
の
包
装
容
器
が
５
２
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
と
報
告
し
て
い
ま
す
。
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河
川
清
掃
活
動
の
思
い
：
川
と
海
は
友
達

一
枚
の
ポ
リ
袋
を
拾
う
と

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
２
倍
の
広
さ
に
浮
か
ぶ

太
平
洋
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
ッ
ク
を

片
手
で
ヒ
ョ
イ
と
取
り
除
け
る
ぞ
！

✖
2

九
大
磯
部
教
授
資
料
よ
り
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１）富山市水辺をきれいにする会（富山県 富山市） 
 

【H28 年度からの活動における課題】 

①平成 30 年度に活動を計画していた魚道設置であるが、水産庁から「水辺小わざの魚道」

が水産多面的機能発揮事業としては馴染まないとの見解が示され、この事業では設置でき

なかった。恒久的な構造(コンクリート)は、ハード事業とみなされるとし、簡易な構造と

するとの事であるが、この事業でできる手作り魚道には、どのようなものがあるか、ご教

授願いたい。 

②歴史あるアユ漁を学び、直接アユに触れてもらうことで内水面の生態系の維持・保全等

について学習することを目的に、座学による講義等を実施し、加えて、神通川右岸河川敷

に整備してある「あそばんま池」で投網の実演やアユのつかみ取りなどを計画している。

そこで、以上の学習の中で実施する投網の実演やアユのつかみ取りに係る経費について当

補助金を活用してよいか。 
 

【活動の目標】 

平成 28 年度：富山湾や神通川の環境改善（清掃活動）及び教育・学習 

平成 29 年度：富山湾や神通川の環境改善（清掃活動）及び教育・学習 

平成 30 年度：富山湾や神通川の環境改善（清掃活動）及び教育・学習 

令和元年度：富山湾や神通川の環境改善（清掃活動）及び教育・学習 

 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

漂流・漂着物・

堆積物処理 

構成員の手作業による富

山市（四方・岩瀬・水橋）

地先の清掃活動 

漁業者主体に延べ

100人で活動。処理の

手配まで行う。 

漁業者に「富山市水辺

をきれいする会」とし

ての取組の自覚があ

まりない 

内水面の生態

系の維持・保

全・改善 

一級河川神通川河川敷を

構成員とボランティアに

よる一斉清掃活動 

ボランティア約 300

人と構成員約 100 人

による清掃活動。 

特になし 

多面的機能の

理解・増進を

図る取組 

多面的機能の理解につな

がる学習に資する取組と

して、H26 手作り魚道をメ

ンテナンス 

H29 網を仕掛け遡上

効果を確認。 

簡易な手作り魚道の

ため、河川の増水に耐

えられない。 

多面的機能の

理解・増進を

図る取組 

多面的機能の理解につな

がる学習に資する取組と

して小学生を対象にサク

ラマス飼育体験を実施 

小学生のアンケート

結果より川の生物へ

の関心が高まってい

る 

特になし。 

種苗放流 構成員によるヒラメ、クロ

ダイの種苗放流 

初年度であった為、

比較ができない。 

範囲を広げていきた

い 

 

⑤参加活動組織活動実績資料 
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【活動状況の写真】 

  

説明： 漂着物清掃活動 説明： 漂着物清掃活動 

  

説明： 河川の生態系の保全 説明： 河川の生態系の保全 

  

説明： 遡上効果の確認 説明： 手づくり魚道の状態 

  

説明： サクラマスふ化観察 説明： 理解増進の取組 
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【手作り魚道の現況写真１】 

  

説明： H30.6.14 撮影 説明：H30.6.14 撮影 

  

説明： H30.7.6 撮影 説明：H30.7.20 撮影 

  

説明：H30.7.20 撮影 説明：H30.7.20 撮影 
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【手作り魚道の現況写真２】 

  

説明： H31.4.5 撮影 説明：R1.9.17 撮影 

  

説明： R1.9.17 撮影 説明：R1.9.17 撮影 
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２）おおかわの会（石川県 小松市） 
 

【H28 年度からの活動における課題】 

天候不順や河川の出水等により参加者の確保が難しくなったため、中止となった活動があ

り、日程の確保に柔軟性を持たせる必要がある。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：環境保全に大きな影響を及ぼす内水面の生態系の維持・保全・改善 

平成 29 年度：   〃 

平成 30 年度：   〃 

令和元年度：  〃 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

環境保全に大き

な影響を及ぼす

内水面の生態系

の維持・保全・

改善 

・河川の清掃活動 

・モニタリング 

・出水期前の河川清

掃（除草、ゴミ回収

等） 

・箱メガネや電気シ

ョッカーを使用した

生息調査 

 

 

【活動状況の写真】 

 

説明： モニタリング 説明：モニタリング 説明：モニタリング 

 

説明： モニタリング 説明：河川の清掃 説明：河川の清掃 
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３）川漁を伝承する会（高知県 四万十町） 
 

【H28 年度からの活動における課題】 

日本の最後の清流と称される四万十川は、流域５市町村に跨がり全国的な知名度を誇

ります。 

多くのの観光客が沈下橋を散策したり、水辺で清流と戯れる姿が見られたり、夏場には

全国から鮎の友釣り客も訪れます。 
 こうした状況の一方で、河川の汚濁やビニール等による景観不良、川辺に流出したゴミ
の長期放置など、河川の保全に悪影響を与える状態も発生しており、農業濁水についても
稲作の始まる４月～５月には、川の色を白く濁している状況です。 
川辺には、ツルヨシが繁茂し水辺に近付けない箇所もあり、植林率 98％のわが町では、
放置植林も多く存在し、四万十川に注ぐ多くの谷川が崩壊しているのが現状です。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：モニタリング １回・清掃活動 20 回（実績 8 回） 

平成 29 年度：モニタリング １回・清掃活動 20 回（実績 20 回） 

平成 30 年度：モニタリング １回・清掃活動 20 回（実績 23 回） 

令和元年度：モニタリング １回・清掃活動 20 回 

 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

清掃活動 活動内容：清掃、ヨシの刈り
取り 
活動場所：河川敷、竹藪など
対象物：ヨシ、流木、ビニー
ルなど 
実施時期：随時 
ヨシの処分：焼却 
ごみの処分：清掃センター
持ち込み 
 

継続的な河川敷の
草刈りや清掃活動に
取り組むことで、環
境保全に対する意識
の高まりからゴミの
量は年々減少してい
る。 
 また、農家の水田
代掻きによる濁水流
入についても、徐々
にではあるが意識が
高まりつつあるた
め、今後も継続的な
河川環境保全活動に
努める。 

児童との協同によ

る清掃活動について

は、高知県は全国的

に学力が低い事もあ

り、授業時間が減少

する事は学校側が望

まないため、又多く

の事業が同じように

児童参加型の希望が

あり多くは望めな

い。 

モニタリング 対象生物：水生生物 
方法：面積（１㎡）当りの生
物生息数の測定 
実施時期：１０月 
調査結果：２２３個体 
参加者：９人 
その他：調査は、公益法人
四万十川財団が指導協力 
調査には四万十町役場の職

員も参加 

平成 29 年度から
平成 30 年度にかけ
て、水生生物の量自
体は減少したが、き
れいさレベル 5～8
に該当する生物割合
が増加しており、
徐々にではあるが効
果が現れている。 
 
 

調査は専門にお任

せしているが、10 月

に定めているため、

台風などの増水があ

り、延期せざるを得

ない事が多くある。

200



【活動状況の写真】 

   

説明： モニタリング 説明：モニタリング 説明：モニタリング 

   

説明： ヨシの刈り取り 説明：ヨシの刈り取り 説明： ヨシの刈り取り 

   

説明：河川清掃 説明：河川清掃 説明：河川清掃 

   

説明：ゴミの処理 説明：ゴミの処理 説明： ゴミの処理 
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伊
豆
FN

Y活
動
組
織
の
活
動
範
囲

伊
豆
FN

Y活
動
組
織
の
活
動
範
囲

南
伊
豆
地
域

令
和
元
年
度
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
講
習
会

伊
豆
FN

Y活
動
組
織

代
表

石
川
憲
一

活
動
期
間

20
13
・
20
14
・
20
15
・
20
16
・
20
17
・
20
18
・
20
19

Fー
伊
豆
漁
業
協
同
組
合

N
ー
N
PO
法
人
伊
豆
未
来
塾

Y
ー
伊
豆
漁
協
青
年
部

令
和
元
年
度
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
講
習
会

伊
豆
FN

Y活
動
組
織

代
表

石
川
憲
一

①事例紹介　伊豆FNY活動組織

７　サンゴ礁部会
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稲
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海
岸
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掃
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海
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妻
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地
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海
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・
海
中
清
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・
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a
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16

伊
豆

FN
Yの
活
動
内
容

＊
海
洋
汚
染
の
原
因
と
な
る
漂
流
、
漂
着
物
、
堆
積
物
処
理

伊
豆
南
地
域
の
海
中
清
掃
、
海
岸
清
掃
、
ゴ
ミ
の
回
収
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

中
木
地
区

ヒ
リ
ゾ
浜
な
ど

＊
サ
ン
ゴ
礁
の
保
全

分
布
調
査
、
保
護
活
動
、
生
育
調
査
，
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

海
掃
除
２
０
１
６
妻
良
地
区
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0人

２
０
１
７
小
稲
地
区
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人

２
０
１
８
小
稲
・
下
流
地
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人

２
０
１
９
小
稲
・
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流
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伊
豆
FN

Y2
01
6〜

20
19
活
動
範
囲

妻
良
地
区

海
掃
除

中
木
地
区

サ
ン
ゴ
の
保
全

小
稲
地
区

海
掃
除

下
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海
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回
収
ゴ
ミ
昨
年
と
ほ
ぼ
同
じ
約
４
９
０
kg
ほ
と
ん
ど
が
吹
き
寄
せ
ら
れ
た
と
思

わ
れ
る

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
約
３
１
０
K
g

不
燃
ゴ
ミ
は
タ
イ
ヤ
や
瓶
な
ど
１
８
０
kg

約
５
０
０
kg
の
ゴ
ミ
を
回
収

下
流
湾
内
に
も
風
で
飛
ば
さ
れ
た
可
燃
ゴ
ミ
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た

最
近
の
台
風
は
今
ま
で
に
な
い
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
が
海
岸
沿
い
の

国
道
下
に
も
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
た

妻
良
の
地
域
の
ゴ
ミ
の
量
の
調
査
は
ま
だ
行
っ
て
い
な
い
が

膨
大
な
量
の
ゴ
ミ
が
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
予
想

南
伊
豆
の
海
掃
除
２
０
１
９

下
流

２
０
１
９

.６
.９

年
々
分
別
ゴ
ミ
（
不
燃
）
は
減
少
傾
向
、
可
燃
ゴ
ミ
は
浮
遊
ゴ
ミ
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る

パ
タ
ー
ン
が
多
い
増
加
傾
向
中
で
も
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
に
よ
る
浮
遊
ゴ
ミ
の
回
収
が
多
か
っ
た

参
加
者

ダ
イ
バ
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・
海
岸
ゴ
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一
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・
シ
ー
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ヤ
ッ
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海
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ゴ
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参
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と
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に
よ
っ
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吹
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寄
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チ
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参
加
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チ
ラ
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下
流
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海
岸
清
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海
中
清
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・
２
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・
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水
産
教
室 伊
豆
FN

Y
活
動
組
織
と
南
伊
豆
町
教
育
委
員
会
で
行
う

＊
伊
豆
漁
協
南
伊
豆
支
所
青
年
部
５
０
人
近
く
が
漁
を
休
ん
で
協
力

・
20
16
年
ま
で
南
伊
豆
町
内
小
学
生
高
学
年
対
象
に
実
施

・
参
加
児
童
８
０
名
、
ス
タ
ッ
フ
２
５
名

・
南
伊
豆
地
域
の
子
供
に
海
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
教
室
。
現

在
も
継
続
中
．
20
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年
は
悪
天
候
の
た
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中
止

ゴ
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回
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可
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ヤ
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発
泡
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チ
ロ
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ル
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
可
燃
ゴ
ミ
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3㎏
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イ
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不
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発
泡
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チ
ロ
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ペ
ッ
ト
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可
燃
ゴ
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6.
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•
タ
イ
ヤ
、
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不
燃
ゴ
ミ
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、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
可
燃
ゴ
ミ
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0㎏
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南
伊
豆
の
川
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生
き
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調
査

地
域
を
流
れ
る
川
の
水
質
及
び
生
物
の
種
類
を
調
べ
る
こ
と
で
水
辺
の
環

境
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
る
。

田
ん
ぼ
の
生
き
物
調
査

地
域
の
田
ん
ぼ
の
環
境
指
標
と
な
る
生
物
の
種
類
及
び
生
息
量
を

調
べ
る
こ
と
で
田
の
水
質
や
農
薬
の
有
無
を
考
え
る
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ヒ
リ
ゾ
浜
の
清
掃
活
動

水
産
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室

い
か
の
開
き
方
を
漁
師
に
教
わ
る

磯
の
生
き
物
の
講
習
（
ヒ
リ
ゾ
浜
）
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平
成
３
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年

３
月
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日

中
木
地
区

サ
イ
ズ
測
定

サ
ン
ゴ
の
分
布
調
査

LI
N
E

中
木
地
区

５
ha

＊
サ
ン
ゴ
礁
の
保
全

中
木
地
区

分
布
調
査
・
保
護
活
動
・
生
育
調
査
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
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サ
ン
ゴ
の
分
布
調
査

コ
ド
ラ
ー
ト
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サ
ン
ゴ
の
保
護
活
動

知
ら
せ
る
こ
と
で
保
護
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

212



中
木
サ
ン
ゴ
図
鑑

 
 

ヒ
メ
エ
ダ
ミ
ド
リ
イ
シ
：

A
cr

op
or

a 
pr

ui
no

sa
●
枝
状

●
ポ
リ
プ
は
長
く
、

チ
ュ
ー
ブ
型

●
温
帯
に
お
い
て
は
、
枝

状
は
ほ
ぼ
こ
の
種
類

●
中
木
で
は
１
０
年
前
に

は
多
く
見
ら
れ
た

中
木
サ
ン
ゴ
図
鑑

製
作
中
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FN

Y
活
動
組
織

214



20
19
/1
0/
29 1

サ
ン

ゴ
礁

に
関

す
る

ト
ピ

ッ
ク

ス
20

18
-2
01

9

四
国

海
と

生
き

物
研

究
室

岩
瀬

文
人

近
年

の
サ

ン
ゴ

を
取

り
巻

く
状

況
の

推
移

20
14

ー
世
界
各
地
で
高
水
温
に
よ
る
サ
ン
ゴ
の
白
化
が
顕
在
化

20
16

ー
20
17

グ
レ
ー
ト
バ
リ
ア
リ
ー
フ
北
部
で
90

％
を
超
え
る
大
規
模
白
化

日
本
で
も
八
重
山
･宮

古
諸
島
で
大
規
模
な
白
化

20
17

年
4 月

23
日
『
サ
ン
ゴ
の
大
規
模
白
化
現
象
に
関
す
る
緊
急
宣
言
』

気
候
変
動
対
策
と
し
て
「
緩
和
」
だ
け
で
な
く
「
適
応
」
も
重
要

20
17

年
1-
3 月

四
国
東
岸
で
低
水
温
に
よ
る
亜
熱
帯
種
サ
ン
ゴ
大
量
死

20
18

年
1-
3 月

四
国
土
佐
湾
東
部
で
低
水
温
に
よ
る
サ
ン
ゴ
の
大
量
死

紀
伊
半
島
南
西
岸
で
低
水
温
に
よ
る
サ
ン
ゴ
の
大
量
死

オ
ニ
ヒ
ト
デ
は
四
国
で
慢
性
化

他
は
収
束

20
19

年
1-
4 月

グ
レ
ー
ト
バ
リ
ア
リ
ー
フ
南
部
（
ロ
ー
ド
ハ
ウ
島
）
で

大
規
模
な
白
化

20
19

年
は

目
立

っ
た

白
化

な
し

目
立

っ
た

食
害

な
し

サ
ン

ゴ
に

関
わ

る
主

な
撹

乱
要

因
は
台
風

先
島

コ
ー

ス
と

本
土

コ
ー

ス
豪

雨
災

害

本
土

で
台

風
に

よ
る

豪
雨

国
立

情
報

学
研

究
所

デ
ジ

タ
ル

台
風

の
H
Pよ

り

台
風

に
よ

る
海

水
攪

拌

1
1号

8月
24
日
台
湾
南
部
上
陸

1
3号

9月
5日
宮
古
島
上
陸

1
5号

9月
9日
千
葉
市
上
陸

1
7号

9月
21
日
沖
縄
接
近
→
日
本
海

1
8号

9月
30
日
八
重
山
接
近
→
日
本
海

1
9号

1
0月

1
2日
伊
豆
半
島
に
上
陸

気
象

庁
の
HP

よ
り

改
変

5号
7月

18
日
石
垣

20
日
韓
国

6号
7月

27
日
三
重
県
南
部
上
陸

8号
8月

6日
宮
崎
市
上
陸

9号
8月

8日
多
良
間
島

1
0号

8月
15
日
豊
後
水
道
→
日
本
海

1
2

3
4

5

20
19
/1
0/
29 1

サ
ン

ゴ
礁

に
関

す
る

ト
ピ

ッ
ク

ス
20

18
-2
01

9

四
国

海
と

生
き

物
研

究
室

岩
瀬

文
人

近
年

の
サ

ン
ゴ

を
取

り
巻

く
状

況
の

推
移

20
14

ー
世
界
各
地
で
高
水
温
に
よ
る
サ
ン
ゴ
の
白
化
が
顕
在
化

20
16

ー
20
17

グ
レ
ー
ト
バ
リ
ア
リ
ー
フ
北
部
で
90

％
を
超
え
る
大
規
模
白
化

日
本
で
も
八
重
山
･宮

古
諸
島
で
大
規
模
な
白
化

20
17

年
4 月

23
日
『
サ
ン
ゴ
の
大
規
模
白
化
現
象
に
関
す
る
緊
急
宣
言
』

気
候
変
動
対
策
と
し
て
「
緩
和
」
だ
け
で
な
く
「
適
応
」
も
重
要

20
17

年
1-
3 月

四
国
東
岸
で
低
水
温
に
よ
る
亜
熱
帯
種
サ
ン
ゴ
大
量
死

20
18

年
1-
3 月

四
国
土
佐
湾
東
部
で
低
水
温
に
よ
る
サ
ン
ゴ
の
大
量
死

紀
伊
半
島
南
西
岸
で
低
水
温
に
よ
る
サ
ン
ゴ
の
大
量
死

オ
ニ
ヒ
ト
デ
は
四
国
で
慢
性
化

他
は
収
束

20
19

年
1-
4 月

グ
レ
ー
ト
バ
リ
ア
リ
ー
フ
南
部
（
ロ
ー
ド
ハ
ウ
島
）
で

大
規
模
な
白
化

20
19

年
は

目
立

っ
た

白
化

な
し

目
立

っ
た

食
害

な
し

サ
ン

ゴ
に

関
わ

る
主

な
撹

乱
要

因
は
台
風

先
島

コ
ー

ス
と

本
土

コ
ー

ス
豪

雨
災

害

本
土

で
台

風
に

よ
る

豪
雨

国
立

情
報

学
研

究
所

デ
ジ

タ
ル

台
風

の
H
Pよ

り

台
風

に
よ

る
海

水
攪

拌

1
1号

8月
24
日
台
湾
南
部
上
陸

1
3号

9月
5日
宮
古
島
上
陸

1
5号

9月
9日
千
葉
市
上
陸

1
7号

9月
21
日
沖
縄
接
近
→
日
本
海

1
8号

9月
30
日
八
重
山
接
近
→
日
本
海

1
9号

1
0月

1
2日
伊
豆
半
島
に
上
陸

気
象

庁
の
HP

よ
り

改
変

5号
7月

18
日
石
垣

20
日
韓
国

6号
7月

27
日
三
重
県
南
部
上
陸

8号
8月

6日
宮
崎
市
上
陸

9号
8月

8日
多
良
間
島

1
0号

8月
15
日
豊
後
水
道
→
日
本
海

1
2

3
4

5

20
19
/1
0/
29 1

サ
ン

ゴ
礁

に
関

す
る

ト
ピ

ッ
ク

ス
20

18
-2
01

9

四
国

海
と

生
き

物
研

究
室

岩
瀬

文
人

近
年

の
サ

ン
ゴ

を
取

り
巻

く
状

況
の

推
移

20
14

ー
世
界
各
地
で
高
水
温
に
よ
る
サ
ン
ゴ
の
白
化
が
顕
在
化

20
16

ー
20
17

グ
レ
ー
ト
バ
リ
ア
リ
ー
フ
北
部
で
90

％
を
超
え
る
大
規
模
白
化

日
本
で
も
八
重
山
･宮

古
諸
島
で
大
規
模
な
白
化

20
17

年
4 月

23
日
『
サ
ン
ゴ
の
大
規
模
白
化
現
象
に
関
す
る
緊
急
宣
言
』

気
候
変
動
対
策
と
し
て
「
緩
和
」
だ
け
で
な
く
「
適
応
」
も
重
要

20
17

年
1-
3 月

四
国
東
岸
で
低
水
温
に
よ
る
亜
熱
帯
種
サ
ン
ゴ
大
量
死

20
18

年
1-
3 月

四
国
土
佐
湾
東
部
で
低
水
温
に
よ
る
サ
ン
ゴ
の
大
量
死

紀
伊
半
島
南
西
岸
で
低
水
温
に
よ
る
サ
ン
ゴ
の
大
量
死

オ
ニ
ヒ
ト
デ
は
四
国
で
慢
性
化

他
は
収
束

20
19

年
1-
4 月

グ
レ
ー
ト
バ
リ
ア
リ
ー
フ
南
部
（
ロ
ー
ド
ハ
ウ
島
）
で

大
規
模
な
白
化

20
19

年
は

目
立

っ
た

白
化

な
し

目
立

っ
た

食
害

な
し

サ
ン

ゴ
に

関
わ

る
主

な
撹

乱
要

因
は
台
風

先
島

コ
ー

ス
と

本
土

コ
ー

ス
豪

雨
災

害

本
土

で
台

風
に

よ
る

豪
雨

国
立

情
報

学
研

究
所

デ
ジ

タ
ル

台
風

の
H
Pよ

り

台
風

に
よ

る
海

水
攪

拌

1
1号

8月
24
日
台
湾
南
部
上
陸

1
3号

9月
5日
宮
古
島
上
陸

1
5号

9月
9日
千
葉
市
上
陸

1
7号

9月
21
日
沖
縄
接
近
→
日
本
海

1
8号

9月
30
日
八
重
山
接
近
→
日
本
海

1
9号

1
0月

1
2日
伊
豆
半
島
に
上
陸

気
象

庁
の
HP

よ
り

改
変

5号
7月

18
日
石
垣

20
日
韓
国

6号
7月

27
日
三
重
県
南
部
上
陸

8号
8月

6日
宮
崎
市
上
陸

9号
8月

8日
多
良
間
島

1
0号

8月
15
日
豊
後
水
道
→
日
本
海

1
2

3
4

5

20
19
/1
0/
29 1

サ
ン

ゴ
礁

に
関

す
る

ト
ピ

ッ
ク

ス
20

18
-2
01

9

四
国

海
と

生
き

物
研

究
室

岩
瀬

文
人

近
年

の
サ

ン
ゴ

を
取

り
巻

く
状

況
の

推
移

20
14

ー
世
界
各
地
で
高
水
温
に
よ
る
サ
ン
ゴ
の
白
化
が
顕
在
化

20
16

ー
20
17

グ
レ
ー
ト
バ
リ
ア
リ
ー
フ
北
部
で
90

％
を
超
え
る
大
規
模
白
化

日
本
で
も
八
重
山
･宮

古
諸
島
で
大
規
模
な
白
化

20
17

年
4 月

23
日
『
サ
ン
ゴ
の
大
規
模
白
化
現
象
に
関
す
る
緊
急
宣
言
』

気
候
変
動
対
策
と
し
て
「
緩
和
」
だ
け
で
な
く
「
適
応
」
も
重
要

20
17

年
1-
3 月

四
国
東
岸
で
低
水
温
に
よ
る
亜
熱
帯
種
サ
ン
ゴ
大
量
死

20
18

年
1-
3 月

四
国
土
佐
湾
東
部
で
低
水
温
に
よ
る
サ
ン
ゴ
の
大
量
死

紀
伊
半
島
南
西
岸
で
低
水
温
に
よ
る
サ
ン
ゴ
の
大
量
死

オ
ニ
ヒ
ト
デ
は
四
国
で
慢
性
化

他
は
収
束

20
19

年
1-
4 月

グ
レ
ー
ト
バ
リ
ア
リ
ー
フ
南
部
（
ロ
ー
ド
ハ
ウ
島
）
で

大
規
模
な
白
化

20
19

年
は

目
立

っ
た

白
化

な
し

目
立

っ
た

食
害

な
し

サ
ン

ゴ
に

関
わ

る
主

な
撹

乱
要

因
は
台
風

先
島

コ
ー

ス
と

本
土

コ
ー

ス
豪

雨
災

害

本
土

で
台

風
に

よ
る

豪
雨

国
立

情
報

学
研

究
所

デ
ジ

タ
ル

台
風

の
H
Pよ

り

台
風

に
よ

る
海

水
攪

拌

1
1号

8月
24
日
台
湾
南
部
上
陸

1
3号

9月
5日
宮
古
島
上
陸

1
5号

9月
9日
千
葉
市
上
陸

1
7号

9月
21
日
沖
縄
接
近
→
日
本
海

1
8号

9月
30
日
八
重
山
接
近
→
日
本
海

1
9号

1
0月

1
2日
伊
豆
半
島
に
上
陸

気
象

庁
の
HP

よ
り

改
変

5号
7月

18
日
石
垣

20
日
韓
国

6号
7月

27
日
三
重
県
南
部
上
陸

8号
8月

6日
宮
崎
市
上
陸

9号
8月

8日
多
良
間
島

1
0号

8月
15
日
豊
後
水
道
→
日
本
海

1
2

3
4

5

②サンゴ礁に関するトピックス

215



20
19
/1
0/
29 1

サ
ン

ゴ
礁

に
関

す
る

ト
ピ

ッ
ク

ス
20

18
-2
01

9

四
国

海
と

生
き

物
研

究
室

岩
瀬

文
人

近
年

の
サ

ン
ゴ

を
取

り
巻

く
状

況
の

推
移

20
14

ー
世
界
各
地
で
高
水
温
に
よ
る
サ
ン
ゴ
の
白
化
が
顕
在
化

20
16

ー
20
17

グ
レ
ー
ト
バ
リ
ア
リ
ー
フ
北
部
で
90

％
を
超
え
る
大
規
模
白
化

日
本
で
も
八
重
山
･宮

古
諸
島
で
大
規
模
な
白
化

20
17

年
4 月

23
日
『
サ
ン
ゴ
の
大
規
模
白
化
現
象
に
関
す
る
緊
急
宣
言
』

気
候
変
動
対
策
と
し
て
「
緩
和
」
だ
け
で
な
く
「
適
応
」
も
重
要

20
17

年
1-
3 月

四
国
東
岸
で
低
水
温
に
よ
る
亜
熱
帯
種
サ
ン
ゴ
大
量
死

20
18

年
1-
3 月

四
国
土
佐
湾
東
部
で
低
水
温
に
よ
る
サ
ン
ゴ
の
大
量
死

紀
伊
半
島
南
西
岸
で
低
水
温
に
よ
る
サ
ン
ゴ
の
大
量
死

オ
ニ
ヒ
ト
デ
は
四
国
で
慢
性
化

他
は
収
束

20
19

年
1-
4 月

グ
レ
ー
ト
バ
リ
ア
リ
ー
フ
南
部
（
ロ
ー
ド
ハ
ウ
島
）
で

大
規
模
な
白
化

20
19

年
は

目
立

っ
た

白
化

な
し

目
立

っ
た

食
害

な
し

サ
ン

ゴ
に

関
わ

る
主

な
撹

乱
要

因
は
台
風

先
島

コ
ー

ス
と

本
土

コ
ー

ス
豪

雨
災

害

本
土

で
台

風
に

よ
る

豪
雨

国
立

情
報

学
研

究
所

デ
ジ

タ
ル

台
風

の
H
Pよ

り

台
風

に
よ

る
海

水
攪

拌

1
1号

8月
24
日
台
湾
南
部
上
陸

1
3号

9月
5日
宮
古
島
上
陸

1
5号

9月
9日
千
葉
市
上
陸

1
7号

9月
21
日
沖
縄
接
近
→
日
本
海

1
8号

9月
30
日
八
重
山
接
近
→
日
本
海

1
9号

1
0月

1
2日
伊
豆
半
島
に
上
陸

気
象

庁
の
HP

よ
り

改
変

5号
7月

18
日
石
垣

20
日
韓
国

6号
7月

27
日
三
重
県
南
部
上
陸

8号
8月

6日
宮
崎
市
上
陸

9号
8月

8日
多
良
間
島

1
0号

8月
15
日
豊
後
水
道
→
日
本
海

1
2

3
4

5

216



1

海
陽
町
宍
喰
・
竹
ヶ
島
海

域
公
園
の
サ
ン
ゴ
の
話

四
国
海
と
生
き
も
の
研
究
室
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サ
ン
ゴ
が
危
な
い
！

•海
が
よ
ご
れ
て
サ
ン
ゴ
が
よ
わ
る

•オ
ニ
ヒ
ト
デ
や
巻
貝
が
ふ
え
た

•高
水
温
や
低
水
温
に
よ
る
白
化

•自
然
再
生
：ど
う
す
れ
ば
サ
ン
ゴ
が
増

え
る
？
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サ
ン
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を
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や
す
3
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の
方
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い
ま
ど
う
な
の
か
を
正
し
く知
る

②
海
を
き
れ
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に
し
て
健
康
な
サ
ン
ゴ

を
増
や
す

③
オ
ニ
ヒ
ト
デ
な
ど
サ
ン
ゴ
を
食
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１）伊江島海の会（沖縄県 伊江村） 
 

【H28 年度からの活動における課題】 

サンゴの移植について：各年度場所を変更して行っているが、年により成長が異なること。

漂流・漂着物・堆積物処理：漂着物については、減少する様子がない。  

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：伊江島周辺でのサンゴ礁の保全・維持・回復を図る。 

平成 29 年度：伊江島周辺でのサンゴ礁の保全・維持・回復を図る。 

平成 30 年度：伊江島周辺でのサンゴ礁の保全・維持・回復を図る。 

令和元年度：伊江島周辺でのサンゴ礁の保全・維持・回復を図る。 

 

 

【平成 28 年度からの活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

サンゴ礁

の保全 

食害生物の除去 

組織構成員により、オニヒ

トデの駆除を行う。 

これまでに 8回開催 

142 個体除去 

年々個体が小さく（10

㎝程度）なってきてお

り、採捕するのが難し

くなっている。 

 浮遊堆積物の除去 

組織構成員により、岩盤清

掃を行うことにより、サン

ゴの卵が付着しやすい環境

を作る。 

これまでに 13 回開催 

東側海域では、サンゴの

比度が上がってきてい

る 

サンゴが大きくなり

始めてからの白化な

ど、今後の状況にも注

意したい。 

 サンゴの移植 

伊江島の小学生にサンゴ植

え付け用苗の準備をしても

らい、組織構成員による植

え付けを行う。 

年 1回開催 

学校関係者等に協力頂

き、種苗準備を行い、組

織構成員による植え付

けを行った。 

各年、場所によって成

長度合いが変化する

こと。 

漂流・漂

着物・堆

積物処理 

漂流・漂着物・堆積物の回

収 

組織構成員により、台風襲

来後など、漂流物の状況を

見ながら回収作業実施。 

海底に放置されている漁具

などを回収。 

これまでに海岸清掃 7

回、海底清掃 9回開催 

海岸漂流物約 7.5ｔ回

収。 

放置漁具等を約 19ｔ回

収。 

漂着ゴミが減少する

様子がなく、外国のゴ

ミも多くみられる。 

 

④参加活動組織活動実績資料 
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【活動状況の写真】 

 
オニヒトデによる食害の様

子 

10 ㎝以下のオニヒトデ 

 

岩盤清掃作業の様子 

 
伊江島西側岩盤清掃 子供たちによるサンゴの苗

づくり 

サンゴ移植作業 

 
移植後の様子 28 年移植サンゴ 29 年移植サンゴ  

 
30 年移植サンゴ 海岸清掃の様子 清掃後集合写真 

 
海底清掃の様子（放置漁具） モニタリングの様子 モニタリングの様子 
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【H25 年度からの活動における課題】 

 

 

【活動の目標】 

平成 25 年度～平成 27 年度：伊江島周辺でのサンゴ礁の保全・維持・回復を図る。 

 

【第Ⅰ期平成 25～27 年度の活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

サンゴ礁の

保全 

食害生物の除去 

組織構成員により、オニヒ

トデの駆除を行う。 

10 回実施 

これまでに1,492個体

のオニヒトデを駆除 

個体が小さくなって

きており、採捕する

のが難しくなってい

る。 

 浮遊堆積物の除去 

組織構成員により、岩盤清

掃を行うことにより、サン

ゴの卵が付着しやすい環境

を作る。 

10 回実施 

これまで継続して行

うことで、サンゴが増

加してきている。 

サンゴが大きくなり

始めてからの白化な

ど、今後の白化の状

況にも注意したい。

漂流・漂着

物・堆積物

処理 

漂流・漂着物・堆積物の回収

組織構成員により、台風襲

来後など、漂流物の状況を

見ながら回収作業実施。 

海底に放置されている漁具

などを回収。 

年 4回実施 

これまでに約 20ｔ以

上のゴミ等を回収。 

漂着ゴミが減少する

様子がなく、近年は

外国のゴミも多くみ

られる。 
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【活動状況の写真】 

 
オニヒトデ駆除の様子 オニヒトデの食害の様子 駆除したオニヒトデ  

 
浮遊堆積物除去（岩盤清掃）

作業の様子 

岩盤清掃場所と周辺のサンゴ 岩盤清掃用資材 

 
23 年頃(岩盤清掃地点周辺)  25 年頃(岩盤清掃地点周辺) 27 年頃(岩盤清掃地点周辺) 

 
台風後のゴミ 作業の様子 作業後終了後  

 
海底ゴミ ゴミ回収の様子 ゴミ回収の様子 
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８ 体験プログラム（案）と紙芝居（案） 

 

 水産多面的機能発揮対策情報サイト ひとうみ JP では 

「サポート情報」として体験学習の素案となる「ウニの体験

学習案」や「藻場の体験学習案」等の提供を行っていますが、

現在、全国漁業協同組合連合会と全国内水面漁業協同組合連

合会では、現在、活動組織が取組む地域住民や小中学生等を

対象とした「教育・学習」活動の参考となる体験学習素案や

資料となる紙芝居などからなる「教育・学習の手引き」を作

成中です。 
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プログラム案「不思議な生き物ウニと藻場のお話」（藻場保全活動） 

（海と漁の体験研究所 大浦佳代） 

1． 活動の目的 

・藻場にかかわりの深い「ウニ」という面白い生き物について体験的に学んでもらう 

・ウニを通して、藻場の生態系、たいせつさ、磯焼けなどの課題について学んでもらう 

・実際におこなっている藻場保全の活動について伝え、共感と協働につなげる 

・漁師など活動組織との「人と人の交流」を通して、漁村や漁業に親しみを感じてもらう 

 

2． 対 象 

小学校 3 年生ぐらい～中学生。 

小学生が対象の場合には、体験を中心とした学習に。小学校高学年や中学生対象の場合は、「体験する」や「学

ぶ」の活動時間を調整し「考える」の項目を入れるとよいでしょう。 

 

3． 活動の展開（100 分＝小学校の授業 2 コマ＋休み時間） 

 

 学習活動 

◎おもな活動 ○発問や指示 ・参加者の反応 

指導者のかかわり 

・解説など ！注意事項 ＊準備物 

 

つ

か

む 

15

分 

◎導入 

○指導者の自己紹介（県市 JF 職員なども全員）

 漁師であること、海との係わり、特技などひと

ことを加える 

○今日の授業の流れを説明 

 

 

 

 

◎班分け 

 3～5 人に班分け（事前に学校に伝えておく） 

 

◎課題の把握 

○ウニを食べたことはありますか？ 

・ある・おいしい・苦い・ない 

○ウニに足があるって知っていますか？ 

 ・知らない ・とげのこと？ 

 

◎ウニの絵を描く 

○ウニの絵を班ごとに描いてください。ウニには

足、口、お尻の穴があるので、描き込んでくだ

さい。口やお尻の位置を矢印で示しても OK。

○描いた絵をみんなに発表しましょう 

 

＊名札を着用（できればニックネーム） 

！生徒に親しまれやすいように話しかける。 

 

・最近、この地域の海の環境に異変が起きています。

・わたしたち漁師は、環境を守る活動をしています。

・今日は、海の異変と環境活動にかかわりの深い「ウ

ニ」の観察と試食をします。そして、海の環境につ

いて学び、考えてもらいます。 

 

・班に 1 人ずつ活動組織のメンバーがつく。指導とい

うより「見守り」と「交流」（親しく話をする）。 

 

！生徒の質問には答えない。この後、体験しながら自

分で気づいてもらう、あるいは考えてもらう。 

 

 

 

＊A4 の白い紙と筆記用具 

！ここでも生徒の質問には答えない。想像し、考えさ

せることが大事。 

・テストではないので、正解する必要はありません。

自分たちの思ったとおりに描いてください。 

 

①藻場部会 
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体

験

す

る 

30 

分 

◎ウニの観察と解剖 

○水槽の海水にウニを入れて観察しよう。 

・とげが動く ・とげ以外に動くものがある 

・口とお尻はどこだろう… 

○ウニをひっくり返してみよう。 

・起き上がった ・水槽の横にはりついた 

 

○生徒が管足を確認し、じっくり観察できたら、

「ウニの足」について解説する。 

 

 

 

 

◎ウニ殻を観察 

○穴をのぞいて外側を透かし見てみよう。 

○トゲと足は、どんなふうに並んでいるかな？ 

・列になっている ・短いトゲと長いトゲがある

・トゲの列の間に足の列がある… 

○口とお尻はどこだろう？ 

ヒント：体の上と下にある。どっちが口？ 

 どうやって食事をするのかな？ 

 

◎ウニの解剖 

○ウニを割って、体の中を調べてみよう。 

○口をはずしてみよう。 

○歯は何本あるかな？ 

○この口と歯で、何を食べているのかな？ 

 

○わたしたちが食べる部分はどこかな？ 

○内臓を見てみよう。 

 

 

＊生きているウニ（班に 1 匹）、海水を入れた水槽、

虫めがねやルーペなど 

 

・トゲとは別に、動く細い線が出ていることに気づき

ましたか？ 先が吸盤になっていることも気づき

ましたか？ ルーペで見てみましょう。 

・細い線がウニ足です。管状なので「管足」といいま

す。先が吸盤になっていて、海藻や岩などに吸いつ

いて体を固定しています。管足は殻の内側につなが

っていて、ポンプ式に水を出し入れすることで伸び

縮みします。 

 

＊ウニの殻（班に 1 個）。事前に拾い集めておく。 

・殻に小さな穴があいているのがわかりましたね。こ

れが管足の穴です。 

・2 列×5 組ありますね。ウニはヒトデの仲間で、体

が 5 つのパーツからできています。 

・表面のボツボツは、トゲがついていた根元です。 

・下面の穴は口、上面の穴はお尻の穴があった場所で

す。 

 

＊ウニ割り、ピンセット、バット。 

・とがっているのが歯。5 本の歯を UFO キャッチャ

ーのように開閉して食事をします。 

・ウニは雑食性です。でも海藻（コンブ、カジメ、ワ

カメなど）がいちばん好きです。 

・歯もトゲの列も 5 つありましたね。 

・やはり 5 つあります。これは卵巣と精巣ですが肉眼

では見分けられません。黒い帯状のものは腸です。

食べた海藻のかけらも見えますね。 

 

 

味

わ

う

10

分 

◆ウニが手に入れば実施 

◎ウニを食べる体験 

○ウニの命に感謝して、いただきましょう。 

 

＊ウニ、ウニ割り、スプーン、皿など 

・ウニは生徒に割らせるようにする。ウニの命をいた

だく実感を伴う大事な体験。 

・ウニの身の出し方について指導する。 

・時間があれば、ウニ漁の方法、漁期、ウニの加工の

仕方などについて「リアルな漁師話」をする。 

 

15

分 

◎休憩、片づけなど ＊バケツ、ぞうきん、ごみ袋など 

・ウニの殻をはじめ、ごみは持ち帰り、学校の負担に

ならないよう配慮。 
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考

え

る 

 

◆小学校高学年、中学生向け 

◎ウニと藻場のかかわり（屋内、屋根のある野外）

○海の変化を漁師さんに聞こう。 

→ 漁師が海の中の変化や漁獲との関係につい

て話す。進行役とのインタビュー形式でもよい。

 

○なぜ身のないウニが増えたのでしょう？ 

・食べ物がない ・まだ若い ・旬ではない……

 

○「磯焼け」の原因を考えてみよう。 

・温暖化 ・富栄養化 ・海が汚くなった…… 

 

 

 

○どうしたら藻場が回復するでしょう？ 

・海藻の種をまく ・ウニを減らす…… 

→まず個人で考える→班内で意見交換→全体で

発表し意見を共有。 

 

！ここでは正解を求めるのではなく、自由な発想を出

してもらう。自分の頭で想像し考え、身近な海の環

境問題を「自分ごと」にしてもらうことが目的。 

 

・リアルな実体験を、語りかけるように話す。 

 

 

 

 

＊磯焼けの写真。 

・写真を見せて「磯焼け」という現象について伝える。

・海藻がなくなっても、雑食性のウニは死なないが、

栄養不足で身が入らない。 

 

＊白い紙、ふせん、マジックペンなど。 

・正解を求めない。発表内容はすべて「面白い、すば

らしい、実際に行っています」などと、ほめる。 

 

学

ぶ

20

分 

 

 

 

◎藻場の大切さと保全活動 

○PPT などの教材を使って、藻場の生態系、たい

せつさ、磯焼け、ウニと藻場のかかわり、その

地域での保全活動について紹介する。 

 

◎まとめ、終わりのあいさつ 

 

 

＊藻場の生態と保全活動についての解説 PPT 

 

 

 

・漁師さんは、魚介類をとっているだけではなく、海

の環境を守る活動もしています。 

・大切な地元の海を守る活動に、みなさんも参加して

くれるとうれしいです。またお会いしましょう。 

 

10

分 

◎感想文、アンケートの記入 

○時間が余れば、感想を発表。 

！学校側にもアンケートや事後の聞き取りなどをお

こない、次の活動にいかしたい。 

 

 

 

◆補足 

・学校での出前授業の実施には、前年度からの日程調整、どの学年のどんな学習にするか、内容や進行、安全面

の検討（ウニの試食を含む）など、学校との綿密な話し合いと連携が必要です。 

・ひとつのプログラムは「1 回やってしまったら終わり」ではありません。対象や学年をかえて、何度でも行う

ことでより磨き上げていくことができます。 

・「教育・学習」活動の対象は、学校に限られているわけではありません。子育てサークル、塾や習い事、スポー

ツクラブ、広報での募集、近所の知り合いの親子など、さまざまな対象が考えられます。 

 また、このプログラムは最近注目される「体験型」の観光商品としても活用できます。 
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2.2 アクティビティ（体験プログラム） 

2.2.1 藻場 

 

●例 2（福島先生）テーマ：食植生の魚の観察（解剖）と食体験 

タイトル みんなで「食べて！！磯焼け対策！」 

① 活動の目的 

・学校教育における海洋教育「海に親しみ」「海を知り」「海を守り」「海を利用する」学習を

行う。 

・海洋環境の保全・藻場の大切さについて学ぶことで、地域全体で海洋環境保全の取り組み

に繋がる。 

・児童生徒は海洋の役割、大切さについて学び、指導者（漁業者・高校生）は教えることで

知識を深化することができ、体外的な活動をすることで、言語活動の充実に繋がる。 

・児童生徒と指導者（漁業者・高校生）が、主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラー

ニング）を行うことで、藻場の保全・海洋環境の保全について深い学びができる。 

  ＊対話的な学びの事例 

   ①実社会で働く人々が連携・協働して社会に見られる課題を解決している姿を調べたり、

実社会の人々の話を聞いたりすることで自らの考えを広める。 

②あらかじめ個人で考えたことを、意見交換したり、議論したりすることで新たな考え

方に気が付いたり、自分の考えをより妥当なものとしたりする。 

③子供同士の対話に加え、子供と教員、子供と地域の人、との対話を図る。 

・「食べて！磯焼け対策」を紹介することで、命に感謝しながら水産資源を食べること（食育）

を行う。 

② 活動の対象  

 ・小学校高学年～中学生・高校生・大学生・一般 

③活動の展開 

 ・２時間程度 

 学習活動 

◎ おもな活動 

○ 発問や指示 

・ 参加者の反応 

指導者のかかわり 

・ 解説など 

！ 注意事項 

＊ 準備物 

導

入 

５

分 

◎導入 

○「海が好きか」「海のイメージ」「海は大

切か等事前アンケートの実施 

 

！事後アンケートとの数値変化がわかるよう

なアンケート内容にする。 

説

明 

15

分 

◎パワーポイントによる説明 

１・指導者の紹介 

２・海藻の利用（どのような商品・食材に

海藻が利用されているのかクイズ形

 

 

！クイズ形式でそれぞれ挙手をさせると反

応が良い 
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式で質問） 

３・海藻の健康効果（クイズ形式で質問）

４・藻場の役割 

 （酸素の供給・水質の浄化・生物多様性

の維持・産卵場・幼稚魚の保育場の提

供） 

５・磯焼けとは？ 

６・磯焼けの原因 

７・植食性生物とは 

８・藻場の保全の方法（グループワーク）

９・まとめ 

「海を大切にすること」 

「海を守ること」 

「命に感謝して食事をすること(食育)」 

 

 

 

 

 

 

 

 

・グループワークで植食性生物の対策につい

て考え、各班で発表する 

＊班ごとに、まとめ用の用紙を配布 

 

解

剖

20

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎解剖 ～アイゴはどんな海藻を食べてい

るのかな？～ 

 ○アイゴの鰭の毒について説明 

 ○各鰭をキッチンバサミで全て切り落と  

  す 

 ○肛門よりハサミを入れ内臓が見えるよ

うに腹部を切り開く 

 ○植食性魚類の特徴である、腸の長さを確

認するために、丁寧に腸膜を剥がし、腸

を伸ばす 

 ○腸の内容物の確認（腸を切り、未消化の

内容物を取り出す） 

 ○取り出した海藻の種類を同定する。 

  →漁獲した海域にどのような海藻が繁

茂しているかわかる 

   

 ○アイゴが食べる海藻の量を確認する 

   

 

  

 

 

 

○海藻の種類を解説する 

＊衛生面に配慮し、解剖器具と調理器具を分け

ておく（解剖したアイゴは調理には使用しな

い） 

！背鰭・腹鰭・臀鰭の棘条に毒を持つので取り

扱いに注意する 

！鰭を切り落とすまで、子供には手を触れさせ

ない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！目視による同定が難しい場合は、顕微鏡やス

マホの拡大レンズを使用しても良い 

！シャーレに水を入れ、取り出した海藻を入れ

ると、海藻の種類が判別しやすい 

！主催者は机間巡視を行い、海藻の種類につい

て助言を与える  

＊実物の海藻（実物）を提示する 
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調

理

70

分 

 

◎調理「食べて！！磯焼け対策！」 

 ○各鰭をキッチンバサミで全て切り落と 

  す 

 ○三枚に降ろし、皮を取り除く。 

 ○それぞれの班で考案した調理方法で調

理を行う。 

 

（調理例） 

・アイゴのフライ・アイゴのフライバーガ

ー・ミンチ状にしてハンバーグ・魚肉マン

・トマトソースパスタ 等 

 

○小学生高学年・中学生向き 

 アイゴのフライ・ハンバーグ・つみれ 

 

○高校生・一般向き 

 アイゴを利用したオリジナルレシピの考

案→考案者に調理コンテスト等に積極的に

応募するように提案する 

！鰭の棘の取り扱いに注意。すぐに処分するこ

と 

！鰭を切り落とすまで、子供には手を触れさせ

ない 

！調理は必ず大人が補助に入り、安全に留意す

ること 

！調理用のアイゴは事前に内臓を除去してお  

 く 

 

！アイゴは皮と内臓に磯臭さがあるが、身は臭

みもない白身魚なので、どのような調理方法

でも美味しく食べることができる 

 

 

 

 

 

 

！各班で考案した（事前にレシピや材料を検討

しおき、当日は材料を準備しておく）オリジ

ナルレシピでコンテスト形式の調理を行う

と、参加者の意欲向上や、新たな調理方法の

活用に繋がる 

ま

と

め 

10

分 

◎まとめ 

○まとめの言葉 

アイゴ等の植食性生物は海藻を食べてし

まう「海のやっかい者」ですが、アイゴに

も命があります。命に感謝して美味しく食

べること、つまり「食べて！！磯焼け対策」

が藻場の保全にも繋がります。皆さんでこ

れからも「海を愛し・海を守り・今日学ん

だ海の大切さを誰かに伝える」気持ちを忘

れないでください。 

 

＊感想用紙・事後アンケートの記入 

 

！事前アンケートと事後アンケートの項目は

同じ内容とし、数値変化を記録として保存し

ておくと、教育効果を検証するときに役立つ
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出前授業「海と藻場の大切さを知ろう（オープンスポアバック）」 

学習指導案 
 

１・活動の目的 

（１）学校教育における海洋教育「海に親しみ」「海を知り」「海を守り」「海を利用する」学習を行う。 

（２）海洋環境の保全・藻場の大切さについて学ぶことで、地域全体で海洋環境保全の取り組みに繋が

る。 

（３）児童生徒は海洋の役割、大切さについて学び、指導者（漁業者・高校生）は教えることで知識を

深化することができ、体外的な活動をすることで、言語活動の充実に繋がる。 

（４）児童生徒と指導者（漁業者・高校生）が、主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）

を行うことで、藻場の保全・海洋環境の保全について深い学びができる。 

  ＊対話的な学びの事例 

   ①実社会で働く人々が連携・協働して社会に見られる課題を解決している姿を調べたり、実社会

の人々の話を聞いたりすることで自らの考えを広める。 

②あらかじめ個人で考えたことを、意見交換したり、議論したりすることで新たな考え方に気が付

いたり、自分の考えをより妥当なものとしたりする。 

③子供同士の対話に加え、子供と教員、子供と地域の人、との対話を図る。 

（５）「食べて！磯焼け対策」を紹介することで、命に感謝しながら水産資源を食べること（食育）を

行う。 

 

２・活動の展開 

主な活動内容 活動内容 注意点 

導入 「海が好きか」「海のイメージ」「海は大切か」等 

事前アンケートの実施 

 

パワーポイントによる説明 

 

アクティブラーニング 

 

１・指導者の紹介 

 

２・海藻の利用（どのような商品・食材に海藻が利

用されているのかクイズ形式で質問） 

 

３・海藻の健康効果（クイズ形式で質問） 

 

４・藻場の役割 

 （酸素の供給・水質の浄化・生物多様性の維持・

産卵場・幼稚魚の保育場の提供） 

 

５・磯焼けとは？ 

 

６・磯焼けの原因 

 

７・植食性生物とは 

 

 

８・藻場の保全の方法（グループワーク） 

 「食べて！磯焼け対策」 

  「オープンスポアバック」の役割の説明 

 

 

＊アクティブラーニング

 （主体的・対話的で深

い学び） 

 

・クイズ形式 

 挙手 

 

 

 

 

 

 

 

 

・グループワークで植

食性生物の対策につ

いて考え、各班で発表

する。（班ごとに、まとめ

用の用紙を配布） 
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９・まとめ 

 「海を大切にすること」 

「海を守ること」 

「命に感謝して食事をすること(食育)」 

・「食べて！磯焼け対

策」では一緒に植食性

生物の調理や、試食を

行う。 

 

オープンスポアバックへの 

描画 

１・各自オープンスポアバックに好きな絵を描く。 

 各自学んだことや、感じたことを好きなように絵を

描く。 

 

２・班ごとに発表を行う。 

 （全体の構成・なぜこの絵を描いたのか、どのよう

な想いを込めて描いたのか・・・等） 

用意するもの 

マジック・新聞紙 

 

・指導者や参加者は常

に巡視し、児童生徒が

なぜこの絵を描いたの

か、どのような想いを込

めて絵を描いているの

か等の声掛けを行い、

コミュニケーションを図

る。 

オープンスポアバックの 

海洋投棄 

実施場所・時間等を考慮し、実施する。 

（後日実施でも可。その場合は写真を撮り、参加者

に配布・報告する） 

 

 

まとめ 事後アンケートを実施し、児童生徒が事前と事後

でどのような変化があったか評価する。 
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か
い
そ
う

も
ば

海
藻
の
森
＝
藻
場
に
は
、
い
ろ
ん
な
種
類
が
あ
る
！

ア
マ
モ
場

ガ
ラ
モ
場

ア
ラ
メ
・
カ
ジ
メ
場

か
い
そ
う

わ
た
し
た
ち
が
利
用
し
て
い
る
海
藻
の
い
ろ
い
ろ

ノ
リ

コ
ン
ブ

（だ
し
）

ヒ
ジ
キ

ワ
カ
メ

寒
天

ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム

化
粧
品

み
ん
な
は

か
い
そ
う

ど
ん
な
海
藻
を
知
っ
て
い
る
か
な
？

○
○
(地
名
)の
藻
場
は
み
ん
な
の
た
か
ら
も
の
！

○
年
○
月
○
日
○
○
小
学
校
藻
場
の
学
習
会

○
○
活
動
組
織

紙芝居（案）
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も
ば

藻
場
の
は
た
ら
き
：そ
の
2

よ
ご
れ
た
水
を
き
れ
い
に
し
た

り
、
生
き
物
に
必
要
な
酸
素
を

出
す
海
の
浄
化
セ
ン
タ
ー

藻
場
の
は
た
ら
き
：そ
の
1

魚
や
エ
ビ
、
貝
な
ど
が
ご
飯
を

食
べ
る
海
の
レ
ス
ト
ラ
ン

も
ば

藻
場
に
は

と
～
っ
て
も
だ
い
じ
な

「は
た
ら
き
」が
あ
る
ん
だ
！

も
ば

○
○
(地
名
)に
は
、
ど
ん
な
藻
場
が
あ
る
の
か
な
？
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も
ば

藻
場
を
守
る
た
め
に
、
立
ち
上
が
り
ま
し
た
！

作
戦
：そ
の
1
ウ
ニ
が
入
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
！

陸

砂

岩
・
石

い
そ
や

磯
焼
け
っ
て
？
原
因
は
？

・ウ
ニ
と
海
藻
の
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず

れ
、
海
藻
が
増
え
る
量
よ
り
も
ウ
ニ

が
食
べ
る
量
の
方
が
大
き
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

・海
水
の
温
度
が
上
が
り
、
海
藻
を

食
べ
る
魚
達
が
冬
で
も
活
発
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

・そ
の
他
・
・
・

も
ば

大
事
件
で
す
！
藻
場
が
き
え
た
！
？

藻
場
の
は
た
ら
き
：そ
の
3

イ
カ
や
魚
が
卵
を
産
ん
だ
り
、

子
供
が
か
く
れ
て
育
つ
た
め

の
海
の
ゆ
り
か
ご
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み
な
さ
ん
、
わ
た
し
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に

○
○
（地
名
）の
「
た
か
ら
も
の
」の
海
を
ま
も
り
ま
し
ょ
う
！

集
合
写
真
な
ど

（楽
し
そ
う
な
写
真
）

も
ば

藻
場
を
守
る
た
め
に
、
立
ち
上
が
り
ま
し
た
！

作
戦
：そ
の
3
海
藻
の
種
を
ま
こ
う
！

陸

砂

岩
・
石

も
ば

藻
場
を
守
る
た
め
に
、
立
ち
上
が
り
ま
し
た
！

作
戦
：そ
の
2
中
の
ウ
ニ
に
ど
い
て
も
ら
お
う
！

陸

砂

岩
・
石
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プログラム案「干潟にひそむ生き物と遊ぼう！」（干潟保全活動） 

（海と漁の体験研究所 大浦佳代） 

1． 活動の目的 

・干潟は一見、何もいない泥や砂地のようだが、じつは生物多様性が豊かなことに気づいてもらう 

・干潟（浅い海）は、海の生態系と環境にとって、とても大事な場所であることを知ってもらう 

・漁師など活動組織との「人と人の交流」を通して、漁村や漁業、海辺に親しみを感じてもらう 

 

2． 対象とプログラムの特徴 

小学校 1 年生ぐらいから。 

3 つの体験を同時並行、あるいは別々に行うこともできます。 

 

3． 活動の展開（40～70 分） 

 

 学習活動 

◎おもな活動 ○発問や指示 ・参加者の反応 

指導者のかかわり 

・解説など ！注意事項 ＊準備物 

 

生

き

物

さ

が

し

と

観

察 

30

分 

◎導入 

○指導者の自己紹介（県市 JF 職員なども全員）

 漁師であること、海との係わり、特技などひと

ことを加える 

○今日の学習活動の流れを説明 

 

 

 

 

 

 

 

◎班分け 

5 人前後に班分けする 

 

◎地中の生き物さがし 

○目の前の干潟に、何か生き物が見えますか？ 

 ・鳥 ・魚 ・見えない 

○干潟の生き物は、地面の下にひそんでいます。

砂を掘って、さがしてみましょう。 

 

○スコップで砂を掘ってザルに入れ、水たまりで

洗い、残った生き物をバットに入れましょう（魚

やエビは水を入れたプラスチックケースに）。 

 

＊名札を着用（できればニックネーム） 

！生徒に親しまれやすいように話しかける。 

 

・干潟という言葉を知っていますか？ 干潟は、潮が

満ちると海になり、潮がひくと地面があらわれて陸

地になる場所のことです。 

・干潟は生き物がたくさんすんでいる、とても大切な

場所なんですよ。 

・わたしたち漁師は、干潟の豊かな環境を守るために、

さまざまな活動をしています。 

・今日は、干潟にひそむ不思議な生き物をたくさん見

つけて、観察してみましょう。 

 

 

！干潟の行動範囲（指導者が安全を見守れる範囲）を

決めておく。それより遠くに行かないよう注意。 

！安全面の注意を伝える。 

！アカエイ、アカクラゲ、カキ殻などの危険に注意を

うながす（アカエイは写真を見せる）。 

 

＊材料（100 円ショップで手に入るもの） 

・スコップ、ザル、バット、観察用のプラスチックケ

ース（数個）、ピンセット、金魚網など 

②干潟部会 
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◎全員が集合して観察 

○バットの生き物を種類別（エビ・カニ類、巻貝、

二枚貝、ヤドカリ、ゴカイなど）にプラスチック

ケースに入れ、観察しましょう。 

 

 
 

 

 

！塩分濃度や底質の違いで、すんでいる生き物の種類

は異なる。比べてみると生物多様性が実感できる。

 

 

・いろんな種類の貝、カニがいます。形や動き方の違

いをよく観察しましょう。 

 

 

実

験 

20 

分 

◎二枚貝による水の浄化実験 

プラスチックケース 2つに懸濁物で濁った海水を

入れる。片方のプラスチックケースにアサリなど

の二枚貝を入れ、しばらく放置する。もうひとつ

のケースには巻貝を入れるのも面白い。 

 

○どんな変化が起きると思いますか？ 

・貝が大きくなる ・共食いする など 

○2 つのケースに違いはあると思いますか？ 

 
◎数 10 分後に、2 つのケースを比べてみる 

○なぜアサリを入れたケースの水は透明になっ

たのでしょうか？ 

 

＊材料（100 円ショップで手に入るもの） 

・プラスチックケース 2 個 

 （虫かご、麦茶ポットなど透明度の高いもの） 

・バット、ザル 

・スコップ、熊手 

・酸素の出る石（無くても良い） 

 
 

・二枚貝は海水の中のプランクトンや栄養物を食べて

います。海の水をきれいにするお掃除屋さんです。

 巻貝は肉食です。生き物の死骸を食べるお掃除屋さ

んの巻貝もいます。 
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※水温が高温になると二枚貝が弱るので注意 

 

 

観

察 

10 

分 

 

◎生き物が砂に潜る様子を観察 

つかまえた生き物（貝、カニ、スナモグリなど）

を砂の上に置いて、砂の中に隠れる様子を観察す

る。 

 

・カニも、貝も、種類が違うと潜り方やスピードが違

うので、からだの特徴や潜り方の特徴をよく観察しま

しょう。 

！一瞬で潜ってしまう生き物もいるので、見逃さない

よう注意をうながす。 

学

ぶ 

10

分 

◎資料を見せながら干潟の生態系と、浅い海の大

切さについて解説。 

 

最後に感想を話し合い、まとめとする。 

 

＊資料 PPT など 

 

 

●参考（スナガニ類の底質等による棲み分けの例） 

砂地（潮間帯上部） 砂泥地（潮間帯上～中部） 泥地（潮間帯中部） 

   

   

コメツキガニ チゴガニ ヤマトオサガニ 

その他、ヨシ原周辺にはアシハラガニが、礫地（転石帯）にはイソガニ類が生息する。 

247



干
潟

は
生

き
物

が
ひ
し
め
く
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
！

＜
浅

い
海

は
こ
ん
な
に
す
ご
い
＞

・海
・川

か
ら
の
栄
養
が
た
っ
ぷ
り

・太
陽
の
光
が
た
っ
ぷ
り

・酸
素
が
た
っ
ぷ
り

・植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
→
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

が
た
っ
ぷ
り

＝
食
べ
物
が
た
っ
ぷ
り

・環
境
が
多
様
＝
生
き
物
の
種
類
が
多
い

（生
物
多
様
性
）

ひ
が
た

干
潟

＝
時

間
に
よ
っ
て
海

中
と
陸

地
を
繰

り
返

す
と
こ
ろ

満
潮
（ま

ん
ち
ょ
う
）：

潮
が
満
ち
て
い
る

干
潮
（か

ん
ち
ょ
う
）：

潮
が
引
い
て
い
る

ひ
が
た

干
潟
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

ひ
が
た

○
○

(地
名

)の
干

潟
は
み
ん
な
の
た
か
ら
も
の
！

○
年

○
月

○
日

○
○

小
学

校
干

潟
学

習
会

○
○

地
区

○
○

活
動

組
織

紙芝居（案）
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ひ
が
た

干
潟

の
は
た
ら
き
：そ

の
1

魚
や
カ
ニ
、
貝

な
ど
が
ご
飯

を
食

べ
る
海

の
レ
ス
ト
ラ
ン

ひ
が
た

干
潟
に
は

と
～
っ
て
も
だ
い
じ
な

「は
た
ら
き
」が

あ
る
ん
だ
！

ひ
が
た

○
○

(地
名

)に
は
、
ど
ん
な
干

潟
が
あ
る
の
か
な
？

ひ
が
た

わ
た
し
た
ち
が
利

用
し
て
い
る
干

潟
の
生

き
物

ア
サ
リ

マ
テ
ガ
イ

マ
ハ
ゼ

ガ
ザ
ミ
（ワ

タ
リ
ガ
ニ
）

二
枚
貝
の
仲
間

カ
レ
イ

そ
の
他
（藻

類
、
魚
類
、
エ
ビ
・カ

ニ
類
）

ノ
リ
（養

殖
）

シ
ジ
ミ

ハ
マ
グ
リ
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ど
う
し
て
い
な
く
な
っ
た
の
？

天
敵

が
増

え
た
？

餌
が
足

り
な
い
？

環
境

が
悪

く
な
っ
た
？

・・
・・

・・
・

ア
オ
サ
の
大
発
生

エ
イ
の
食
べ
後

ウ
ミ
グ
モ

ツ
メ
タ
ガ
イ

青
潮
（あ

お
し
お
）

大
事

件
で
す
！

二
枚

貝
が
い
な
い
！

？

ひ
が
た

干
潟

の
は
た
ら
き
：そ

の
3

魚
や
カ
ニ
な
ど
が
卵

を
産

ん
だ
り
、
子

供
が
育

つ
た
め
の
海

の
保

育
園

ガ
ザ
ミ
の

子
供

カ
レ
イ
の

子
供

ひ
が
た

干
潟

の
は
た
ら
き
：そ

の
2

川
の
よ
ご
れ
を
留

め
て
、
き
れ

い
に
す
る
天

然
の
浄

化
セ
ン

タ
ー
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み
な
さ
ん
、
わ
た
し
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に

○
○

（地
名

）の
「た

か
ら
も
の
」の

海
を
ま
も
り
ま
し
ょ
う
！

集
合

写
真

な
ど

ひ
が
た

干
潟

を
守

る
た
め
に
、
立

ち
上

が
り
ま
し
た
！

作
戦

：そ
の
3

網
を
か
ぶ
せ
て
貝

を
守

ろ
う

ひ
が
た

干
潟

を
守

る
た
め
に
、
立

ち
上

が
り
ま
し
た
！

作
戦

：そ
の
2

天
敵

や
増

え
す
ぎ
た
海

藻
を
ど
け
よ
う

ひ
が
た

干
潟

を
守

る
た
め
に
、
立

ち
上

が
り
ま
し
た
！

作
戦

：そ
の
1

干
潟

を
た
が
や
そ
う
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出前授業「河川の生物採集」 

学習指導案 
 

１・活動の目的 

1. 川にはどんな生き物がいるのか 

2. 水生生物が生息しやすい環境か？ 調査箇所周辺の環境も把握する 

3. 水生昆虫は魚の重要な餌となっている；広葉樹林⇒水生昆虫⇒魚⇒魚食性魚類。山と川のつながりを学

ぶ 

 

活動の準備および注意点 

 河川活動時の安全確保のため、ライフジャケット・ヘルメットを準備⇒RAC で有償レンタルがあります 

RAC（川に学ぶ体験型活動協議会； http://www.rac.gr.jp/） 

 D 型フレーム枠のタモ網：虫取り網では破損が大きい、丸形枠では底性生物が採集できない。HOGA ホー

ムページより 

 運動靴または釣り用足袋などの靴裏がすべりにくい靴またはウェーダー（胴長）（スリッパ・サンダルは厳

禁！） 

 観察用クリアケース：スケール付きがベスト、飼育ケース用の虫かごでもよい 

 バケツ：折りたたみバケツも便利。活かして持ち帰る時などはコマセバケツが便利 

 箱めがね：水中観察にあると便利 

 野外用救急箱：万一事故やケガがあった場合のため 

 

活動場所 

 川原へのアクセスの容易さ、夏場は日陰の有無なども考慮して調査地点（採集のしやすい場所）を選定す

る。漁協などの地元人と相談する 

 調査に適した場所 

 水の深さが 30cm 位で、流れのある（流速 30～40cm/秒位）場所   

 •川底にこぶしや頭位の大きさの石が多い 

 調査に適さない場所 

 川底が一面コンクリートの場所 

 •ヨシなどの植物が川全体を覆っていて流れが見えない場所 

 •水の流れがない場所 

 実際に川原に下りて、平常時の水位や危険な箇所などを把握しておく 

 調査日の水位がほぼ平常で増水していないか、当日の天気予報を確認して、実施の有無を決定する 

 １級河川は国土交通省の川の防災情報 HP

（http://www.river.go.jp/kawabou/ipTopGaikyo.do?init=init&gamenId=01-0101&fldCtlParty=no）の水位雨

量を、２級河川は都道府県の河川防災情報 HP などで河川水位の水位を閲覧できる 

 

川への入り方 

 川底が見えるところで行って下さい。水深としては 30cm 程度までのところとし、これよりも深いところには危

険ですから入らないようにして下さい（ひざ以上の水深では、流れが速い場合、立っているのが難しく、一度

ころぶと、立ち上がることも困難で下流に流される危険があります）。 

 特に、川が濁っていたり、汚れている場合には、川底が見えにくく、水深もわかりませんから、よく注意して下

さい。 

 

 

③内水面部会 

253



検索サイト 

魚類 

 山渓ハンディ図鑑 15 日本の淡水魚．山と渓谷社 

 くらべてわかる淡水魚 

 日本淡水魚愛護会：https://tansuigyo.net/ 

 

水生生物 

 新訂水生生物ハンドブック、文一総合出版：フィールド向き 

 滋賀の水生昆虫・図解ハンドブック、新学社（滋賀の理科教材研究委員会）：実験室向き 

 滋賀の水生動物・図解ハンドブック、新学社（滋賀の理科教材研究委員会）：実験室向き 

 河川生物の絵解き検索：環境省 HP よりダウンロード可；https://www.env.go.jp/press/104101.html 

 身近な川の水生昆虫を調べてみよう（子供向け学習サイト）、兵庫県立人と自然の博物館；

http://info.hitohaku.jp/kawamushi/index1.html 

 

参考 HP および資料 

 川の自然度を知る（川の生物多様性）：PDF をダウンロードできます

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/032000/gakusyu/program/.../tyupro1-14.pdf 

⽔⽣昆⾍調査と⾃
然環境.pdf

 

 全国水生生物調査のページ； https://water-pub.env.go.jp/water-pub/mizu-site/mizu/suisei/suisei.html 

全国⽔⽣⽣物調査
の概要やり⽅.pdf

 

 

 

 

２・活動の展開 

主な活動内容 活動内容 注意点 

導入（事前学習） 「身近な川にどんな生き物が生息してい

るのか」「川虫（水生昆虫）とは」「水生昆

虫と魚の関係」 「河川と陸地のつなが

り」等 

 

事前学習の実施 

 川の水生生物の調査を通して、川

の周りの環境も含めた自然の豊か

さを実感する 

 川に水生生物が豊富に生息するに

は、川沿いに森林や水田など陸上

の自然が豊かでなければならない

ことを知る 

 水生昆虫は、成虫になると羽が生

えて飛び、河川周辺の陸地で過ご

します。つまり、水生昆虫の幼虫が

当日、現場で口

頭説明しても伝

わらない（聞いて

いない）ケースが

多いので、事前

学習が望ましい。

 

川は危険な箇所

もあるが、事前に

学習することで安

全に活動できる

場所であることを

周知する。 
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豊富に生息するには、川の中だけ

でなく陸上の自然環境の豊かさが

必要であることを理解する。 

 水生昆虫を通して、河川と陸地の

つながりを学習する。 

 

注意事項の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライフジャケット 

 

 

 

 

 

 

 

D 型フレームのタモ網 

 ライフジャケット・靴などの装備を整

える。 

 ウェーダー（胴長）は腰ベルトを必

ず装着すること。 

 

１・指導者の紹介 

 

２ 調査箇所の説明 

 危険な場所には近寄らないことを

周知する 

 危険な箇所を指で示して（または指

導者が実際に立ち入って）説明す

る。 

 調査区間の上中下の3か所程に監

視する人を配置する川の流れ（瀬と

淵）の仕組みを説明する 

 

３ 調査箇所の周辺環境の観察 

 水生昆虫の事前学習を受けて、河

原や堤防の植生状況を説明する。 

 河川周辺に植物や木々の有無を

確認する。 

 

ウェーダー着用

時は、腰用ベルト

（無ければロープ

やひもでもよい）

を必ず装着する

（転倒時に水が

入ると起き上がれ

なくなる） 

 

口頭説明だけで

は伝わらいことが

多いので、指導

者が立ち入った

り・実演すること

が重要 

 

 

採集 

 

 

 指導者は水に入り実演して採集方

法を説明する 

1 魚類の採集 

ガサガサ：水際の草がある場所、 

石けり：石のある場所、流れのある場所 

 いずれの方法でも、下流側にタモ

網を置き、足で上流側からタモ網

に追い込むよ。 

 タモ網枠を川底に着けて隙間を空

けないことが重要 

 流れのある場所では、見える魚を

掬おうとしても絶対に採集できない 

 採集物はバケツに入れておく。夏

場は直射日光が当たらないような

場所に置く。 

 採集物が増えてきたら、酸欠を防

止するために、水を足すか、頻繁

に水を交換する。 

調査は必ず 3～5

人のグループご

と に 行 っ て 下 さ

い。1 人だけでの

行動は大変危険

なので絶対に避

けて下さい。 
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箱めがね 

 水が多いとバケツから飛出しことも

あるので、ふたなどを置いておく。 

 

 

 

 

２ 水生昆虫の採集 

 水際の草の茂みをタモ網で掬う 

 流れのある場所 

 2 人 1 組になり、1 人が石の下

流側にタモ網を川底に設置す

る 

 もう一人が石を持ち上げ、石を

よくあらい、水生昆虫をタモ網

の方へ流す 

 落ち葉や砂ごと掬い上げて、水生

生物がいなか確認する。 

 

 タモ網から水生昆虫をトレイなどに

移して観察する。 

 

 

 

 

 

３ 水生生物の観察 

 箱めがねで水中の様子を観察する 

 えびタモなどの小さなタモがあれ

ば、箱めがねを使っての採集もで

きる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夢中になって危

険な箇所に入ら

ないように注意し

て監視する。 

 

 

 

 

 

観察 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察用クリアーケース 

 観察しやすい広い場所へ移動す

る。 

 クリアーケースや白いトレイなどに

移すと観察しやすい。 

 

魚類の同定 

 淡水魚類を熟知している専門家に

同定をお願いする。 

 専門家がいない場合は、事前に生

息している魚類を把握し、図鑑等

で照合する。 

 底生魚・遊泳魚に分けて、図鑑と

照合する 

特に、夏場は熱

中症防止のため

橋下などの日陰

に移動する。 

 

 

魚類を同定でき

る専門家 
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水生昆虫の同定 

 種レベルまで同定することはできな

い。 

 カワゲラ・カゲロウ・トビケラ・ヤゴな

どの大まかな分類でよい。 

 

 採集された魚類や水生昆虫を、定

規等のスケールと一緒に撮影して

おく。 

 写真を専門家に送って同定するこ

ともできる。 

 

 

水生昆虫の専門

家は少ない 

 

まとめ  水生昆虫と河川周辺植物の関係を

説明し、川と陸地のつながりを周知

する。 

 採集された魚類や水生昆虫の水

質指標生物の有無から、調査箇所

の水質を推定する。 

 採集した生物は調査箇所に戻す。 

 ブラックバスやブルーギルなどの外

来魚は調査河川に戻さず、廃棄処

分とする。 

 

 

 

 

257



川
の
流
れ
方
を
知
ろ
う
！

瀬
（せ
）

淵
（ふ
ち
）

○
○
川
は
こ
ん
な
川

上
流

中
流
・下
流

○
○
町

△
△
湾

□
□
山

み
ん
な
は
○
○
川
の
こ
と

ど
れ
く
ら
い
知
っ
て
い
る
か
な
？

・○
○
川
の
始
ま
り
（源
流
）は
ど
こ
？

・○
○
川
の
長
さ
は
ど
れ
く
ら
い
？

・○
○
川
の
終
点
（合
流
部
・河
口
）は
ど
こ
？

○
○
川
は
、
み
ん
な
の
た
か
ら
も
の
！

○
年
○
月
○
日
○
○
小
学
校
川
の
学
習
会

○
○
地
区
○
○
活
動
組
織

紙芝居（案）
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○
○
川
に
は
こ
ん
な
生
き
物
が
い
る
！

中
流
・下
流
に
す
む
魚

ウ
グ
イ

オ
イ
カ
ワ

ウ
キ
ゴ
リ

○
○
川
に
は
こ
ん
な
生
き
物
が
い
る
！

上
流
に
す
む
魚

イ
ワ
ナ

ヤ
マ
メ
（サ
ク
ラ
マ
ス
）

ア
カ
ザ

川
は
生
き
物
が
く
ら
す
場
所

ア
ユ
の
遡
上
（そ
じ
ょ
う
）

ウ
グ
イ
の
産
卵

川
の
は
た
ら
き

人
の
生
活
と
の
か
か
わ
り

・飲
料
水
（水
道
水
）

・農
業
用
水
（田
ん
ぼ
・畑
）

・工
業
用
水

・発
電
（ダ
ム
）・
・・

生
き
物
と
の
か
か
わ
り

・・
・・
・・
・・
？
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○
○
川
を
守
る
た
め
に
、
立
ち
上
が
り
ま
し
た
！

作
戦
：そ
の

3
安
心
し
て
遊
べ
る
よ
う
に
し
よ
う
！

○
○
川
を
守
る
た
め
に
、
立
ち
上
が
り
ま
し
た
！

作
戦
：そ
の

2
生
き
物
が
く
ら
し
や
い
環
境
を
作
ろ
う
！

す
み
家
を
増
や
す

産
卵
場
を
作
る

通
り
道
を
作
る

○
○
川
を
守
る
た
め
に
、
立
ち
上
が
り
ま
し
た
！

作
戦
：そ
の

1
ゴ
ミ
を
な
く
そ
う
！

で
も
、
○
○
川
に
は
こ
ん
な
問
題
が
・・
・

川
は
ゴ
ミ
捨
て
場
？

魚
も
減
り

誰
も
川
に
近
づ
か
な
い
・・
・
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画
像
ス
ト
ッ
ク
①

（h
it

o
u
m

i.j
p
 み
ず
べ
の
生
き
物
図
鑑
）

ア
カ
ザ

ア
ブ
ラ
ハ
ヤ

ア
ユ

ウ
キ
ゴ
リ

ウ
グ
イ

ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ

オ
イ
カ
ワ

カ
マ
ツ
カ

「豆
知
識
」

知
っ
て
い
た
ら
自
慢
で
き
る
？

・ど
っ
ち
が
右
で
ど
っ
ち
が
左
？

・堤
防
の
外
っ
て
ど
っ
ち
側
？

・川
に
は
表
と
裏
が
あ
る
？

左
岸

堤
内
地

（
堤
防
敷
）

（
堤
防
敷
）川
表
（
か
わ
お
も
て
）

川
裏
（
か
わ
う
ら
）

川
裏

川
表

右
岸

堤
内
地

堤
外
地

河
川
区
域下
流
側

も
っ
と
勉
強
し
た
い
人
に
・・
・

○
○
川
の
水
質
判
定

き
れ
い
な
水
（水
質
階
級
Ⅰ
）の
生
き
物 出
典
：
「
川
の
生
き
も
の
を
調
べ
よ
う
」
環
境
省
水
・
大
気
環
境
局
、
国
土
交
通
省
水
管
理
・
国
土
保
全
局

み
な
さ
ん
、
わ
た
し
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に

○
○
川
を
ま
も
り
ま
せ
ん
か
？
！

集
合
写
真
な
ど
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画
像
ス
ト
ッ
ク
③

（h
it

o
u
m

i.j
p
 み
ず
べ
の
生
き
物
図
鑑
）

ニ
ッ
コ
ウ
イ
ワ
ナ

ヤ
マ
メ

ヤ
リ
タ
ナ
ゴ

ワ
タ
カ

コ
ク
チ
バ
ス

（特
定
外
来
生
物
）

タ
イ
リ
ク
バ
ラ
タ
ナ
ゴ

（要
注
意
外
来
生
物
）

ム
サ
シ
ト
ミ
ヨ

ブ
ル
ー
ギ
ル

（特
定
外
来
生
物
）

画
像
ス
ト
ッ
ク
②

（h
it

o
u
m

i.j
p
 み
ず
べ
の
生
き
物
図
鑑
）

カ
ワ
ム
ツ
・ヌ
マ
ム
ツ

タ
モ
ロ
コ

ヨ
シ
ノ
ボ
リ
類

ニ
ゴ
イ

ヌ
マ
チ
チ
ブ

ビ
ワ
ヒ
ガ
イ

ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ

ム
ギ
ツ
ク
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内水面（体験プログラム） 

 

●テーマ：アユを食べて知ろう 

タイトル みんなで「食べて！！アユを知る！」 

①  活動の目的 

・アユの放流または試食と同時に、アユの生態・特徴を学ぶ 

・アユを食べ、アユの生態を学ぶことで、地域全体で河川環境保全の取り組みにつながる 

・「食べて！アユの生態および特徴」を紹介することで、命に感謝しながら水産資源を食べる

こと（食育）を行う。 

 

アユに関する資料など 

〇アユのトリビア ～アユ・おもしろ話～：福井県内水面漁業協同組合連合会作成 下記から

PDF をダウンロードできます 

http://www.fukui-naisuimen.com/trivia.html 

 

②  活動の対象  

 ・小学校高学年～中学生・高校生・大学生・一般 

③ 活動の展開 

 ・１時間程度 

 学習活動 

◎ おもな活動 

○ 発問や指示 

・ 参加者の反応 

指導者のかかわり 

・ 解説など 

！ 注意事項 

＊ 準備物 

導

入 

５

分 

◎導入 

○アユを食べたことがあるか？ 

〇アユは海で生活する時期があることを

知っているか？ 

○アユは何を食べているのか？ 

○アユの釣り方を知っているか？ 

 

事後アンケートとの数値変化がわかるような

アンケート内容にする。 

説

明 

15

分 

 

 

 

 

〇参加者に試食用のアユを配布 

 

 

◎パワーポイントによる説明 

〇天然アユと養殖アユの違いは何か？ 

最初にパワーポイントまたはパネルで説明し

た後に、試食用のアユを目の前に置いて各部

位や特徴を理解していく 

 

＊バットまたはアルミホイルにアユを載せる 

 

 

 

！天然魚は黄色味を帯びている 
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１．強いアユが縄張りを形成して、他のア

ユを追い払っている 

写真：黄色を呈する縄張りアユ 

（プロジェクターが無い時はパネルにし

て説明） 

動画：石の上の藻を食むアユの様子（開始

15～20 秒付近で確認できます） 

（映像中心に映っている黄色味を帯びた

アユが“強い縄張りアユ”です） 

 

 

 

２．アユはさまざまな呼び名がある 

年魚：１年しか生きられない 

〇生活史を理解することで、海と川のつな

がりが重要であることを理解する 

 

香魚：〇キュウリやスイカのような臭い 

 

 

 

銀口魚：〇唇部分が白いため 

 

 

 

３．アユのひれを知る 

〇左右のバランスを保つ 

〇方向をかえたり，始動・停止などの役め

をもつ 

 

尾びれ：前進する力をうみだす 

〇二叉形の尾鰭をもつ魚は泳ぎが得意で

す。円形の尾鰭をもつ魚はあまり泳ぎ回り

ません。 

 

 

脂鰭：サケの仲間で共通した特徴 

 

・天然アユまたは養殖アユを見ながら、追星

の有無を確認する 

・追星（黄斑）：体色のひとつ、アユの活性に

よって変化する 

・強い縄張りアユは、追星が強く尾部も黄色

を呈している 

！他のアユに向かって泳いでいるのは、縄張

りに侵入したアユを追い払っています 

！石の近くでキラッと体をくねらせている

行動は、石の上の藻を食べています様子です

 

 

・冬の間は、沿岸域で半年ほど生活している

⇒アユを守っていくには、地元の海も重要で

あること 

 

 

・試食の前に、実際に嗅いでみる 

！参加者にどんな臭いかを聞いて発言して

もらう 

 

・アユの口を外部および、口を開けて削り取

るような歯が並んでいることを触れて確認

する 

 

ひれの形と名称を理解する 

・それぞれのひれを広げて、各ひれの形を確

認する 

 

 

！アユ：二叉型⇒泳ぎが得意 

 

 

 

 

 

！アユ：脂鰭をもつ、サケやマス類と同じ特
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〇サケ科やハダカイワシ科などの魚類が

もつ鰭 

 

徴をもつ 

試

食 

４

０

分 

 

 

 

◎串に差し、かざり塩を施して、焼いて試

食する 

 

かざり塩（化粧塩） 

〇尾ビレや背ビレなどの焦げやすい場所に

塩をまぶして焦げないように、またヒレを立

たせて形よく、仕上げを美しくする 

 

踊り串・のぼり串 

〇魚が川を泳ぐ姿に見立てた串の打ち方 

＊金串・塩 

 

 

さばけるチャンネル＠日本財団 

アユの化粧塩と串打ちに関する動画サイト 

http://sabakeru.uminohi.jp/?p=1125 

http://0149eat.net/blog-entry-16.html 

事前に確認しておくとよい 

 

 

ま

と

め 

10

分 

◎まとめ 

まとめの言葉 

〇アユは川に棲んでいますが、稚魚の時

期は冬で半年程度過ごしています。 

〇アユは海と川を行き来するため、健全

な海と川の両方が必要です。 

〇海から遡上してくるアユが生息してい

る地域は、豊かな海と川が存在し、海と

川のつながり（連続性）が維持されてい

ることを示しています。 

〇アユは、地域の川と海の環境を示す指

標生物です。 

 

 

＊感想用紙・事後アンケートの記入 

 

！事前アンケートと事後アンケートの項目は

同じ内容とし、数値変化を記録として保存し

ておくと、教育効果を検証するときに役立つ

 

！海産の天然遡上アユがいなくなった川では、

アユが遡上できなくなった原因を、参加者と

考えてみてください。 
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福
井
県
立
大
学

田
原
大
輔

提
供

そ
の
地
域
の
藻
場
の
写
真
1
点

福
井
県
立
大
学

田
原
大
輔

提
供

黄
色
の
ア
ユ
は
強
い
ア
ユ

～
黄
斑
（追
星
）～

天
然
ア
ユ

養
殖
ア
ユ

み
ん
な
で
「食
べ
て
！
！
ア
ユ
を
知
る
！
」

○
年
○
月
○
日
○
○
小
学
校

○
○
地
区
○
○
活
動
組
織

紙芝居（案）
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朝
日
新
聞
記
事
よ
り

四
万
十
町
役
場

よ
り

み
ん
な
は

ア
ユ
の
一
生
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

香
魚

年
魚

銀
口
魚

い
ろ
い
ろ
な
呼
び
名
を
も
つ
ア
ユ

あ
ゆ

あ
ゆ

あ
ゆ
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い
ろ
い
ろ
な
呼
び
名
を
も
つ
ア
ユ

香
魚
：
ア
ユ
の
体
か
ら
、
ス
イ
カ
や
キ
ュ
ウ
リ
を
切
っ
た
時

の
よ
う
な
香
り
が
す
る
こ
と
か
ら

年
魚
：
ち
ょ
う
ど
１
年
間
生
き
る
こ
と
か
ら

銀
口
魚
：

ア
ユ
は
ど
ん
な
に
お
い
が
し
ま
し
た
か
？

香
魚

年
魚

銀
口
魚

い
ろ
い
ろ
な
呼
び
名
を
も
つ
ア
ユ

あ
ゆ

あ
ゆ

あ
ゆ

い
ろ
い
ろ
な
呼
び
名
を
も
つ
ア
ユ

香
魚
：

年
魚
：
海
で
半
年
、
川
で
半
年

ち
ょ
う
ど
１
年
間
生
き
る
こ
と
か
ら

銀
口
魚
：
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い
ろ
い
ろ
な
呼
び
名
を
も
つ
ア
ユ

香
魚
：
ア
ユ
の
体
か
ら
、
ス
イ
カ
や
キ
ュ
ウ
リ
を
切
っ
た
時

の
よ
う
な
香
り
が
す
る
こ
と
か
ら

年
魚
：
ち
ょ
う
ど
１
年
間
生
き
る
こ
と
か
ら

銀
口
魚
：
川
底
の
石
の
藻
類
を
削
り
取
る
た
め
に
発
達
し

た
唇
部
分
が
白
い
た
め
だ
ろ
う

ア
ユ
の
ト
リ
ビ
ア
よ
り

ア
ユ
の
歯
を
触
っ
て
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う

香
魚

年
魚

銀
口
魚

い
ろ
い
ろ
な
呼
び
名
を
も
つ
ア
ユ

あ
ゆ

あ
ゆ

あ
ゆ
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ア
ユ
を
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
！

ア
ユ
の
“鰭
（ひ
れ
）”
を
知
る

脂
鰭
：
サ
ケ
・
マ
ス
類
と
同
じ
特
徴
を
も
つ

尾
鰭
：
二
叉
型
⇒
泳
ぎ
が
得
意
な
魚
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サ
ン
ゴ
は
骨
を
持
っ
た
刺
胞
動
物

ク
ラ
ゲ
や
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
仲
間

サ
ン
ゴ
礁
っ
て
何
？


サ

ン
ゴ
礁

は
、
サ

ン
ゴ
の

骨
が

積
も
っ
て
で
き
た
地

形
だ
！


サ

ン
ゴ
は

動
物

：
ク
ラ
ゲ
や

イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の

な
か

ま


ポ
リ
プ
と
言

う
体

を
沢

山
つ
な
げ
て
群

体
（
コ
ロ
ニ
ー
）

を
造

る
。


固

い
カ
ル

シ
ウ
ム
の
骨

を
造

る
。


餌

を
と
っ
た
り
身
を
守

る
刺

胞
を
持

っ
て
い
る
。


藻

類
の

な
か

ま
と
共

生
し
て
栄

養
を
も
ら
っ
て
い
る
。

沖
縄
の

サ
ン
ゴ
礁

〜
多

様
性

を
守

る
大

切
さ
〜

中
野

義
勝

琉
球
大
学
熱
帯
生
物
圏
研
究
セ
ン
タ
ー
瀬

底
研

究
施

設

沖
縄
県
サ
ン
ゴ
礁
保
全
推
進

協
議

会

石
垣

島
白

保
地

先
の

サ
ン
ゴ
礁

（
裾

礁
）

④サンゴ礁部会

271



サ
ン
ゴ
礁
っ
て
何
？


サ
ン
ゴ
礁
は
、
サ
ン
ゴ
の
骨
が
積
も
っ
て
で
き
た
地

形
だ
！


サ
ン
ゴ
は
動
物
：
ク
ラ
ゲ
や
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
な
か
ま


ポ
リ
プ
と
言

う
体
を
沢
山
つ
な
げ
て
群
体
（
コ
ロ
ニ
ー
）
を
造
る
。


固
い
カ
ル
シ
ウ
ム
の
骨
を
造
る
。


餌
を
と
っ
た
り
身
を
守
る
刺
胞

を
持

っ
て
い
る
。


藻
類
の
な
か
ま
と
共
生
し
て
栄
養
を
も
ら
っ
て
い
る
。

い
ろ
い
ろ
な
形
の
サ
ン
ゴ
た
ち

群
体
性
サ
ン
ゴ

:
沢
山
の
ポ
リ
プ
が
、
つ

な
が
っ
て
い
る

単
体
性
サ
ン
ゴ

:
一
つ
の
ポ
リ
プ
で
生

活
す
る

ポ
リ
プ

テ
ー
ブ
ル
状

樹
枝
状

塊
状

被
覆
状

葉
状

サ
ン
ゴ
礁
っ
て
何
？


サ
ン
ゴ
礁
は
、
サ
ン
ゴ
の
骨
が
積
も
っ
て
で
き
た
地

形
だ
！


サ
ン
ゴ
は
動
物
：
ク
ラ
ゲ
や
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
な
か
ま


ポ
リ
プ
と
言

う
体
を
沢
山
つ
な
げ
て
群
体
（
コ
ロ
ニ
ー
）
を
造
る
。


固
い
カ
ル
シ
ウ
ム
の
骨
を
造
る
。


餌
を
と
っ
た
り
身
を
守
る
刺
胞

を
持

っ
て
い
る
。


藻
類
の
な
か
ま
と
共
生
し
て
栄
養
を
も
ら
っ
て
い
る
。

サ
ン
ゴ
礁
に
見
ら
れ
る
サ
ン
ゴ
の

化
石
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刺
胞

触
手

に
は
沢

山
の

刺
胞

が
あ
っ
て
、

餌
を
と
る
こ
と
が

で
き
る

サ
ン
ゴ
の

ポ
リ
プ
に
は

沢
山

の
触

手
が
あ
る

サ
ン
ゴ
礁
っ
て
何
？


サ
ン
ゴ
礁
は
、
サ
ン
ゴ
の
骨
が
積
も
っ
て
で
き
た
地

形
だ
！


サ
ン
ゴ
は
動
物
：
ク
ラ
ゲ
や
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
な
か
ま


ポ
リ
プ
と
言

う
体
を
沢
山
つ
な
げ
て
群
体
（
コ
ロ
ニ
ー
）
を
造
る
。


固
い
カ
ル
シ
ウ
ム
の
骨
を
造
る
。


餌
を
と
っ
た
り
身
を
守
る
刺
胞

を
持

っ
て
い
る
。


藻
類
の
な
か
ま
と
共
生
し
て
栄
養
を
も
ら
っ
て
い
る
。

サ
ン

ゴ
は

カ
ル
シ

ウ
ム
の

骨
を
つ

く
る

カ
ル
シ
ウ
ム
の
骨
や
殻
を
も
つ
海
の
生
き
物
た
ち
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サ
ン
ゴ
を
め
ぐ
る
生
き
物
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

⬇
サ
ン
ゴ
は
多
様
性
の
高
い
生

態
系
の
骨
格

多
様

性

種
・
機

能

隠
れ
家

住
み
か

産
卵

場
所

餌

サ
ン
ゴ
礁
っ
て
何
？


サ
ン
ゴ
礁

は
、
サ
ン
ゴ
の
骨
が
積

も
っ
て
で
き
た
地

形
だ
！


サ
ン
ゴ
は

動
物
：
ク
ラ
ゲ
や
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
な
か
ま


ポ
リ
プ
と
言
う
体
を
沢
山
つ
な
げ
て
群

体
（
コ
ロ
ニ
ー
）
を
造
る
。


固
い
カ
ル
シ
ウ
ム
の
骨
を
造
る
。


餌
を
と
っ
た
り
身
を
守
る
刺
胞

を
持

っ
て
い
る
。


藻
類
の
な
か
ま
と
共
生
し
て
栄
養
を
も
ら
っ
て
い
る
。


サ
ン
ゴ
は
い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
の
餌
や
住
み
か

や
隠
れ

処
に

な
っ
て
い
る
。

サ
ン
ゴ
は

1㎠
あ
た
り
数
百
万
個
あ
る
褐
虫
藻

の
光
合
成
か
ら
栄
養
を
も
ら
っ
て
い
る
。

褐
虫

藻
直

径
: 1

/1
00

 m
m

サ
ン
ゴ
礁
っ
て
何
？


サ
ン
ゴ
礁
は
、
サ
ン
ゴ
の
骨
が
積
も
っ
て
で
き
た
地

形
だ
！


サ
ン
ゴ
は
動
物
：
ク
ラ
ゲ
や
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
な
か
ま


ポ
リ
プ
と
言

う
体
を
沢
山
つ
な
げ
て
群
体
（
コ
ロ
ニ
ー
）
を
造
る
。


固
い
カ
ル
シ
ウ
ム
の
骨
を
造
る
。


餌
を
と
っ
た
り
身
を
守
る
刺
胞

を
持

っ
て
い
る
。


藻
類
の
な
か
ま
と
共
生
し
て
栄
養
を
も
ら
っ
て
い
る
。
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サ
ン
ゴ
礁
っ
て
何
？


サ
ン
ゴ
礁

は
、
サ
ン
ゴ
の
骨
が
積

も
っ
て
で
き
た
地

形
だ
！


サ
ン
ゴ
礁
は
い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
の
生
活
場
所

に
な
っ
て
い
る


サ
ン
ゴ
礁
は
大
風
の
波
を
防
ぎ
、
島

も
造
る
！


サ
ン
ゴ
礁
は
陸
上
の
森
と
同
じ
役
割

を
持
っ
て
い
る
。


サ
ン
ゴ
礁
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
。


サ
ン
ゴ
は
動
物
：
ク
ラ
ゲ
や
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
な
か
ま


ポ
リ
プ
と
言
う
体
を
沢
山
つ
な
げ
て
群
体
（
コ
ロ
ニ
ー
）
を
造
る
。


固
い
カ
ル
シ
ウ
ム
の
骨
を
造
る
。


餌
を
と
っ
た
り
身
を
守
る
刺
胞
を
持

っ
て
い
る
。


藻
類
の
な
か
ま
と
共
生
し
て
栄
養

を
も
ら
っ
て
い
る
。


サ
ン
ゴ
は
い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
の
餌
や
住
み
か

や
隠
れ

処
に

な
っ
て
い
る
。

多
様
性
と
共
生
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
世
界

生
物

が
造

る
生

物
の

楽
園
：
サ

ン
ゴ
礁

リ
サ

イ
ク
ル

シ
ス
テ
ム

多
様
性
と
共
生
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
世

界
多

様
性
と
共
生
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
世

界

裾
礁
の
構
造
と
サ
ン
ゴ
の
分
布

礁
原

礁
池

礁
斜

面

干
潮

時
海

面

縁
溝

縁
脚

系

礁
池
群
集

礁
斜

面
群

集

裾
礁
の

地
形
断
面

礁
嶺

浜

礁
嶺

群
集

礁
縁

サ
ン
ゴ
礁
っ
て
何
？


サ
ン
ゴ
礁

は
、
サ
ン
ゴ
の
骨
が
積

も
っ
て
で
き
た
地

形
だ
！


サ
ン
ゴ
礁
は
い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
の
生
活
場
所

に
な
っ
て
い
る


サ
ン
ゴ
礁
は
大
風
の
波
を
防
ぎ
、
島

も
造
る
！


サ
ン
ゴ
礁
は
陸
上
の
森
と
同
じ
役
割

を
持
っ
て
い
る
。


サ
ン
ゴ
礁
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
。


サ
ン
ゴ
は
動
物
：
ク
ラ
ゲ
や
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
な
か
ま


ポ
リ
プ
と
言
う
体
を
沢
山
つ
な
げ
て
群
体
（
コ
ロ
ニ
ー
）
を
造
る
。


固
い
カ
ル
シ
ウ
ム
の
骨
を
造
る
。


餌
を
と
っ
た
り
身
を
守
る
刺
胞
を
持

っ
て
い
る
。


藻
類
の
な
か
ま
と
共
生
し
て
栄
養

を
も
ら
っ
て
い
る
。


サ
ン
ゴ
は
い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
の
餌
や
住
み
か

や
隠
れ

処
に

な
っ
て
い
る
。
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サ
ン
ゴ
礁
っ
て
何
？


サ
ン
ゴ
礁

は
、
サ
ン
ゴ
の
骨
が
積

も
っ
て
で
き
た
地

形
だ
！


サ
ン
ゴ
礁
は
い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
の
生
活
場
所

に
な
っ
て
い
る


サ
ン
ゴ
礁
は
大
風
の
波
を
防
ぎ
、
島

も
造
る
！


サ
ン
ゴ
礁
は
陸
上
の
森
と
同
じ
役
割

を
持
っ
て
い
る
。


サ
ン
ゴ
礁
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
。


サ
ン
ゴ
は
動
物
：
ク
ラ
ゲ
や
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
な
か
ま


ポ
リ
プ
と
言
う
体
を
沢
山
つ
な
げ
て
群
体
（
コ
ロ
ニ
ー
）
を
造
る
。


固
い
カ
ル
シ
ウ
ム
の
骨
を
造
る
。


餌
を
と
っ
た
り
身
を
守
る
刺
胞
を
持

っ
て
い
る
。


藻
類
の
な
か
ま
と
共
生
し
て
栄
養

を
も
ら
っ
て
い
る
。


サ
ン
ゴ
は
い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
の
餌
や
住
み
か

や
隠
れ

処
に

な
っ
て
い
る
。

日
本
の
サ
ン
ゴ
の
分
布

琉
球
列
島

大
陸
島

琉
球
列
島

大
陸
島

伊
豆
・
小
笠
原
諸
島

海
洋
島

伊
豆
・
小
笠
原
諸
島

海
洋
島

サ
ン
ゴ
礁
（
裾

礁
）
の
北
限

サ
ン
ゴ
礁

：
波

に
打

た
れ

て
も
育
つ
サ

ン
ゴ
が

つ
く
る
地

質
・
地

形

石
垣

島
白

保
地

先
の

サ
ン
ゴ
礁

（
裾

礁
）
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サ
ン
ゴ
礁

の
島

に
暮

ら
す

サ
ン
ゴ
礁
の
集
落
で
は
伝
統
文
化
と
し

て
、
祭
祀
や
芸
能
が
営
ま
れ
、
工
芸
品

や
芸
術
が
生
ま
れ
た
。

建
材

と
し
て
の

サ
ン
ゴ
礁

利
用

漆
喰

漆
喰

礎
石

礎
石

敷
石

/踏
み
台

敷
石

/踏
み
台

漁
場
と
し
て
の
サ
ン
ゴ
礁

サ
ン
ゴ
礁

の
島

に
暮

ら
す

古
く
か
ら
人
の
暮
ら

す
サ
ン
ゴ
礁
の

集
落
で
は
、
サ
ン
ゴ

礁
の
場
所
ご
と
に

名
前
を
付
け
て
利

用
し
て
き
た
。

サ
ン
ゴ
礁
か
ら
の

伝
統
的
な
恵
み

•
漁
場

•
肥
料

•
建
材

•
防
波
堤

•
防
風
・
防
潮
林
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サ
ン
ゴ
礁
っ
て
何
？


サ
ン
ゴ
礁

は
、
サ
ン
ゴ
の
骨
が
積

も
っ
て
で
き
た
地

形
だ
！


サ
ン
ゴ
礁
は
い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
の
生
活
場
所

に
な
っ
て
い
る


サ
ン
ゴ
礁
は
大
風
の
波
を
防
ぎ
、
島

も
造
る
！


サ
ン
ゴ
礁
は
陸
上
の
森
と
同
じ
役
割

を
持
っ
て
い
る
。


サ
ン
ゴ
礁
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
。


サ
ン
ゴ
は
動
物
：
ク
ラ
ゲ
や
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
な
か
ま


ポ
リ
プ
と
言
う
体
を
沢
山
つ
な
げ
て
群
体
（
コ
ロ
ニ
ー
）
を
造
る
。


固
い
カ
ル
シ
ウ
ム
の
骨
を
造
る
。


餌
を
と
っ
た
り
身
を
守
る
刺
胞
を
持

っ
て
い
る
。


藻
類
の
な
か
ま
と
共
生
し
て
栄
養

を
も
ら
っ
て
い
る
。


サ
ン
ゴ
は
い
ろ
い
ろ
な
生
き
物
の
餌
や
住
み
か

や
隠
れ

処
に

な
っ
て
い
る
。

サ
ン
ゴ
礁

の
観

光
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平成 31年度　水産多面的機能発揮対策支援事業

令
和
元
年
度
　
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
　
講
習
テ
キ
ス
ト
（
　
技
　
術
　
編
　
）　
　【
福
岡
会
場
】

公
益
社
団
法
人
　
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
推
進
協
会

公益社団法人　全国豊かな海づくり推進協会

令和元年度
水産多面的機能発揮対策講習会
講習テキスト（技術編）

【福岡会場】

2019 年 10 月 29 日

福岡県中小企業振興センター

（福岡県福岡市博多区吉塚本町９－１５）

水産庁委託事業

H30講習ﾃｷｽﾄ（技術編）福岡会場.indd   1 2019/10/21   9:29:33
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